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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　渦うずをなす煙草たばこの煙けむりと、強きよう烈れつな薬草臭くささがこもる室内。不慣れな者なら息が詰つまる。

　室の最さい奥おうに置かれた長なが椅い子すに、老人はだらりと座っていた。たるんだ白い皮ひ膚ふには生気がなく、目も濁にごっている。身につけている深衣は緋ひ色いろ。煙管キセルを持つ指には、指の長さの倍以上の金のつけ爪づめがあった。膿うんだ空気のなか、豪ごう奢しやな絹と金を身につけた姿は禍まが々まがしい。

　薬草液の臭においは老人の周囲から立ちのぼっている。長椅子の周囲に三つ、点々と置かれた香こう炉ろに薬草液を入れ、それを蒸発させ浴びているのだ。

「伊い内ない侍じ監かん。祀し部ぶより通達が参りました」

　煙管をふかす老人──伊い文ぶん亮りようの前に立った蔡さい伯はく礼れいは、いつもの、美しいが真意の見えない微び笑しようで呼びかけた。

「例の儀ぎ式しきか？」

　文亮は視線をあげ、細く高い掠かすれた声で問い返す。

「はい。新皇こう帝てい即そく位い後の後宮で、最も配はい慮りよが必要な儀式かと」

「先代皇帝陛下の御み世よ、後宮内で起こった悲劇はこの儀式に端たんを発はつする。痛ましいことだ」

　痛ましいと言いつつ、文亮の目と口元には、伯礼の反応を楽しみに待つような色がある。

　この老人の悪あく趣しゆ味みを先刻承知の伯礼は、ただ微笑するのみ。

　伊文亮の位は正しよう三さん品ぴん。位は伯礼と同列だが、官職のない伯礼とは違ちがい内侍監だ。

　内侍監とは内侍省の長官のこと。後宮内でのみ通用する官職で、外朝にでれば官職者としてはあつかわれない。しかし後宮内では全すべてを思いのままに動かせる立場。しかも文亮は、伯礼が生まれる前から内侍監だ。もはや後宮に巣くう妖よう怪かい変へん化げの類たぐいに近い。

　伯礼の反応が不満らしく、文亮はさらに言う。

「延えん貴き妃ひと蔡さい徳とく妃ひの諍いさかいも、この儀式を発ほつ端たんとしたのだよ。知っているか？　伯礼」

「承知しております」

　動どう揺ようさせようとしていることが明らかなので、伯礼は冷静に返す。わずかでも取り乱し、この老人の暇ひまつぶしの余興になるつもりはない。

「ですから今きん上じよう陛下の御世には、そのような無様なことは避さけたいと存じます。わたしに考えがあります。お許しいただけるのでしたら、手配いたしますが」

　伯礼が彼の腹案を告げると、文亮はしばしの沈ちん黙もくの後「よろしかろう」と返事した。その返事を聞くと、伯礼は文亮の執しつ務む室を出た。

　体にまとわりつく煙草の煙と、胸の悪くなるような薬草液の臭いから解放される。

　室を一歩出ると、回かい廊ろうには夏の眩まぶしい光が射さしていた。眩しさに目を細め、

「この夏が終われば、……明めい来らい告こく地ち」

　と一人呟つぶやく。




　明来告地。それは新たに編成された後宮内を騒がす、最もたちの悪い儀式。
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　　　一




「五ご龍りゆうはどこだ？」

　崑こん国こく五代皇帝龍りゆう祥しよう飛ひは、苛いら立だちを隠かくさず問う。

　晴れた夏の朝。皇帝の居室は窓も出入り口も全てが開け放たれ、夜の間に冷やされた涼すずしい風が吹ふき抜ぬける。

　朝議に出る前の身み支じ度たくの途と中ちゆうらしく、祥飛はまだ冠かんむりもつけていない。そんな身なりでも十六歳の新緑めいた瑞みず々みずしい若さが際きわ立だち、目が覚めるほどの端たん麗れいさ。

　そんな祥飛の前に跪ひざまずき、雪せつ理り美みは引きつった笑え顔がおで答える。

「ここにいます……いちおう」

　後宮の妃ひ嬪ひんの一人である理美は、本来なら容易たやすく外朝に来られないはずだった。

　しかしひょんなことから、崑国皇帝が代々引き継つぐ神しん龍りゆう五龍に懐なつかれた。その五龍が、がんとして理美から離はなれてくれない。そのためはからずも彼女は五龍の守護者となり、毎朝こうやって皇帝の前に参上し、五龍が健在なことを報告する義務が生じてしまっていた。

「余には、そこに跪くおまえの姿しか見えぬが？」

「珠たまちゃん───五龍は、わたしの裳もの中に……います」

　若き皇帝の不ふ機き嫌げんさが手に取るようにわかり、理美は内心ビクビクした。

「昨日も、その前も、その前も、初日からずっと五龍の姿はまったく見えず、裳の中にいるとだけ聞かされ続けている気がするが。余の気のせいか？」

「いいえ。陛下が正しいです。ずっと裳の中です」

　素す直なおに答えると、祥飛の眉み間けんに皺しわが寄る。

（ああ～、怒おこってる～。怒ってる～。まあ、怒るわよね普ふ通つう）

　毎朝、五龍の無事な姿を祥飛に見せることが理美の義務だ。それなのに「五龍は裳の中に隠れていて見えません」では、誰だれだって怒る。

　しかも実は、祥飛に面会をはじめてから今日で十日目。

　初日からずっと同様の有様だ。ふざけているのかと言われても致いたし方ない。

（でも、でも。珠ちゃんが出てきてくれないんだもの）

　五龍である珠ちゃんは、どうやら祥飛のことがお気に召めさないらしい。彼が近くにいると、すぐに理美の裳の中に隠れてしまう。

　それほど嫌いやならば崑国宮きゆう廷ていから飛び出しそうなものだが、そこは神しん獣じゆうの不可解なところ。祥飛を避けていながら、彼の妃嬪である理美のもとからは、絶対に離れようとしない。

「十日も我が慢まんした。もはや我慢ならない。いるというなら裳の中から引っ張り出し、五龍の姿を余に見せろ」

「そうしたいのはやまやまですが、絶対に出るものかという勢いで、足にしがみついています」

「では余が引きずり出す」

「引きずり出すとは？」

「おまえの裳の中に頭と手を突つっこんで、五龍を引きずり出すということだ」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしい祥飛がずかずかと理美に近づいてきたので、ひっと息を吞のんで縮こまる。

「いいいい、いやです！　陛下は御ご変態でいらっしゃいますか!?」

　単語の頭に『御』をつければ丁てい寧ねい語になったはず。咄とつ嗟さに丁寧な抗こう議ぎをしたつもりだった。

　しかし祥飛はさらにすごむ。

「御変態!?　不敬罪で今度こそ首を刎はねられたいのか。そもそも十日も五龍を裳の中に隠し、余に見せようとしないおまえの責任は」

「責任はあります。でも御変態的行こう為いは反対です」

「また変態と言ったな！」

「的と言いました。婉えん曲きよく表現です！」

「どこも曲がってないし、逆にまっすぐすぎるわ！　とにかく見せろ！」

「お二人とも冷静に」

　目をつりあげた祥飛と怯おびえる理美の間に、長身の青年が割りこむ。

「夜の寝しん台だいの上ならいざ知らず、早朝のこんな場所で妃嬪の裳に頭を突っこむような真ま似ねをなさったら、変態のそしりは免まぬがれませんよ」

　二人を交こう互ごに見やって制止したのは、食しき学がく博士はかせの周しゆう朱しゆ西せいだった。

　崑国一の博士の理知的な瞳ひとみで見つめられ、冷静に諭さとされると、祥飛もその行為が傍はた目めにどう映るか悟さとったらしい。ふてくされ、朱西を睨ねめつける。

「しかしこのままでは、五龍の確かく認にんができないぞ。十日もこの状態では、さすがに納なつ得とくできぬ」

「じゃあ、俺が理美の裳の中に頭を突っこみましょうかねぇ？」

　窓まど枠わくに腰こしかけ、にやにやしていた秦しん丈じよう鉄てつが茶々を入れる。幅はば広ひろの剣けんを腰からはずして傍かたわらに立てかけ、あからさまに気を抜いている。禁軍の尉い将しようであり、皇こう帝てい護衛の勅ちよく任にん武官であるはずの野性的な風ふう貌ぼうも、今は気のいいお兄さんといった笑顔だ。

　朱西は「丈鉄、引っ搔かき回すな」と釘くぎを刺さし、理美の傍らに膝ひざをつく。

「五龍を説得できませんか？　理美。このままでは、陛下が裳の上から触さわって五龍の存在を確かめるくらいはしないと、この場がおさまりません。十日も姿を見せないのでは、さすがにもう、陛下をお止めするのは限界です」

　裳の上から足を触られることを想像し、青ざめた。

（どうしよう。なにか、なにか……）

　無意識に裳も裾すそを押さえたとき、襦じゆ裙くんの袖そでが奇き妙みように重いことに気がつく。

「そうだ、これ！　朱西様、これがあります。珠ちゃんは香かおり漬づけが大好きです！」

　袖を探さぐり小さな紙包みを取り出す。包みをとくと、中にあるのは薄うす切ぎりにされた翡ひ翠すい色の瓜うり。理美が和わ国こくから持ちこんだ香かお床りどこでつくった香漬だった。

　今日のお茶うけにしようと、小しよう翼よく宮きゆうを出る時に包んで持参していたのだ。

「試ためしてご覧なさい」

　朱西に勇気づけられ、香漬を一つつまんで裳裾へ近づける。

「珠ちゃん～。ほらぁ、珠ちゃん～。香漬よ。ね、ちょっとお顔を見せて。お願い。お顔を出してくれないと、わたし、……わたし、とんでもないことに～」

　半泣きで訴うつたえかけると、裳の中でごそごそと生き物が動く。そしてひょろりと、裳裾から銀色の小さな頭を出す。両掌てのひらに乗るほどの小さな生き物は、くりくりした青い瞳で理美を見あげる。耳の間に小さな突とつ起きが二つ。ふかふかの銀毛の、愛らしい神獣だった。

　これが崑国で最も格の高い神獣神龍であり、なおかつその神龍の中でも最上級の霊れい力りよくを秘ひめる五龍だと、理美は未いまだに信じられない。しかし本来、神龍が四本爪づめなのに対してこの神獣の爪は五本。格が高い証しよう拠こだ。そして右前足の細い爪に巻きこむように、小さな宝ほう珠じゆを握にぎってる。
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「五龍！」

　その姿を認めた祥飛は笑顔になるが、それは一いつ瞬しゆんのこと。珠ちゃんこと五龍は、理美の手にある香漬をぱくりと一口齧かじると「これでいいだろう」とばかりに、すぐに頭を引っこめる。

　半分齧られた香漬を手に、理美は硬こう直ちよくした。

（珠ちゃん。そこまで、陛下のこと嫌きらい？）

　神獣の態度に祥飛はぽかんとした後、口をへの字に曲げ、拗すねたような顔になった。

「まあ……………………五龍の健在は確認できましたが」

　祥飛のあまりの嫌われようを哀あわれむように、遠えん慮りよ気味に朱西は言う。祥飛はそっぽを向く。

「もう、よい……。明日また五龍と共に、その惚とぼけた顔を余に見せに参れ。雪理美」

　強がっているが、そこはかとなくしょげている気配がする。

　丈鉄が笑いをこらえて唇くちびるを震ふるわせているので、朱西は「笑うな、笑うな」と、必死の目顔で制止していた。

「は、はい。では明日。またご機き嫌げん伺うかがいに参ります」

　つんと背を見せて寝しん室しつへ引っこむ祥飛に、礼をとる。

　残ざん虐ぎやく皇こう帝ていが神獣に嫌われて肩かたを落とす様子は、どこか子供っぽくて憎にくめない。頭こうべを垂れながらも、つい、ほわっと笑ってしまう。

（やだ、陛下。ちょっと可か愛わいい）

　祥飛が寝室へ戻もどるのを丈鉄が追う。追いついた丈鉄が何ごとかを囁ささやくと、祥飛はさらにむくれたような顔をした。すると二人の様子を見送る朱西が、不可解そうな表情になる。

「朱西様？　なにか」

「なんでもありません。陛下は満足されたようなので、行きましょうか？　俺たちの職場に」

　俺たちの職場という響ひびきが、理美は嬉うれしくてたまらない。

「はい」と勢いこんで頷うなずき、朱西とともに皇帝の室を後にした。




　　　二




　崑こん暦れき百十二年の夏。

　和国から崑国後宮に入った妃ひ嬪ひん、雪理美。位は正しよう六ろつ品ぴんの宝ほう林りん。彼女が特とく殊しゆな務めを果たすための第一歩が、この夏から始まっていた。

「ここに来て十日目ですけれど、毎朝すごいと思います。この食しき学がく堂どう」

　礼れい部ぶの建物が並ぶ一角に、ひっそりと建つ八角形の堂。そこに足を踏ふみ入れると、理美は毎朝感かん嘆たんのため息いきを漏もらしてしまう。

　ここは礼部の配下組織、祀し部ぶの圖ず書しよ庫ことして使われている建物。

　圖書保存の見地から、壁かべは厚く窓も少なく、天てん井じようも人の背せ丈たけの倍はある。真夏でも、石いし敷じきの堂内に踏みこめばひんやりして、薄うす暗ぐらいことさえ我慢すれば居い心ごこ地ちはすこぶるよい。

　特に今日は、太陽が癇かん癪しやくを起こしたような暑さ。

　宮城内も、蟬せみの声がやかましいほど響いている。

　出入り口のある壁へき面めん以外の七面の壁は、天井まで書しよ架かになっていた。そこに並ぶ圖書類を見あげる理美に、朱西は目を細めた。

「気に入ってくれて、俺もひと安心です」

「ここは素す敵てきです。墨すみの香かおりがして、たくさんの書物に囲まれてて。いつ来ても静かで」

　ひやりと落ち着いた建物は、優やさしい食学博士の内面に足を踏み入れたかのようで、心地いい。

　外朝へ出る口実にと、理美は朱西の食学研究の助手になれたのだ。この場所に踏み入るのを許されたこと、そして彼とともに食学を探究できることは、夢にみたことすらない幸運。

　理美の裳もの中に隠かくれていた珠ちゃんも堂内の気配に惹ひかれ、するするっと裳の中から出て肩に上る。圖書の香をかぐよう鼻をひくつかせ、埃ほこりっぽさに反応して小さくくしゃみした。

「祀部の圖書と同居ですからね。書物だけは、うなるほどあります」

　堂内の中央には大きな文ふ机づくえがあり、燃えさしの蠟ろう燭そくを立てた燭しよく台だいが三つ並ぶ。さらに書き散らした紙や、得体のしれない瓶びんや壺つぼ、乾かん燥そうした植物、生の果物なども転がっている。

　朱西は「昨夜は遅おそくまで書き物をしたので、散らかし放題で申し訳ない」と苦く笑しようした。

　彼はほとんどの時間を宮城内で過ごし、自宅に帰ることは滅めつ多たにないという。ほぼ毎夜、食学堂内にある長なが椅い子すで眠ねむっていると告白していた。

　十日前の初日。朱西に連れられはじめて食学堂に踏みこんだその時は、文机にある書き物や圖書、あらゆるものが宝物に思えて興奮気味だった。

　目につく書き物や圖書を次々手に取り、眺ながめ、あれはなに、これはなにと朱西に問う。すると彼はいちいち親切にそれらを説明してくれた。

　数日前からその好こう奇き心しんの奔ほん流りゆうがようやく落ち着き、昨日からは、朱西がまとめた書き物を読んで理解し、体てい裁さいを整える仕事が始まった。

　昨日から朱西が書き続けているのは、和国の食材に関する覚え書きだ。

　文机に向かいあわせで座ると、朱西が山のような書き物を理美の前に積む。

「それは昨夜書いた、和国の食材についての覚え書きです。まずは読んでください。そして訂てい正せいするべき箇か所しよや補足があれば朱しゆ筆ひつを入れてください」

「こんなに細かく、一晩でこの量を書いたんですか」

「慣れてますから。学門の大半は書き物ですよ」

　当然のように言うと、朱西は筆を執とる。

　目の前に積まれているのは和国の食材、海うみ布ふと堅けん魚ぎよ堅けんに関する覚え書きだ。特とく徴ちようや利用方法など細かく記録されている。理美がそれらを上等の食材であると証明したのは、ほぼ一月前。記き憶おくが正確なうちに文字に起こしてまとめたいと、朱西は考えているらしい。

　覚え書きに目を通しながら、理美は出汁だしの取り方の記述に朱筆を入れはじめた。

　珠ちゃんは書き物の邪じや魔まにならないように、圖書庫の梁はりにのぼって丸くなる。

　一晩で書いたと思えないほど、覚え書きの文字は整っていた。端たん正せいで読みやすい。

「字がお綺き麗れいですね」

「丁てい寧ねいに教えてもらいましたから、陽よう夫人に」

　ぽつりぽつりと会話しながら、向かい合い、自分の手元を見て黙もく々もくと仕事を進める。

　お茶うけの香漬は小皿に載のせられ、二人の間にある。

　理美も朱西も時々それに手を伸のばし、そりそり齧る。瑞みず々みずしい翡翠色と甘みのある味わいは、口くち寂さみしくなったときにはちょうどいい。

「陽夫人とはどなたですか？」

「周しゆう宰さい相しよう、父の奥方ですよ」

「ああ、周宰相様の……あれ？　ということは、朱西様のお母様ですよね？」

　不可解な言い回しに疑問を感じて顔をあげると、朱西も手を止めた。

「父の奥方ですが、俺の母ではありません。陽夫人には子どもがないので、父が外でもうけた子の一人を、養子として周家に入れて嫡ちやく子しとしたんです。それが俺です」

「あ……。すみません。立ちいったことを」

「構いませんよ。皆みな知っていることです」

（訊きいてはいけないことだった）

　申し訳なさに項うな垂だれると、袖そでの中に入れっぱなしのものを思い出す。

「朱西様。これを」

　袖を探さぐり、小さな紙包みを取り出して文机の上へ広げた。

「香かおり漬づけと一いつ緒しよに持って来ていたんです。ちょっと試ためしに作ってみた肉につ桂き飴あめです。どうぞ」

　紙の上には、琥こ珀はくを砕くだいたようなきらきらした飴が載っている。鼻に抜ぬける爽さわやかな香の肉桂の粉末を混ぜた飴だった。暑い盛り、食しよく欲よくがないときには良かろうと作ったのだが、肉桂は特に好すき嫌いの別れる香こう辛しん料りよう。お茶うけとして出すのを躊躇ためらっていたが、この際だ。

　人が傷ついているとき、あるいは自分の不用意な発言で気まずくなったとき、いつも、なにを言えばいいのかわからない。慰なぐさめたり言い訳するのも白々しくて、とりあえず美味おいしいものをすすめるくらいしか思いつかないのだ。

　肉桂飴の包みを朱西の方へ押しやると、彼は「ありがとうございます」と手を伸ばす。

「色が美しい。伯礼の瞳ひとみの色に似てますね。香も良いですし、すっとします。夏向きですね」

　その笑え顔がおにほっとした。

（以前朱西様は、わたしと境きよう遇ぐうが似ていると仰おつしやっていたけど、こういうことだったの。きっとお家うちに居づらいんだ）

　また仕事に戻ろうと筆を握にぎりなおすと、朱西と目が合う。もう一度「申し訳ありませんでした」と目礼すると、彼は首を横に振ふり、気にするなという仕草をした。
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（とにかくものを食べさせることしか知らないのだな、理美は）

　五龍に対しても朱西に対してもそうだったが、理美は基本、困ったときには相手にものを食べさせようとするらしい。その単純さに苦笑する。

　陽夫人の名を口にしたことで、しばらく周家に帰っていないことを思い出す。

　陽夫人は朱西が屋敷に寄りつかないのを寂さみしがっているだろうが、父の周考こう仁じんは、朱西が帰らないことすら気がついていないはず。周宰相には朱西に対する愛情はない。なにしろ朱西は頭のできがいいというだけで、息むす子ことして選ばれたのだから。

　陽夫人に子ができなかった周宰相は、外に幾いく人もの子をもうけた。それは彼の気に入る条件の子を作る目的だったらしい。子は八人もいたらしいが、ある程度成長するまでは外で養育し、その後は手切れ金のようにまとまった金を渡わたして縁えんを切っている。

　唯ゆい一いつ、朱西だけを嫡子として周家に入れたのだ。

　朱西は幼い頃ころから並外れて聡そう明めいだった。記憶力も良かった。だから不幸なことに、生まれ育った貧しい街並みも、やつれていても美しく、寛かん容ようだった生母のことも鮮せん明めいに覚えている。そして頭脳を使い皇こう帝ていに仕える分別があるからこそ、自分は周家に居場所があると心得ていた。

（俺は陛下に仕えることが、理美の言うところの居場所になるのだろう。それにしても、さっきの陛下は楽しそうだった）

　五龍の安否を確かく認にんするために設けられた対面の場で、五龍の姿をろくに見られない。そんな状じよう況きようになれば、以前の祥飛なら癇癪を起こしただろう。

（しかも理美は、陛下を変態呼ばわり……）

　さすがに朱西はあの瞬しゆん間かん、「理美は終わった」と思って青ざめた。

　しかし祥飛は怒おこりつつも、剣けんに手を伸ばす気配はなかった。

　文句を垂れ、不ふ機き嫌げんそうな顔を作りながらも、祥飛の機き嫌げんは悪くないと朱西は見て取った。

　主あるじの機嫌が終始いいのは、丈鉄も感じていたはず。だから彼はまるきり気を抜いていたのだ。

　寝しん室しつへ戻もどる祥飛の背中は、五龍に毛け嫌ぎらいされることに落らく胆たんしているようだったが、それ以上にどこか満足げだった。その機嫌のよさが不可解でさえあったが、すぐに、祥飛は理美と会話したことが嬉うれしかったのだと思い至った。

　目の前に座る華きや奢しやで小こ柄がらな少女に目をやる。

　肌はだは白く滑なめらかで触ふれてみたくなるほどだが、際きわ立だっているのは肌の美しさだけ。後宮に集められた美び姫きのなかにいれば、とりわけ目立つほどではない。

　それでも祥飛は少なからずこの少女に興味を抱いだき、しかも数々の無礼も気にならないらしい。

　──陛下は、理美に特別な感情を抱いているぜ。

　いつだったか丈鉄が口にした言葉は、ことあるごとに朱西の頭の中に響ひびく。

（陛下が理美に特別な感情を抱いているとしたら、よけいに俺は慎しん重ちように、この人を大切に守らなければならないのだろう）

　彼女は本来、後宮で守られるべき妃ひ嬪ひん。しかも祥飛の気に入りの妃嬪であるとなれば、彼女の身の回りに気を配ることも臣下としての務め。

（間ま違ちがっても、邪よこしまな気持ちを抱いてはならない相手だ）

　そのことを自分に再確認するが、

（……これほど近くにいながら）

　と心の隅すみから声が聞こえた。その無意識の愚ぐ痴ちのような呟つぶやきに、眉まゆをひそめる。

　朱西自身は、理美に対して邪な感情を抱いているとは意識していない。

　彼女は食学研究発展に助力してくれる、大切な助手。彼女が和国で美味うましの宮みやとして身につけた食に対する経験的な知識は、食学発展の一助になる。そうとしか思っていないはずであり、また、そうでなければならない。

　なのに何度もあぶくのように心の中に浮うかぶ面めん倒どうな思考が、近ちか頃ごろ、煩わずらわしくてたまらない。

　無意識に肉桂飴に手を伸ばすと、理美も同様に手を伸ばす。

　琥珀のような美しい飴は、すっきりとした独特の香。そしてくどさのない甘み。

　静かに、ときおり理美と会話しながら過ごす時間は、意外なほど朱西に馴な染じむ。こうやって向かい合って書き物をしていれば、永久に仕事を続けられそうだ。心ここ地ちよかった。
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　朱西の覚え書きを読み進めていると、「和国の食材で出汁をとるには水を選ぶ」と書かれていた。どうしようかと、理美はしばし考える。

　もう一歩踏ふみこみ、具体的に記した方が親切かもしれない。たとえば選ぶべき水は、崑国のどこで手に入るかといった情報が添そえられていれば、後々役に立つ。

「朱西様。売り水はおもに、どこでくめるんですか？」

「基本は高山の山さん麓ろくですが、それも場所によりますね。あそこの書しよ架かに『水源目録』という書があります。あれは崑国内の水源と水質に関しての記録です。圖ず版はんもあるはずです。あれを見れば、崑国内のどこで売り水が湧わいているかを調べられます」

　朱西は書架の高い位置にある、一冊の書を指さす。

「そんなものがあるんですか！」

　つい声が弾はずむ。理美の故国、和国から崑国にささげられた海うみ布ふと堅けん魚ぎよ堅けんの二種の食材は、売り水でなければ本来の味わいが生まれない。その例に見るように、理美がこれから崑国で料理を作ろうとするなら、水質の違ちがいと、水が手に入る場所を知っておくのは重要なこと。

（やっぱりここは、すごい場所。貴重な知識や情報が、いっぱい詰つまってる）

　書を取ろうと書架に向かって背せ伸のびしたが届かず、つま先立ちになる。いっぱいに手を伸のばしていると、朱西が席を立ち近寄ってきた。

「無理をしないで。俺が取りましょう」

「いいえ。もうすぐ届くので……取れた！」

　書物を摑つかんだ途と端たん、体の均きん衡こうを崩くずしてよろめく。あっと声を出す間もなく裳も裾すそを踏んで、体が背後に傾かしぐ。

「危ない！」

　危あやうく後頭部から床ゆかに倒たおれそうになったのを、朱西が抱だき留とめた。

「気をつけて。あなたは時々、そそっかしいようだ」

　邪じや心しんのない澄すんだ瞳で見つめられ、どきりとする。

（いつも変わらないお綺き麗れいな瞳。だってこのお方は恋こい知らずの博士だから……。でもその朱西様が誰だれかに恋こい焦こがれたら、この瞳はどんなふうになるんだろう？）

　恋にうるむ朱西の瞳を想像すると、いけない妄もう想そうを働かせたような気がして頰ほおが赤らむ。

　理美が頰を染めたので、朱西は「はて？」と首を傾げる。

「どうしました。暑いですか？」

「暑くはないです。ただ朱西様が……」

「俺が？　なにか」

「え～と、え～と……」

　あなたが恋に狂くるった姿を想像していましたと言えるはずもなく、言い淀よどんでいると、

「怪あやしげなほど仲が良いね。羨うらやましいこと」

　食しき学がく堂どうの出入り口から、微かすかに笑いを含ふくんだ声が響く。
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　理美と朱西は互たがいにはっとして身を離はなし、堂の出入り口に目をやる。

　そこに、よく見知っている宦かん官がんの姿があった。色の薄うすい髪かみと瞳と、気け怠だるげな身ごなし。

「伯礼様？」

　皇帝祥飛の兄でありながら、不運な巡めぐり合わせで宦官として生きる美しい青年は、いつものように妖よう艶えんな微び笑しようを浮かべつつ、堂内に踏みこむ。

　伯礼は内ない侍じとして皇帝と後宮を繫つなぐ役割を担になっているので、頻ひん繁ぱんに外朝に顔を出す。だが礼れい部ぶは普ふ段だん、彼に関かかわりのない部署。偶ぐう然ぜん、通りかかるような場所ではない。

「何ごとかありましたか？　伯礼。あなたが礼部にいるとは。またなにか陛下のことに関して画策でも？　もしそうなら、まずは俺にご相談ください。承うけたまわります」

　国を守護する五龍を盗ぬすみ出した伯礼に対し、朱西は未いまだに警けい戒かい感かんがあるようだ。あからさまに牽けん制せいされ、伯礼は苦く笑しようする。

「君もひどいね、朱西」

「責めているわけではなく、ただの注意喚かん起きと気き遣づかいです」

「注意とお気遣い、痛み入るよ。でも、わたしは陛下の皇帝としての器を計るために、今は忠実な下僕として仕えているからね。今日来たのは、陛下に関わりあることではあるけれど、君が心配するようなことではないから」

　机き上じようにあった肉につ桂き飴あめを、伯礼は一ひと粒つぶつまむ。

「今朝、祀し部ぶから後宮に通達が来た。宮きゆう廷てい道士の卜ぼく占せんにより、明めい来らい告こく地ちの日取りが決まったとね。ついては後宮でも準備をせよと」

　耳慣れない単語に首を傾げる。

（メイライコクチ？）

　なんの意味かわからない理美とは違い、朱西は眉をひそめた。

「もうそんな時期ですか。なんにしろ厄やつ介かいですね。避さけて通れない儀ぎ式しきですから」

　座るようにと朱西が勧すすめると、伯礼は書架近くにある長なが椅い子すに腰こしかけた。そして指先でつまむ肉桂飴を光に透すかして眺ながめる。

「これは飴？」

「肉桂飴です。砂糖と水と肉桂の粉を煮に溶とかしてすこし焦がし、固めました。朱西様も仰おつしやってましたけど、その飴、本当に伯礼様の瞳ひとみの色と似てますね」

　肉桂飴を見つめる瞳は、彼が見つめる琥こ珀はく色いろとそっくりだ。

「そう？　でも自分の目玉をしゃぶる趣しゆ味みはないから、君にあげるよ理美」

　伯礼はふふっと笑い、前に立った理美の口に、肉桂飴をころりと入れた。突とつ然ぜん飴を放ほうりこまれて驚おどろいたが、吐はき出すのももったいないので口の中で転がす。

「それはそうと伯礼様。『メイライコクチ』とはなんですか？」

「知らない？　ならば説明してあげて、朱西。わたしよりも、うまいでしょう？」

　説明するのが億おつ劫くうなのだろう。伯礼は大たい儀ぎそうに肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつく。

　ちょっと呆あきれ顔をしながらも、朱西は構いませんよと了りよう承しようした。

「理美は、請せい明めい告こく天てんという儀式を御ご存ぞん知じですか？」

「確か、崑国皇こう帝てい陛下の即そく位い式しきの別名と」

「一いつ般ぱん的にはそう言われますが、正しくは即そく位い礼れいと呼ばれる即位式の中で行われる、一つの手順なのです。即位礼の際、即位する皇帝が宮城の背後を守る眉び山ざんに登り、そこにある天てん神しんを祀まつる天てん壇だんと呼ばれる霊れい堂どうへと入ります。天壇の中で天神に対し、自らが新たな皇帝になることを報告し、天神に忠誠を誓ちかい、国の安定を請こう。この手順を請明告天と呼びます」

「天に即位を報告し、国の明るい将来を請う。そういうことですよね」

「そのとおりです。そして請明告天と対ついになる儀式が、明来告知です。こちらは請明告天から約一年後に行われます。即位後一年を経過した皇帝が、今度は民たみ草くさの前に立ち、自らの治世は揺ゆるぎない治世になると告げる儀式です。今きん上じよう陛下の場合は、この秋になります」

　明来告地と、朱西は宙に文字を書く。民草、すなわち地上にいる者たちに、安定した明るい治世が幕開けしたと告げる儀式ということだ。

「明来告地の日、宮城の大門前広場には都の民が押し寄せます。陛下は大門の望ぼう楼ろうにお立ちになり、そこから民に国の安あん寧ねいを約束します。その際、後宮の四し夫ふ人じんも陛下の傍かたわらに立ちます。それが問題なのです」

　四夫人とは、後宮内で最も位の高い妃ひ嬪ひん。貴き妃ひ、淑しゆく妃ひ、徳とく妃ひ、賢けん妃ひの四人をさす。

「陛下の傍らに四夫人が立つことが、なんで問題なんですか？」

「問題なのは序列です」

「序列？」

「明来告地は請明告天と対をなす、皇帝にとって最も大事な儀式の一つ。その場で陛下の右みぎ隣どなり、すなわち最も陛下の寵ちよう愛あいを受ける妃きさきとしての位置に、皇后空位の場合は四夫人が立ちます。その時陛下の右に四夫人の誰が立つのか。それを巡って四夫人たちの間に───ことによると、後宮内を四分しての争いが起きます。四夫人の立ち位置に関しては、後宮内で決定することになっていますから」

「そんなに面めん倒どうなら、いっそくじ引きで恨うらみっこなしにしたら良くないですか？」

「くじ引きで恨みっこなしにできるのは、君のような可か愛わいらしい思考の人だけだよ、理美」

　吞のん気きな理美をからかうように、伯礼が口を開く。

「くじに当たった者は幸運を喜べるが、他ほかの三人は外れたことが不満で、当たった一人を妬ねたむ。裏工作したのではないかと、疑ぎ心しん暗あん鬼きにさえなる。不満は燻くすぶり続け消えることはなく、下手をすればその後、くじに当たった者を、他の三人が束になって蹴け落おとしにかかる。序列決定に安易な方法を選べば、その反動は大きいよ」

「まさか、そこまで烈はげしい争いに？」

「実際にそうだったよ。先代皇帝陛下の明来告地での序列は、くじ引きで決められた。わたしの母であった蔡徳妃は、くじ運に恵めぐまれて陛下の右隣に立った」

　淡たん々たんと伯礼が口にした蔡徳とく妃ひの名に、理美も朱西もぎくりとした。伯礼は続ける。

「母は、それをきっかけに陛下の寵愛を受けるようになったと聞くね。しかし、その他の三人の恨みを買った。延貴き妃ひが母に不ふ貞ていの疑いをかけたとき、賢妃と淑妃も同調し、母の不貞の証しよう拠こをでっちあげたと囁ささやかれているけれど、あながち、ただの噂うわさではないと思うよ」

　涼すずしい顔で語る伯礼だが、その胸中はいかばかりだろう。こうやって平静を装い語れるようになるまでの彼の葛かつ藤とうを想像すると、胸が詰つまる。

　朱西も神しん妙みようなおももちだ。

「今上陛下の後宮で、そのようなことがあってはならないですね。内侍省はどのように対応するつもりですか？　伊内侍監はなんと？」

「四夫人たち自身の話し合いで決定する。伊内侍監も了承してのことだよ。もちろん話し合いには内侍省も干かん渉しようし、この夏いっぱいで、四夫人たち自身が決定したという体てい裁さいをとるつもり。本人たちが納なつ得とくする序列を決めなければ、後々禍か根こんを残すからね」

「しかし簡単なことではないでしょう。四夫人が全員納得し、なおかつ禍根を残さない序列を彼女たち自身で、果たして導けますか？　至難の業わざに思えますが」

「やっていただくよ。それこそ、殴なぐり合いになろうとも」

　いつになく強い口調で答えた伯礼の目に、強固な意志が一いつ瞬しゆんだけ光る。

　朱西も憂ゆう慮りよするとおり、四夫人たち自身が序列を決めることは難しいはず。

　しかしそれで禍根を残しても、憎にくしみが深くなっても、安易なくじ引きが悲劇の引き金になるよりは、よほど本人たちも納得いくだろう。

　安易な方法で決着をつけ、後宮に禍根を残すことを伯礼は望んでいない。運に任されたくじ引きの結果、蔡徳妃が悲劇に見み舞まわれたことが、伯礼は無念なのだ。

　苦痛に満ちた人生を自ら選び取った彼にしてみれば、この先なにが起こるにしても、その時に自らが納得していることが最も大事だと感じて当然かもしれない。

「夏の間、四夫人たちは常に緊きん張ちようし、気持ちの乱れが生じるはず。内侍省は四夫人の話し合いをすすめるにあたり、彼女たちに多少なりとも冷静になってもらわないと困るからね。だから朱西と理美にお願いに来たんだよ」

　なんのことかと、理美と朱西は顔を見合わせた。

　伯礼は微笑みながら、予想だにしなかったことを告げる。

「明来告地の序列が決まるまで、朱西と理美には、四夫人の料理番になってほしい」

　料理番の言葉に、胸がどきんと嬉うれしげに鼓こ動どうした。懐なつかしい姉斎さい宮ぐうの微笑を思い出す。

「二人が四夫人を慰なぐさめるものを毎日饗きようすれば、彼女たちも多少は落ち着いてくれると思わない？　朱西は食しき学がく的見地から彼女たちに必要な食べ物を精査し、理美には、それを彼女たちの気が休まるような料理にしてほしい」

　しかし朱西の顔は渋しぶい。

「食事だけで、なんとかなりますか？」

「ねじ曲がった性格とかは、なんともならないだろうね。けれど苛いら々いらしているよりも気持ちが凪ないでいる方が、ねじ曲がった性格の者でも、すこしは素す直なおになってくれるでしょう？　そしてそれ以上に、二人の準備する料理に期待するところがある」

　伯礼はつと目を細めた。

「話し合いをしろと言って、四夫人たちが素直に話し合いの席に着くとは思えない。だだをこね、話し合いの席にすら着かないことも予想される。だから一日一食、北ほく嶺れい宮きゆうで二人の作った食を提供すると知らせれば、四夫人たちは集まって卓たく子しを囲むはず。美と健康に関心の高い彼女たちが、二人の料理を食べたくないはずはない。そうやって集まれば、自然と話し合いの場を作れるからね」

「それは、そうでしょう。けれど俺は良いとしても、理美が四夫人と関かかわりを持てば、後宮の女同士のこと。なにかと面倒な立場になりませんか？」

「あるだろうね色々。それを承知で、理美がやってもいいと言ってくれればいいけど？」

「やります！」

　咄とつ嗟さに理美は返事して、はっと朱西をふり返る。

「すみません勝手に。わたし……」

「後宮内でのあなたの立場が、まずくなるかもしれませんよ」

　後宮で四夫人全員と関わりを持ったとき、下手な対応をすれば、彼女たちからどんな手ひどいしっぺ返しがあるかわからない。

　それでも、姉斎宮の懐かしく美しい微び笑しようを思い出し、理美の中の困った衝しよう動どうがむくむく動く。

「けれど斎宮様のように、笑ってくれるかもしれません」

　斎宮とは、生しよう涯がい籠かごの鳥として過ごす定め。姉斎宮はそのことを理性で納得していたが、心の隅すみでは苛いら立だちを覚えている人だった。常に苛立っているような姉斎宮が、理美の饗する食事を口にして見せる笑え顔がおが、理美にとっては何ものにも代えがたいほど尊かった。

　四夫人たちも籠の鳥だ。

　生涯後宮からでることが叶かなわない彼女たちのありようは、姉斎宮と似ている。

　自分だってそうだ。こうやって食学研究の助手を務めていても、足首には見えない鎖くさりがついていて、必ず後宮に引き戻もどされる。

　籠の鳥の苛立ちや、虚きよ無む感かんや、退たい屈くつは、同じ籠の鳥にはよくわかる。

「斎宮様は生涯社から出られない、社の籠の鳥でした。斎宮様と同じように、四夫人の方々も後宮の籠の鳥なら、その方々に料理を饗し心を慰めるのは、わたしの役目のような気がして」

「あなたが望む、居場所を見つけるためのお役目ですか？　あなたは常に、自らの居場所を求めているような気がしますね」

「もちろん今こうやって朱西様の食学研究の助手であることは、わたしとって立派な居場所です。満足してます、朱西様とこうやって……その……」

　急に恥はずかしくなった。朱西と一いつ緒しよに食学の研究ができる幸福を語ることは、同時に朱西へのほのかな慕したわしさを語るようなものだ。なんとなくもじもじして言葉が先細りする。

「わかっていますよ。あなたが、食学の探究に熱意を持っていることは。ただ、あなたはどこかで不安なんでしょうね。常に居場所を求めてしまうのは」

「すみません。欲よく張ばりなんです、たぶん」

「欲張りになる子供は、ずっと、なにかが足りなかった子供ですよ。でも、わかりました。あなたに意い欲よくがあるなら、俺も引き受けましょう」

　仕方のない人だと言いたげな微笑だったが、朱西は快く頷うなずく。

「朱西様は、いいんですか？」

「もとより内ない侍じ省からの依い頼らいです。食学博士として依頼されれば断れません。それに伯礼のことだから、おそらく陛下のお許しも得ているでしょう。そうですよね伯礼」

「もちろん。先ほど陛下には相談申し上げた。陛下は、『後宮が馬ば鹿か騒さわぎを起こすのは見苦しい。多少なりとも落ち着くなら、誰だれでもなんでも使え』と仰おおせだよ。では、二人とも良いね？」

　深衣の裾すそを優ゆう雅がにさばいて立ちあがった伯礼は、「一緒においで」と堂の出入り口へ向けて歩き出す。理美は首を傾かしげた。

「どこへ行くんですか？」

「後宮だよ。実は、君たちには依頼を断らせないつもりだったから、今夜の夜食を提供すると、既すでに四し夫ふ人じんたちを北ほく嶺れい宮きゆうに招集してある。さっそく準備をしてもらわないとね」

「伯礼様、なんて強ごう引いん……。しかも今夜なんて急すぎます」

「外をごらん理美。まだ昼前。夜食までには充じゆう分ぶん時間があるじゃない」

「時間は問題ないとしても、北嶺宮は後宮の最さい奥おう。俺は後宮に入れません」

　もっともな朱西の慌あわてように、伯礼は歩みを止め余よ裕ゆうの笑みでふり向く。

「夏の間は、北嶺宮で四夫人たちに食を饗する。その期間、理美も朱西も北嶺宮に滞たい在ざいしてもらう。朱西に関しては北嶺宮から出ないことを条件に、陛下と内侍監から許可が出ている。北嶺宮は今、主あるじがいないから無人。都合がいい」

　文句ないだろうと言わんばかりに、伯礼は胸むな元もとにしまってあった書類を取り出す。そこには皇こう帝てい祥飛と、伊文亮という内侍監の署名がある。手回しがいいことだ。

「俺が後宮に滞在ですか……。奇き妙みような感じがしますね」

　普ふ段だん、宦かん官がんしか目にしない女たちが、朱西のような青年を目にしたら色めき立つことだろう。

　皇帝が足あし繁しげく後宮に通っていればそれでも、「陛下に比べたら」とかなんとか言って、あからさまに騒さわがないはず。しかし皇帝はまだ、どの妃きさきのもとへも通ったことがない。

（そんなときに朱西様みたいな方が後宮に出入りしたら、どうなるかな？）

　もし朱西が伯礼とはぐれたら、侍じ女じよ数人がかりで彼を物もの陰かげに引っ張りこんで餌え食じきにしそうだ。優やさしい朱西はきっと女を突つき飛ばしたりできない。あれよあれよというまに、あらぬ事が……。

（ああ～、大変かも～。朱西様が～）

　突とつ如じよおかしな妄もう想そうが広がり、不安になった理美は朱西の袖そでを摑つかむ。

「どうしましたか？　神しん妙みような顔をして」

「伯礼様から離はなれないでください。はぐれたら朱西様、襲おそわれます」

「……え？　……なぜ俺が？　女性ばかりの場所で」

「女性ばかりだからこそ、恐こわいんです」

　真しん剣けんな理美の目に、朱西はきょとんとする。

　伯礼は歩きながら、「後宮は魔ま窟くつだからね」と言って、ふふふと笑う。
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　突如、四夫人たちの夜食を準備せよと命じられた理美と朱西は、北嶺宮の厨ちゆう房ぼうに立ち、額をつきあわせて考えこんでいた。

　そこは建屋全体が厨房だった。竈かまどが壁かべに沿って十も並び、奥にある食品保存用の石いし室むろは小しよう翼よく宮きゆうのものより三倍は広い。北嶺宮で催もよおされる宴うたげを想定したらしい、巨きよ大だいな厨房だ。

「毎夜四夫人を集めるための夜食ですか。まるで撒まき餌えですね」

　朱西が嘆たん息そくする。

「そうですね～。獲え物ものは大物ですね～」

「今、気がつきました。俺は大変失礼な喩たとえをしたようですが、あなたの方が輪をかけて失礼です」

「大物は失礼な言葉ですか？」

「四夫人を獲物あつかいしたことが失礼です。それを言えば、崑国の礎いしずえとなる神しん獣じゆうを珠ちゃん呼ばわりしていることも、きっと失礼でしょうが」

「大だい丈じよう夫ぶです。珠ちゃんは気にしてないみたいです」

「不可解なことに、……まあ、そうでしょうね」

　珠ちゃんは理美と一緒に後宮まで戻ってきた。だが後宮の内門をくぐると理美の肩かたから飛び下り、「お部屋でお昼ひる寝ねしてる」と言いたげな一いち瞥べつをくれて、とっとと理美の住まいである小翼宮へ帰ってしまっていた。

　塀へいに囲われた広大な後宮の最北辺に位置するのが、皇后の宮きゆう殿でん北嶺宮。

　伯礼に連れられた理美と朱西が、今は主のいないこの宮殿に入ったのが数刻前。

　屋根つきの堅けん牢ろうな塀に囲まれた北嶺宮の敷しき地ちは広く、内部には十棟むね近い建物があり、それらは回かい廊ろうで結ばれていた。

　門を入るとすぐに庭院にわ。中央には朱しゆ塗ぬりの太たい鼓こ橋ばしがかかる池。池の表面には蓮はすが浮うく。大ぶりな蓮の蕾つぼみがあちこちに見える。純白ながら、先せん端たんだけがほんのりと桃もも色いろに色づく蕾。

　皇后蓮と呼ばれる、崑国内でも滅めつ多たにない貴重な蓮らしい。皇帝の象しよう徴ちようとして用いられるのは銀の龍りゆうだが、皇后の象徴がこの皇后蓮なのだという。皇后の花と呼ばれるらしい。

　蓮の下を、銀と朱の鱗うろこが輝かがやく巨大な魚が、身をくねらせ幾いく匹ひきも泳ぐ。

　池の右手には二層建ての舞ぶ台たい。梁はりに古典劇の場面らしい、極ごく彩さい色しきで派手な意い匠しようの彫ちよう刻こくが浮き彫ぼりされ、反り返る屋根の端はしには銅製の飾かざりが揺ゆれる。

　その華か麗れいな北嶺宮の南向きとは異なり、東側には侍じ女じよたちが住む房ぼうや、厨房が集まっていた。

「伯礼様のご命令は、四夫人たちが毎夜、夜食を食べに来たくなる料理を提供せよということですよね」

　その大変さと責任を感じながらも、理美はどこかわくわくしている。

「まずは今夜です。伯礼は四夫人たちを落ち着かせたいようなので、その効能が期待できる食材が望ましいですが」

「食しき学がくをもとにして考えると、おすすめの食材はありますか？」

「以前陛下にお出しした魚の目玉の塩しお漬づけにも、苛いら立だちを軽減させる効果があるんですが。魚の目玉は、食事としてどう思いますか？」

「……猟りよう奇き的お食事に思えます」

　皿に魚の目玉が載のっている図を想像すると、ちょっとした恐きよう怖ふ絵巻だ。

「確かに、陛下は露ろ台だいから投げ捨てましたね」

　水すい祇し宮きゆうでのことを思い出したのか、朱西は虚うつろな笑え顔がおになる。

「それには、具体的にどんな程度の効能があるんですか？」

「継けい続ぞく的に摂せつ取しゆすることで得られるのは頭脳の明めい晰せきさ、苛立ちの軽減。すぐに効果が見られるのは、肌はだつやの改善でしょう」

　祥飛が投げ捨てたくなるしろものかもしれないが、それは間ま違ちがいなく、食学博士の朱西が効果を認めた食材。口にすることで得られる効果は大きいらしい。

「それほど良い食材なら、使わない手はないですよね。美味おいしく食べられる方法さえあれば」

「それはお願いできますか？　食材を美味しく料理するのは、俺には向かない研究です」

「わたしには朱西様のような知識はありませんけど、お料理だけはできますから」

　話が決まると、朱西は魚の目玉の塩漬けを取り寄せた。普ふ段だんは祥飛の食事を準備する厨房に預けてあるらしいそれを、宦かん官がんたちが北ほく嶺れい宮きゆうの厨房へ運びこむ。

　運びこまれたのは大きな壺つぼが二つ。それが石いし床ゆかに置かれると、朱西は蓋ふたをとり、理美を手招きする。中を覗のぞきこむと、どろりとした青黒いもので満たされていた。

「これが魚の目玉の塩漬けです」

　祥飛が投げ捨てたくなるのも無理はない見た目だ。とても美味しそうとは言いがたい、残念感漂ただよう食材。それを朱西は壺の中から匙さじですくい、理美の唇くちびるの前に持っていく。

「どうぞ。味をみてください」

　これは軽い拷ごう問もんだろうかと、わずかに躊躇ためらう。

　しかも朱西はまったく無む頓とん着ちやくに、彼の手から食べろと言っているらしい。

「あの……朱西様」

「安全ですよ？」

　男性にものを食べさせてもらう恥はじらいで微かすかに頰ほおが染まるが、それを朱西はどう受け取ったのか。安全性を強調し、あくまで自然体。ここで恥ずかしがるのは、逆に意識しすぎかもしれない。いろんな意味で躊躇いながらも、おずおずと匙に唇をつけた。

　ずるりとした感かん触しよくと塩気が口の中に入る。瞬しゆん間かんぞっとするが、意地で飲みこむ。

　塩しお辛からくて、ずるりとしていて、魚の香かおりが強すぎる。確かにまずい。飲みこんでしばらく経たっても魚臭くささが口の中に充じゆう満まんし、なかなか消えない。しかし。

（あれ？）

　魚臭さで隠かくれているが、微かに、まろやかで濃のう厚こうなうまみを感じた。

「まずいですか？」

「まずくて、……おいしいです」

　明るい瞳ひとみで朱西を見あげると、彼は意味がわからないらしく首を傾かしげた。

「まずくて、おいしい？」

　嬉うれしくて笑みがこぼれた。未知の食材にどんな工く夫ふうをすれば、おいしい料理ができあがるのか。それを試ためせるのは、理美にとって願ってもないこと。どんな遊びよりも面おも白しろい。

　癇かん癪しやく持もちの姉斎さい宮ぐうを満足させようと、あれこれ考え続けていた日々を思い出す。

（斎宮様。もしわたしが朱西様と一いつ緒しよに、四夫人たちを夏の間満足させられたら……、斎宮様のお側そばにいられない寂さみしさも、ちょっと紛まぎれるかもしれません）

　今年の夏は、姉斎宮のために夏料理を準備できないのが切ない。姉斎宮は夏になると、理美の作る胡瓜きゆうりの甘酢す漬づけが欠かせない人だったのに。

　朱西の傍かたわらで彼の助手を務めることは、この上なく心ここ地ちよい。理美にとって最高の居場所だ。

　しかし毎日姉斎宮に「おいしい」と言ってもらえ、その笑顔を見ることが生きがいだった十年の喜びは、忘れられない。







　陽ひが傾かたむく。夕焼けの朱しゆ色いろが宮城の向こうへ追いやられると、薄うす紫むらさき色の夜が東の空から滲にじみ出る。焦じれるような暑さが引き、蟬せみの声も途と切ぎれた。すると熱気をはらんだ夜風が、さやさやと吹ふく。その夜風に乗って、澄すんだ鐘かねの音が後宮の北辺から響ひびく。

　北嶺宮から鐘の音がすれば、それが夜食の合図。昼間のうちに、内ない侍じ省から四し夫ふ人じんたちの宮殿に、そのような知らせがなされたという。

　四夫人たちは鐘の音を聞くと、北嶺宮にやってくる手はず。

　北嶺宮の池を正面に望む建物は、謁えつ見けん用の建物だ。

　建物全体が一つの広間で、正面最さい奥おうには皇こう帝ていと皇后の座がある。磨みがき抜ぬかれ、黒光りする石いし敷じきの空間。そこに今、円えん卓たくが持ちこまれていた。円卓に準備された席は四つ。

　理美と朱西は、広間と続きの控ひかえの間に待機していた。

　伯礼は広間に立っている。彼の視線の先では数人の宦官たちが、甲斐かい甲斐がいしく席を整えていた。しばらくすると動き回る宦官が次々と伯礼のもとにやってきて、自らの務めが遺い漏ろうなく終しゆう了りようしたことを告げる。彼が「ご苦労様でした」とねぎらうと、宦官たちは両手を交差して深く礼をとり、腰こしを低くして出て行く。

　本来なら内侍監が取り仕切るべきことらしいのだが、内侍監が病身のため、伯礼が代理を務めているという。伯礼は官職こそないが、宦官としては最高位にいる。重要な仕事を任されて当然でありながら官職がつかないところに、彼の立場の微び妙みようさが表れているのだろう。

　宦官たちが去り、伯礼だけが広間に残る。

　理美と朱西は控えの間の暗がりで、わずかに緊きん張ちようしながら待つ。

　これからここに、四夫人がやってくる。

　四夫人の位は正一品。四人に位の差はなく同列。

　それぞれ年ねん齢れいも出自も異なる姫ひめ君ぎみが同じ舞台に上げられ、一人の皇帝の寵ちよう愛あいを争うのだ。

　正一品という、皇后をのぞけば国で最も高位の身分を与あたえられた姫君たちの自尊心は、いかばかりか。吞のん気き者の理美にだって推察できる。

　美しく整えられた席に、開け放たれている戸から、窓から、夏のぬるい夕風が吹きこむ。

　庭院の植えこみからは、地から湧わくように虫の音が響いていたが、突とつ如じよ止やんだ。

　四夫人たちの影かげが北嶺宮の門前に現れた。

　仕切りの透すかし彫ぼりの衝つい立たてを通して、理美と朱西はやってくる四夫人たちの姿を見た。

　四夫人一人に対して、供の侍じ女じよは六人。どの四夫人も、緻ち密みつで豪ごう奢しやな刺し繡しゆうを施ほどこした絹張りの巨きよ大だいな傘かさを侍女二人がかりで持たせ、その影かげの中を歩いてくる。高位女性の正式な外出様式だ。本来皇后の住まいである北嶺宮への参上なので、形式を重んじたらしい。

　四夫人たちは静かに庭院にわに滑すべりこむ。

　周囲に傅かしずかれ、静々とやって来る様は、まさに崑国最高位の女性の品格と思われ、静かでいながら一人一人の存在感は大きい。

　まず庭院に踏ふみこんで来たのは、宋そう麗れい季き。宋貴き妃ひである。

　小こ柄がらで愛らしい少女は、彼女が好む芍しやく薬やくの生花をいつものように髪かみに飾かざり、鮮あざやかな桃もも色いろの襦じゆ裙くんを身につけている。つんととりすました表情に高こう慢まんさが漂う。理美が知っている宋貴妃は、己おのれの欲よつ求きゆうや気持ちに正直だ。皇帝の妃となるべく育てられた者らしい気位と我が儘ままさが、全身を満たしているような少女だ。

　自らの欲求を隠さない宋貴妃の、ある意味素す直なおなところは、理美にとっては面白い。

　砂利じやりを踏む音が聞こえるほどに、静かな緊きん張ちよう感かんが漂う。

　よく知っているはずの宋貴妃も、四夫人の中にいると普段とは別人に見えるから不思議だ。

　宋貴妃以外の他ほかの三人の四夫人、淑しゆく妃ひ、徳とく妃ひ、賢けん妃ひとは、皇帝への拝はい謁えつの時に後ろ姿を目にした程度。ほぼ初対面だ。

　宋貴妃に続いて姿を見せたのは、淑妃。
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「余よ淑妃様です。字あざなは円えん霖りん様と申し上げます」

　理美の隣となりに隣に立つ朱西が、目顔で淑妃をさしながら囁ささやいて教えてくれる。

　余淑妃こと余円霖。彼女も宋貴妃と同じくらい若い。

　色しき彩さい豊かな花模様がふんだんに刺繡された襦裙姿で、髪に飾る歩ほ揺ようにも様々な色の宝石をとり混ぜてある。美しいというよりも愛らしい。緊張したおももちだが、頰はつるりと張っていて、子どもの頰の滑なめらかさ。小鳥のようにきょときょと動く瞳には、好こう奇き心しんの光がある。

（すごく、お可か愛わいらしい淑妃様）

　様子を見ていると笑えみがこぼれるほど、無む邪じや気きさが感じられる人だ。

「背のお高い方が、鳳ほう徳妃様。字は碧へき秀しゆう様」

　朱西の言葉通り、次に庭院に姿を現したのは、余淑妃よりも頭一つ背の高い鳳徳妃。

　腰の位置が高く、しなやかな細身で、切れ長の目には強い意志が見受けられた。真っ直すぐ背筋を伸のばし、前を見つめている。身につけているのは深海の青に似た色の襦裙。その絹はどんな織り方をしているものか、光を受ける角度によって、てらてらと油ゆ膜まくのように滑らかに光り、深い青と紫むらさきと緑の色がめまぐるしく入れ替かわる。

　青い宝石の粒つぶを散らした銀の細さい鎖さを、複雑に結ゆい上げた髪に巻きつけている。華はなやかで涼すずしげな出いで立ちだ。

（なんて気品に満ちてお美しい方かしら）

　鳳徳妃は四夫人の中で最も年上の十八歳。画え師しが想像の限りを尽つくして描えがいた高貴な姫の立ち姿が現実に抜け出てきたかのような、非の打ちどころがない美び麗れいさ。

　最後に門を潜くぐった妃は、うつむき加減だった。

　小花の控えめな刺繡をあしらった薄うす黄の襦裙は、他の四夫人に比べていくぶん大人しい。髪に揺ゆれるのは小さく透とう明めいな宝石を連ねた歩揺で、これもまた控えめ。主あるじよりも目立ってはならないためか、侍女たちの装いも色彩が少ない。

「最後のお方が、温おん賢妃様。温明めい芳ほう様です」

　身なりが控えめだが、彼女の慎つつましやかな雰ふん囲い気きには似合っている。整った顔立ちではあるが、目を引くほどの美形というわけではない。

（お優やさしそう）

　全身で他を圧あつ倒とうするような気配はない。年とし頃ごろも理美と近そうで、親しみやすそうだ。

　侍女たちは主に一礼すると控えの別べつ棟むねに消え、四夫人だけが室内へと上がってくる。

　一歩前に進み出た伯礼が跪き拝はいの礼をとり、四夫人たちを迎むかえた。

「お運びくださり、ありがとうございます。まずは皆みな様さま、ご着席を」
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　しかし四夫人たちは一いつ瞬しゆん、自らがどこの席に着くべきかわからないような顔になる。

　だがすぐに大だい胆たんな笑顔を見せて歩を進めたのが鳳碧秀、鳳徳妃だった。

「なるほど、それで円卓か。どこへ座っても上も下もないわけね」

　さばさばした口調で言うと、近くの席にためらいなく着く。

　鳳徳妃の言葉に安あん堵どしたのか、他の四夫人たちも自分に近い席に腰を下ろす。侍女すらも同どう伴はんしていない内々の席ですら、四夫人たちはいちいち序列を気にしているらしい。

　席に着いた四夫人たちは、互たがいに親しくないようだ。最初だけは作り笑顔で互いに会え釈しやくしたが、その後は視線を合わせない。微妙な緊張感が漂ただよう。

（はじまる）

　衝立の向こうに座る四夫人たちの存在が、理美の緊張と喜びを大きくする。

「今こ宵よいより内侍省は北ほく嶺れい宮きゆうにおいて毎夜、四夫人に夜食を饗きようする所存にございます。皆様の夜食のお世話を申しつかりました、内侍の蔡伯礼でございます。余淑妃様、鳳徳妃様、温賢妃様には、お初にお目にかかります」

　顔を上げた伯礼の容よう貌ぼうが美しいことに驚おどろいたのか、余淑妃が「わっ！」と小さく声を出す。そして珍めずらしい生き物を発見したかのように彼を見つめる。

　温賢妃も目を見開くが、彼女は余淑妃とは対照的に、気き後おくれしたように目を伏ふせた。

　なぜか鳳徳妃は、伯礼など見み飽あきたとでも言いたげに、しらっとした表情だ。

　伯礼と親しい宋貴妃は、甘えるような声を出す。

「ねえ、伯礼。どうして内ない侍じ省が夜食を準備してくれるなんていうの？　突とつ然ぜんね」

「陛下のご意向もあり、内侍省が段取りいたしました」

　陛下の名に、四夫人たちがぴくりと反応する。後宮に一度顔を出したきりで、その後いっさい興味を示さない皇こう帝ていに、彼女たちがどんな思いを抱いだいているのか。しかも祥飛はその一度の顔見せの際に残ざん虐ぎやくぶりを発揮し、妃ひ嬪ひんたちを震ふるえ上がらせた。

「陛下は明めい来らい告こく地ちまでの間、四し夫ふ人じんに健すこやかにお過ごしいただきたいとのご意向です。そのために食しき学がく博士の周朱西と、その助手を務める雪宝林が、今夜から皆様の夜食を整えることになりました」

　昼間のうちに四夫人の宮きゆう殿でんには、明来告地の日取りと、それに向けて衣装などを整えるようにと、内侍監からの文ふみが届けられている。

　この夜食の席が明来告地のからみであると、四夫人たちは予想していただろう。しかしそれが単純に「陛下のご意向」と言われると不可解らしい。宋貴妃だけは「なんてお優しい心こころ遣づかい」と瞳ひとみをうるませたが、他の三人は怪け訝げんな顔だ。

「これから夜食を饗しますが。その前に、ご覧に入れたいものがあります」

　そこで伯礼はついと動き、皇帝と皇后の座へと進む。

　皇帝と皇后の座の間には、石造りに彩さい色しきを施した厨ず子しがある。全体は石造りだが扉とびらだけは銅。その観音開きの扉を開くと、中にはさらに鉄てつ格ごう子しの扉があり、大きな錠じよう前まえがぶら下がっていた。

　伯礼は体をずらし、厨子の中が見えるようにした。

「ご覧ください」

　席に着いたままだったが四夫人が身を乗り出し、全員の表情に驚きが浮うかぶ。

　暗い鉄格子内部には紫むらさき色いろの本天が敷しきつめられ、そこに両掌てのひらで捧ささげ持ってあまりあるほどの、大きく透明な蓮はすの花が咲さいていた。

（きれい）

　理美は目を奪うばわれ、隣にいる朱西も、かすかに感かん嘆たんのため息をつく。

　恐おそろしいほど純度の高い透明な水すい晶しようを、繊せん細さいに蓮の花の形に彫ほり上げた細工物だった。

　豪ごう奢しやに幾いく重えにも重なる花弁は、先せん端たんへ向かうほどにうっすらと色づく。それは彩色したわけではなく、水晶本来の色が変化しているのだ。見事に澄すんだ色彩で変化する水晶は、貴重なものだろう。その貴重な水晶が細工師の手によって、朝あさ露つゆを受けて花開いたばかりのような、蓮の花の宝ほう珠じゆとなっている。

「まるで天から降ってきたような花」

　うつむき加減だった温賢妃も顔を上げ、夢見るような声で言う。

「陽よう花か皇后の宝珠だわ」

　余淑妃は、ぽかんとした顔になっていた。

「仰おつしやるとおりです。これは蓮れん花か散さん華げ宝ほう珠じゆ。広く知られている陽花皇后の伝説にある宝珠です」

　崑国には多くの神や神しん獣じゆう、神しん仙せんの伝説がある。理美は知らないが、これはその伝説の一つに登場する宝珠らしい。

（崑国宮きゆう廷ていというところは、いろいろなものがあるのね。伝説の宝珠とか、神獣とか）

　理美が素す直なおに感心している間も、伯礼は言葉を続けている。

「この宝珠は皇后蓮を模して作られています。本来、宝珠は皇后が管理するものですが、現在皇后空位のため、厨子の鉄格子の鍵かぎは内侍省でお預かりしています。しかし明来告知のさいは陛下の右みぎ隣どなりに立つお方に、この宝珠を捧げ持っていただくことになっております」

　厨子の扉を閉めた伯礼が卓たく子しの方へと戻もどると、鳳徳妃が皮肉そうに口元で笑う。

「それで？　内侍省はその宝珠を誰だれの手に持たせるつもり？」

「それをこの夏いっぱいで、決めていただきます」

「どうやって？」

　余淑妃が問うと、鳳徳妃は余淑妃の無知を面おも白しろがるように、ははっと軽く笑う。

「くじ引きに決まってるよ。先せん帝ていの明来告地のときも、それで決められたんだから」

「そんなの、おかしくてよ。鳳徳妃様」

　傲ごう然ぜんと言い放ち、伯礼に不満そうな目を向けたのは宋貴妃だ。

「陛下に初めて拝はい謁えつしたときには、わたしが後宮を代表したのだから、わたしが当然陛下の右に立つものでしょう？」

「あれは後宮入りされた順序と、慣例で決まっていました。明来告知は、そうはまいりません」

　諭さとす伯礼に、宋貴妃は甘えるようにしなをつくる。

「どうして伯礼？　くじ引きなんて、いや。そんなことしなくても」

「やれやれ、我が儘ままにお育ちだな。なれば宋貴妃様は、くじ引きから抜ぬければよろしい。かまわないよ。わたしと淑妃様、賢妃様の三人で、陛下の右隣に立つのは誰かくじ引きするから」

　からかうような軽口を発したのは、鳳徳妃だ。声は明るく冗じよう談だんめかしていたが、宋貴妃に注ぐ視線には侮ぶ蔑べつがあった。「この我が儘娘むすめめ」と、声に出さずとも聞こえそうだ。

　宋貴妃は、きっと鳳徳妃を睨にらむ。

「なぜそうなるんですの」

「いやなんでしょう？　ならば抜ければよろしいと申し上げたのだけど？」

　鳳徳妃は薄うすら笑っているが、宋貴妃は歯ぎしりせんばかり。

「ねぇ、温賢妃様も陛下の右隣に立ちたいのですか？」

　訊きいたのは余淑妃だ。彼女は緊きん張ちようの糸が張り詰めたその場にそぐわない、あっけらかんと明るい声で、隣に座る温賢妃に話しかけたのだ。

　温賢妃は「えっ！」と驚き、慌あわてたように首を横に振ふる。

「わたしは、そんな。だいそれたことは……」

「じゃあ、わたしと一いつ緒しよですね。わたしも序列に興味ないですから。くじ引きは宋貴妃様と鳳徳妃様ですればいいのじゃないですか？」

　勝手なことを言う余淑妃に、宋貴妃と鳳徳妃が不ふ愉ゆ快かいそうな目の色になる。

「興味ないとは。余淑妃様は、陛下を軽かろんじていらっしゃるの？」

　宋貴妃がすごむと、余淑妃は首をすくめた。

「そんなことは、ありません」

「でも、わたしや宋貴妃様を小こ馬ば鹿かにした言い分だね。余淑妃様」

　鳳徳妃も鼻を鳴らす。余淑妃は二人に責められた形になり、ぷっと頰ほおを膨ふくらませた。

　温賢妃は、おろおろとするばかり。

「序列は、くじ引きと決定しておりません」

　伯礼が告げると、四夫人たちは困こん惑わく顔になる。

「序列については、まだなにも決まっておりませんので、おいおい内侍省と四夫人の皆みな様さまで協議いたしましょう。それよりも今夜から始まる陛下のお心遣いを、お楽しみ下さい」

　四夫人の困惑を断たち切るように、彼は魅み惑わく的に曖あい昧まいに微ほほ笑えむ。その曖昧な微笑が、なんとも意地悪い。陰かげで謀ぼう略りやくを巡めぐらすよりも、こうやって派手に諍いさかうほうが好ましいと、伯礼は思っていそうだ。

　人ひと払ばらいがしてあるため、給きゆう仕じは伯礼が務める。彼が四夫人たちの前に、小さな酒しゆ杯はいを置く。

「こんな空気の中で夜食なんて。伯礼様は、お人が悪いですよね。陛下とは方向性が違ちがう加か虐ぎやく趣しゆ味み者的な」

　理美と朱西は控ひかえの間から、透すかし彫ぼりの衝つい立たてを通して彼女たちの様子を確かく認にんする。

「伯礼も色々複雑な人ですからね。けれど理美のいうとおり、最初にお酒をお出しするのは効果的かもしれませんね。あれほど重い空気では、食事の味もわからないでしょうから」

「でも、あんな気まずそうな様子で。いくらおいしいものが食べられても、明日から、こんな場所に来るのはごめんだと思わないでしょうか」

　朱西から提供された食材を使い、理美は夜食の準備をした。料理の出来には満足している。

　だが四夫人たちを毎夜この場所に呼び寄せるには、それだけでは足りない気がして不安だ。

「そうですね。彼女たちが毎夜足を運ぶためには、もう一押しが必要かもしれません……。ならば俺が、すこしばかりこの夜食に意味を添そえましょう」

「意味ですか？」

「ええ。これからあなたの料理を提供する前に、俺に時間を下さい」
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　酒杯が配られ終わるのを見計らい、朱西は目顔で行きましょうと促うながす。無言で頷うなずき返し、理美は彼のあとについて衝立の陰かげを出て、四し夫ふ人じんたちが囲む卓子へ向かう。

　つと伯礼が脇わきに下がると、朱西が代わってその場に立ち、綺き麗れいな礼をとる。

「お運びいただき光栄に存じます。祀し部ぶの食しき学がく博士を拝命しております、周朱西です。陛下のご意向と内ない侍じ省からの依い頼らいで、この夏、皆様方のお夜食を整えさせていただきます」

　躾しつけられた仕草と微笑み。端たん正せいな食学博士の佇まいに、四夫人も居住まいを正す。

「食学博士の整えて下さった料理を口にできるのは、こちらこそ光栄ですわ」

　この夜食を祥飛の心こころ遣づかいと喜んでいるらしい宋貴妃が、にこやかに応じる。宋貴妃は、いちいち行いにそつがない。

「恐れ入ります。しかし皆様方に饗きようする料理は、雪宝林の手によるものとなります。俺は必要な食を見み極きわめ、均きん衡こうを保つ役目を担にないます」

　背後に控えていた理美はいきなり紹しよう介かいされ、慌てて一歩前に出て礼をとった。

「雪宝林でございます」

　宋貴妃はもちろんだが、他ほかの四夫人たちも美び肌はだ料理の噂うわさを知っているらしい。理美が名乗ると、「噂に聞いたあの雪宝林か」といった表情をした。

　朱西が理美に向け、卓子の上の酒杯を目顔で示す。それを説明しろという意味だろう。

「皆様の前に配られた酒杯には、山さん査ざ子しの実を漬つけこんだ紅ホン酒ジユウが入っています。山査子は命を養う不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やくとして、古くから仙せんに好まれる実です。お試ためし下さい」

　おそらく四夫人は容易にうちとけた雰ふん囲い気きになれないはず。それを見こした理美は、最初に軽くお酒を出せばいいと提案した。

　その酒杯に、乾かん燥そうさせた山査子の実を入れたのは朱西の助言あってのこと。

　山査子は体を整える良質な食べ物で、なおかつ強い酸さん味みが紅酒でまろやかになる。「これだけは陛下も喜んで口になさいますから」と、朱西は笑っていた。

「一日のお食事の中で、夜食が一番大切なものです」

　四夫人たちが山査子酒を味わったのを確認し、朱西が穏おだやかに口を開く。

「朝あさ餉げ、昼ひる餉げは、人が動き回る力を得るために必要なもの。夜食は、眠ねむるために必要な最低限の力を得て、なおかつ休息と共に体に効能あるものを取りこむ目的でとるべきもの。人は生きているうちの三分の一は眠って過ごすので、その時間をおろそかにする者と、大切にする者とでは、おのずと違ってきます」

　崑国では朝餉と昼餉が主な食事とされ、夜食は、軽くすませるのが習慣。

「大切にしなければ、どうなるというの？」

　そう朱西に問う余淑妃の目に険があるのは、なぜだろう。彼のことが気にくわない感じだ。

「朝餉や昼餉と同様の夜食をとっていたら、確実に太ります」

「じゃ、食べなきゃいいね」

　山査子酒の効果か、ほんのりと色づいた頰で鳳徳妃が茶々を入れる。

「それも太ります。夜食を抜くことで体は危機を感じ、栄養を過か剰じように欲ほつし、朝餉、昼餉のみで必死に血肉を付けようとする。その結果太りやすくなります。夜食を適切な時間に、適切なものを、適切な量食すこと。それが健康と美を保つ秘ひ訣けつです。朝餉、昼餉は、さして気を遣つかう必要もない。なので陛下に饗する食事も、俺が整えるのは夜食のみです」

　夜食の習慣について、理美は考えたこともない。ただの習慣として片づけていたことに目を向け調べ、考える。漫まん然ぜんとこなしてきたことを精査し、口にする食材、量、時間を計れば、食はより一層人を健全にする。それが食学なのだ。

　おいしさばかり求めてきた理美には、足りない視点。

「ただ夜食の時間や食べる量を管理するのは、簡単なようで難しい。どんな夜食がその方に必要か、それを見極めるのはさらに難しい。見極められても、それをおいしく食せる料理にするのも難しい」

　そこで朱西は穏やかに微笑む。

「それを、俺と雪宝林が引き受けましょう。夏の間にお試しいただき、どれほど自らに変化があるか感じてください。もちろん無む理り強じいは致いたしませんが、毎夜、鐘かねの音とともにこちらにおいでになる方と、おいでにならない方の差がどれほどか、見比べるのも結構でしょう」

　知識に裏付けられた事実を理路整然と告げる食学博士に、四夫人は考え深げな顔になる。

（意味を添えるというのは、こういうことなの）

　おいしい夜食を食べられるだけでは、四夫人たちが必ず足を運ぶとは限らない。そこで朱西は、夜食が彼女たちに必要なものだという考えを植えつける試みをしているのだ。

　自分が夜食を食べない間、他の者は食べている。それによって美しくなったり、健康になったりする。女と生まれたからには、美や健康に後おくれをとりたくないはず。

　よほどのことがない限り、この場所へ来たくなる。

　彼女たちに競争心があればあるほど、ここに来る。

　朱西は優やさしく語りかけているし、真実しか告げていない。しかし実はえげつない脅おどしを含ふくみ、競争心を煽あおっているのだ。それは無自覚だろうが、そんなことを考えつく朱西は、けして優しいばかりではない。彼は決意さえすれば、邪じや悪あくな陰いん謀ぼうを巡らせることも可能なのだろう。もし彼が悪意を持って思考を働かせれば、どうなるのだろうか。それは、すこし恐こわい。

「では、理美。今夜の夜食の準備をお願いします」

　促された理美は、伯礼と共に控えの間に向かう。そこに準備された料理の碗わんを捧ささげ持つと、伯礼が笑いを含んだ声で囁ささやく。

「血は争えない。さすが周宰さい相しようの息むす子こだね。君もそう感じたのではない？」

「いいえ」

　首を横に振ふる。優しい食学博士が、邪悪な陰謀を巡らせると想像するだけ馬ば鹿からしい。朱西は孤こ独どくな異国の妃ひ嬪ひんを気き遣づかい、手をさしのべてくれた人なのだ。

　余計なことは考えまい。しゃんと背筋を伸のばし、四夫人たちのところへ向かう。

「これはなに？　雪宝林」

　目の前の碗に、宋貴妃は目をぱちくりさせた。他の四夫人も碗を目にして驚おどろき顔だ。

　その碗は貴重で珍めずらしい青硝子ガラス碗。涼すずしげな碗の中に、冷ましたご飯が入っている。これは炊たきあげたご飯を胡ご麻ま油あぶらで炒いためたもの。そこに細切りの葱ねぎを混ぜ、上には水にさらした生しよう姜がの細切り。

「ただのご飯ですかぁ……」

　余淑妃ががっかりしたように呟つぶやく素す直なおさに、理美は笑って応こたえた。

「これだけではありません。お待ち下さい」

　控えの間にとって返し、大おお鉢ばちを持ち出す。白磁に夏草模様が描えがかれたそれを卓たく子しに置くと、ひやりとした冷気が立ちのぼる。冷気を感じたらしい四夫人が覗のぞきこみ、驚きの声を出す。鉢の中には氷ひ室むろから持ち出した氷が砕くだいて敷しきつめられていて、その中にもう一つ小ぶりの鉢がある。その鉢の中で、とろみのある半はん透とう明めいの汁しるが冷やされていた。

　理美は伯礼とともに冷たい汁を、四夫人の前に置かれた青硝子碗へ注ぐ。

　汁に浸ひたされたご飯は艶つや々つやと光り、とろりとした汁の表面には微かすかな胡麻油の輝かがやきが混じり、小さな虹にじ色いろの環わを作る。

「魚ユー湯タン冷ラン飯フアンと名づけた、食学博士の吟ぎん味みした食材を、和国の食材とともに召めし上がっていただく料理です。お試し下さい」

　食学博士の食材と和国の食材と聞き、四夫人たちは興きよう味み津しん々しんに匙さじを手にした。一口、二口、彼女たちはそれを口にして表情が緩ゆるむ。

「おいしいわ。雪宝林。あっさりとしているのに、こくがあって。香かおりが良くて」

　最初に顔をあげたのは温賢妃。うつむきがちな彼女が真っ先に顔をあげたのが、嬉うれしかった。

「冷たくて、喉のどを通りやすいな」

　鳳徳妃も満足そうに言うと、余淑妃が頷うなずく。

「いっぱい食べられそう」

「このとろとろした汁はなに？」

　宋貴妃が匙の上で輝く汁を見つめ、不思議そうに問う。

「食学博士の選んだ食材から作りました。魚の湯タンです」

　魚の目玉が気持ち悪いのは、それがとろりとした膠こう化か状じようのものに包まれているからだ。

　しかしそのとろみのある部位が、味わい深く、食の効能の要かなめでもある。そこで理美は魚の目玉を、同じく魚で相あい性しようのいいはずの堅けん魚ぎよ堅けんの出汁だしでさっと煮にたのだ。

　軟なん骨こつや硬かたい水すい晶しよう体たいをこして取り除き、さらに紅酒と葱を加えて臭くさみを消す。

　すると大量の目玉を煮に溶とかした出汁はとろみを帯び、こくのある魚の湯タンになった。

　暑い盛りなので、できあがった湯タンは口当たりよく冷やした。

　さらに夜食として適切な量を確保するために、冷やしたご飯と一いつ緒しよに食す。ご飯に胡麻油の香かおりをつけたのは、それにより香こうばしさが増し、なおかつ、若い四し夫ふ人じんたちでも満足できるような濃のう厚こうさも加えるため。

　よほど気に入ったのか、余淑妃がうふっと、思わずのように笑いを漏もらす。

「後宮入りも悪くないですね。お可か愛わいらしいお姉様に、こんなものを食べさせてもらえるなら」

　その笑いに、宋貴妃が嫌いやそうに眉まゆをひそめる。

　身分の高い人が同席している食事中、笑い声を出すのは失礼なこと。だが今席にいるのは同列の四夫人。問題はない。しかしなぜか宋貴妃は不ふ愉ゆ快かいげだ。彼女は自分が、他ほかの四夫人たちと同列ではないと思っているのだろうか。宋貴妃は意地悪な笑えみを浮うかべ、

「まあ、そうでいらっしゃるでしょうね。本当は、こんな場所に座れるご身分ではないもの」

　と独り言のように口にした。余淑妃は宋貴妃を睨にらみつける。

「どういう意味ですか？　宋貴妃様」

　これはまずいというように、朱西は伯礼に目配せした。

　しかし伯礼の方は黙もくし、無表情で四夫人を見つめるのみ。

「あら、聞こえた？　ごめんなさいね。わたし正直だから。本当のことがつい口から。でも明めい来らい告こく地ちでどの位置に立とうが平気なんて言っているようなお方が、この場所にいらっしゃることが不思議ですの。どうでもよい淑妃様には、食しき学がく博士と雪宝林の夜食も必要ないでしょう？　そう思うとおかしくて。まあ、身分をわきまえていらっしゃるということかしら」

「身分ってなんですか？　わたしは余家から来たんです。宋家と同様、五ご大たい家かの一家です」

「あら、そう？　知らなかったわ。馬淑妃様。馬ま維い順じゆんはお元気？」

　余淑妃の顔が紅潮した。

（馬淑妃？　今、宋貴妃様は確かにそう……）

　どういうことか理解する間もなく、余淑妃は手にある匙を乱暴に置く。

「お元気ですとも。あなた様が、わたしのお母様になるのを、手ぐすね引いて待っていますわ」

　その途と端たん、宋貴妃がびくりと身を震ふるわせた。

　余淑妃の言葉の意味も、理美は理解できなかった。この状じよう況きようへの対処を促うながし、朱西が「伯礼」と鋭するどく囁くが、伯礼はいぜん無反応。

「あの、もうおよしになって。せっかくの夜食なのに」

　おずおずと温賢妃が割って入ると、鳳徳妃がせせら笑う。

「いいじゃない。やらせておけば。あなたも、自分は関係ないというお顔をしている場合ではないでしょうに。あなただって陛下の寵を競きそうのでしょう」

「わたしは、そんな……。陛下の寵を得たいなんてだいそれたことは……」

「ここに来てそれを仰おつしやる？　噂うわさに聞いてますよ温賢妃様。あなたは陛下に嫌きらわれ暇ひまを出されたら、宿無しになるのじゃなかったかな」

　温賢妃が深くうつむくのと同時に、宋貴妃が鳳徳妃に冷たい目を向け、八つ当たりのように尖とがった声を出す。

「あなたも、ここにいらしていいのかしら？　鳳徳妃様」

「わたしには、ここにいるべくしているよ」

「あら、そうでしたか？　鳳徳妃様がここにいらしたのは、てっきり宦かん官がんにお会いになりたくてだと思っていましたわ」

　からかうような宋貴妃の一言で、鳳徳妃の目に殺意に似た鋭さが浮かぶ。

「言って良いことと、悪いことがあるのを御ご存ぞん知じないのか？　宋貴妃様」

（これでは夜食が台無し。この場を鎮しずめないと）

　焦あせりを感じるのと同時に、たまりかねたように朱西の表情が険しくなったのを見て取った。彼の視線と手が動こうとする気配。

　朱西がなにをしようとしているのか、瞬しゆん時じに悟さとる。

（朱西様は、いけない！）

　咄とつ嗟さに体が動いた。理美は手を伸ばし、卓子の上にあった紅酒の徳とく利りをはたき落とす。床ゆかに落ちた徳利は二つに割れ、やかましい音が響ひびいた。

　朱西が驚きよう愕がくに目を見開く。その場にいた他の全員の視線が、はっと引き寄せられる。

「粗そ相そうを致いたしました。お許し下さいませ」

　その場に跪ひざまずき、理美はすぐさま謝罪した。朱西が、すかさず擁よう護ごする。

「徳利の置きどころが悪かったようです。俺の不注意です。すぐに片づけさせましょう」

　しんと静まったその隙すき間まの時間で、四夫人は自分たちの見苦しさを察したらしく沈ちん黙もくした。

　黙だまった彼女たちを確かめると、朱西は鋭く伯礼を睨む。なぜ四夫人たちの会話を止めなかったのかと非難する視線を、伯礼は微び笑しようで受け止めた。

　宦官が呼ばれ、割れた徳利はすぐに片づく。

（四夫人たちは、最初から互たがいを競争する相手で敵だと見なしている）

　静かに夜食を食べ始めた四夫人たちは、ときおり朱西がかける言葉に微笑で応じていた。先刻、一いつ瞬しゆん吹ふき出した烈はげしいものが噓うそのような穏おだやかさだ。さすがに躾しつけられている四夫人たちは、場を取り繕つくろうのがうまい。

　理美は伯礼と共に給きゆう仕じを務めながら、この先の困難さをひしひし感じる。

　四夫人たちは、互いの事情や弱みを様々に探さぐって摑つかんでいるらしい。彼女たちの言葉から、それだけは察せられた。

　触ふれて欲しくないことや公おおやけにされたくないことが、全員にあるらしい。
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　四夫人たちの夜食が終わった後に、理美と朱西は自分たちの遅おそい夜食の席に着いた。

　今夜から夏の間、理美は朱西と共に北ほく嶺れい宮きゆうに滞たい在ざいする。それにあわせて小しよう翼よく宮きゆうの荷物と理美付きの老侍じ女じよが、こちらに移動していた。

　一時、理美付きの老侍女は、理美に皇帝の手がついたと勘かん違ちがいして狂きよう喜き乱らん舞ぶし、侍女仲間に自じ慢まんして回ったらしい。しかし結局、理美は食学博士の助手というお役目を拝命しただけだと判明すると、あからさまに落ちこんだ。

　外朝へ出るお役目を授さずかった妃ひ嬪ひんが懐かい妊にんしても、誰だれの子かと疑われるのは当然。ということは、外朝に出る役目を与あたえられた時点で、皇帝はその妃嬪に手を出すつもりはないと宣言したも同様。それが後宮の常識だ。

　我が主あるじが寵姫になった歓かん喜きは一転、我が主はまったく皇帝の興味をひかない妃嬪だと知らされ、老侍女は五歳は老ふけこんだ。

　その老侍女が今、満面の笑えみで朱西に酌しやくをしていた。年とし甲斐がいもなく頰ほおを染めている。

「まぁ、まぁ、崑国一の博士にお酌ができるなんて。夢のようでございます」

　北嶺宮の西側には来客用の離はなれがあり、理美と朱西はそこで生活することになっていた。いくつも寝しん室しつがある大きな離れで、居室は、竹林を配した小さな庭院にわに面している。

　開いた戸口から、夜風と共にさらさらと竹の葉は擦ずれの音が流れこむ。

　今は無人の北嶺宮だ。夜食の席には理美と朱西しかいないので、本来なら壁かべ際ぎわで静かに控ひかえているべき老侍女も気き兼がねがないらしい。

　朱西の方は、お婆ばあさまに気を遣つかう孫の笑顔。「もう給仕は結構ですよ。お休みください」と、いたわっていた。

（久しぶりに楽しそうで、良かった）

『雪宝林は皇帝の寵を競う対象外になった』という後宮内での認にん識しきは、理美の生活をしやすくした。なにしろ嫉しつ妬とされる要因が皆かい無む。永久に皇帝の手がつかない可哀かわい相そうな立場であるのだから、誰もがそこはかとなく同情的なのだ。

　理美の気楽さが増したとはいえ、気落ちした老侍女は気の毒だった。その彼女が、久しぶりに笑顔の大おお盤ばん振ぶる舞まいをしているのが嬉うれしい。

　卓たく上じようには翡ひ翠すい色の香かおり漬づけが、箸はし休やすめとして出ている。そして、塩気をきかせてとろみをつけた鶏ズイ湯タンを、大蒜にんにくで炒いためた鶏とり肉にくと野菜にからめた崑国料理が主菜。これは、あっさりとしてこくがあり、崑国の酒、紅ホン酒ジユウによくあう。牛の乳と甘い香かおりの香こう辛しん料りようで作った、つるりとした寒天菓が子しもある。紅酒で香りづけした糖とう蜜みつに浮うかせて食べる、夏向きの崑国の菓子。

　すべて理美が北嶺宮の厨ちゆう房ぼうで作った。近ちか頃ごろは、崑国の料理も作ってみるのだ。

　崑国の料理は香辛料と香りの強い野菜を巧たくみに組み合わせて風味を出す。組み合わせの妙みようが数限りなく存在する。ちょっとした組み合わせの工く夫ふうで、えもいわれぬ香こうばしい、食しよく欲よくを増す料理になる。和国人の理美には、それが新しん鮮せんで面おも白しろい。

「朱西様は、ご婚こん約やくされていらっしゃいますの？」

　優やさしい朱西に気をよくしたのか、老侍女は気安く踏ふみこんだ質問をした。

　その質問にどきりとする。

　良家の子息である朱西には、幼い頃ころから婚約者がいても不思議ではない。

「婚約者はいません。今は陛下にお仕えすることしか考えていません。即そく位いされてまだ一年も経たっていませんし、まだ大変お若いですから」

「ご立派なお心構えです」と瞳ひとみをうるませる老侍女とは違ちがい、理美は「はて」と首を傾かしげる。

　朱西のような身分で、二十歳過ぎても婚約者が決まらない方がおかしい気もするのだが。

　そこである可能性に思い至り、複雑な気分になる。

「朱西様は陛下がお好きだから、女性に興味がないのですか？　陛下に恋れん着ちやくをなさって……」

「きゃあ」と老侍女が嬉しげな悲鳴を上げ、朱西は、とんでもなくいやな顔になる。

「あなたは、なにを考えているんですか理美。俺がいつ」

「すす、すみません！　本当のことを言い当ててしまったのなら！　『陛下のことを考えると、むらむらする』とかの告白は結構です。お察しします。だって朱西様は恋こい知らずと」

　急激な頭痛に襲おそわれたように、朱西は額に手をやった。

「理美……。察するどころか、全部口に出してますよ。あなたがいろいろと飲みこみが早いのは良いことですが、今のは早飲みこみです。飲みこんだものは、さっさと吐はき出してください」

「え？　じゃあ、朱西様はそういったご趣しゆ味みじゃなく？」

「陛下にそんな、おかしな気分を抱いだいたことはありません。恋の相手は女性がいいです」

「本当ですか？」

「噓をついてどうします」

　ほっとした理美とは逆に、老侍女は「そうでございますかぁ……」と、なぜか残念そうだ。

　恋の相手が女性なら、理美にも、朱西の恋の相手になる可能性があるだろうか。

　そんなことを思ったが、その馬ば鹿かな思考は、すぐに理性で打ち消される。そもそも理美は後宮の妃嬪。朱西の恋の相手になれないし、彼も、する気はないだろう。

（食しき学がく博士の助手になっても、わたしの立場は変わらない）

　理美の足首には、後宮という籠かごにつながれた鎖くさりがしっかり巻きついている。

　夜食が終わると老侍女は控えの棟むねへと下がり、理美と朱西はそれぞれ寝室へと引きあげた。

　寝室には衣装箱と香かおり床どこの壺つぼが持ちこまれていたし、ちゃっかりと珠ちゃんは寝しん台だいの上にいた。理美の顔を見ると嬉しそうにぴょんと飛びつく。

「一人にしてごめんね、珠ちゃん」

　理美と共に寝台に入った珠ちゃんの、ふかふかのお腹なかをくすぐって、じゃれあって遊ぶ。珠ちゃんが、理美の指を甘あま嚙がみするのが愛らしい。

　構ってもらって満足した珠ちゃんは、寝台の端はしに丸まって眠ねむった。

　理美も横になって目を閉じたが、暑さのせいもあって寝ねつけない。

（朱西様の恋のお相手）

　夜食の時に話題になったことを思い返す。良家の子息であり、将来を嘱しよく望ぼうされる彼が妻を持たないはずはない。そして年ねん齢れいを考えれば、それはそんなに遠いことではない。

（朱西様のお相手は、どんなお方？　きっとお綺き麗れいで、賢かしこくて、優しくて）

　想像すると、なぜか微かすかに胸が痛む。今は存在しない女性のことを考えている自分が馬鹿らしいのだが、その想像を止やめられない。

（ああ～、いやだ～。自分の妄もう想そうで、なんでこんなに息苦しく……）

　理美はしばらく寝台の上で展転としたあと寝ることを諦あきらめ、寝台から起き上がった。

　衫さんの上に衣きぬを羽織った。蠟ろう燭そくに火をつけると、卓たく子しに置かれた割れた徳とく利りが目に入る。

　夜食の席で、理美が叩たたき落とした徳利だ。厚手の高価な白磁だったので粉々になることはなく、首のあたりで二つに割れているだけ。継つぎ目を膠にかわで繫つなげば厨房で使えるだろうと、部屋に持ち帰ったのだ。

　なにげなく割れた徳利に手を伸のばす。割れ目の部分を重ねてみると、きれいにはまる。目をこらさなければ、そこに継ぎ目があることすらわからないほどなので、綺麗に修復できそうだった。

　手を離はなすと、均きん衡こうを保っている。まるで壊こわれていないように見えた。

「すごい」

　白磁の質の高さに思わず声が出るが、その声に反応したのか、徳利の首はすぐにころりと落ちる。慌あわててそれを受け止め卓子に戻もどす。

（崑国の工芸品はとても質がいい）

　この徳利にしてもそうだし、あの宝ほう珠じゆにしてもそうだ。崑国は建国百年程度ではあるが、崑国に統一されるまで、大陸では千年ものあいだ多くの国が興おこり滅ほろびを繰くり返している。

　その千年の営みで、和国とは比ひ較かくにならないほど学問や文化を発展させたのだ。

　対して和国は恵めぐまれた環かん境きようのおかげで、古代から比ひ較かく的てき平へい穏おんで文明の発展はゆるやか。崑国から見れば、和国は先さき頃ごろまで原始的な文化しかなかった国にみえるかもしれない。

　外は涼すずしい風が吹ふいていたので、竹が群れる庭院へと下りる。

　月に照らされ、細く直線的な竹の影かげが落ちていた。涼しげなさらさらという葉擦れの音と、くっきりと美しい陰いん影えいに心が落ち着く。

　それにしても四し夫ふ人じんたちの夜食が終わると、一気に気力が削そがれたような疲つかれがある。

　最初の四夫人の夜食の席は、当然気まずさを覚かく悟ごしていた。だが現実は、その予想を上回った。初っ端ぱなから、あんな諍いさかいを目まの当たりにするとは。

　四夫人たちはそれぞれ、なんらかの事情を抱かかえている。以前から接せつ触しよくのある宋貴き妃ひにすら、理美の知らない裏事情がありそうだ。

（そんな四夫人に明日から、どんな夜食をお出しするべき？　四夫人たちが北嶺宮に食べに来ていいと思えるもの。そうでなければ、伯礼様が望む四夫人たちの話し合いは続かないし）

　自分の役目を思い出すと、気持ちがしゃんとする。お役目があるということは、有り難がたい。

　なにげなく建物の周りをほとほと歩いていると、月光に照らされる人ひと影かげがあった。

　朱西だ。彼も衫の上に深衣を羽織っただけの姿で、ぼんやり月を眺ながめていたらしい。彼に会うとおかしな妄想がぶり返しそうだったが、逃にげ帰るのも失礼だ。そのまま近づいていく。

「理美。どうしました？　眠れないんですか？」

「朱西様もですか？」

「考えごとをしていると目が冴さえてしまいました。夜食の席で四夫人が諍いを始めたとき、伯礼は止める素そ振ぶりすらなかった。あのあと、なぜお止め申しあげなかったのかと問いただしましたが、あれは必要なことだと……。しかし彼が俺たちを料理番にしたのは、あのような諍いを極力抑おさえこみ、冷静に話し合いを進めるためではなかったのかと腹立たしいです」

　心優しい朱西は、ああやって人が争う姿が我が慢まんならないのだろう。

　逆に伯礼はどこか冷れい淡たんで、諍いも必要悪と納なつ得とくしている風があるから、たちが悪い。

「ところで……訊きいていいですか理美？　先ほどの四夫人の諍いの場で、俺が紅酒の徳利を叩き落とそうとしたことに気がついたんでしょう？」

　あのとき朱西様が徳利を叩き落とそうとしたことに、理美は気がついた。

　朱西は食学博士という立場がある。その彼が、いくら場を鎮しずめるためとはいえ四夫人の前で粗そ相そうをするのは名めい誉よに関かかわる。しかし理美であれば、ただの女によ官かんの粗相ですむ。彼に名誉に関わる真ま似ねはさせられない。咄とつ嗟さにそう判断した末の行動だった。

「俺の代わりにやったのでしょう。ありがとうございます。立場上、やってはならないことだとわかっていましたが、あの諍いは聞くに堪たえなかった。助かりました」

「いいえ。わたしは、ただ粗相をしただけですから」

　あれしきのことを恩に着せたくはない。ほわりと笑うと、朱西は切なげに理美を見つめる。その瞳が美しい。きっと彼は、理美の行動の真意は察している。

「あなたは優しい。理美」

　囁ささやかれると照れてしまい、慌てて話題をそらす。

「とにかく、四夫人たちの諍いをなんとかしたいですよね」

「それは勿もち論ろん。夏の間あんな様子を見せられたのでは、俺の神経が持ちません」

　諍いを鎮めるために、理美ができることは料理だけ。彼女たちが望むものを饗きようし、気持ちを宥なだめるしかできない。

「わたし明日から時間をかけて、四夫人の方々とお目にかかってみます。朝のうちなら、まだ夜食の準備もはじまってませんし。いいですか？」

「構いませんが、なぜです？」

「それぞれが望むことや、望むものがわかれば、饗するものもおのずとわかると思うので」

「俺は食物の効能は研究していますが、食べ方の効能は未知の領域です。その点はあなたにお願いするしかないでしょう」

　任せると言われたことが嬉うれしい。朱西の傍かたわらで彼の助けになれること。その役目が今一番安心できる、理美の居場所なのだ。

　朱西はいつもながらの優やさしい笑え顔がおを見せる。

「助かります。あなたが食学研究の助手になってくれたことは、俺にとっても食学にとっても、大変意義があります」

「朱西様にとって？」

　なにげない言葉にどきりとした。

「俺にとってというのは……」

　無意識に口をついて出た言葉だったのか、彼は自分でも驚おどろいたらしく、その意味を説明しようと口を開きかける。だが説明の言葉が見つからないのか、言葉は途と切ぎれた。

　無言で見つめ合う。互たがいの戸と惑まどう瞳ひとみを見つめていると、二人の頰ほおはほんのり色づく。

　なにか言いたげに朱西の唇くちびるが動いた時、竹が揺れる大きな音がした。二人ともはっとして音の方へ視線を向けると、竹の間から若く美しい顔がひょいと覗のぞいた。

　二人同時に驚きの声をあげる。

「陛下!?」

　月光で洗われる若葉のように美しい皇こう帝ていは、しかめっ面つらだ。竹を押し分け、根をまたぎ越こし、庭院へ踏ふみこんでくると、肩かたについた竹の葉を払はらい落とす。

「ここは出入り口がわかりづらい。なんで余が、竹をかき分ける羽目になるのだ」

「丈鉄にでも案内させれば良いでしょう。しかし、なぜこちらに」

　ぶつぶつ言う祥飛を、朱西は呆あきれ顔で迎むかえた。

「五龍のためだ。伯礼から、朱西と理美が夏の間、北ほく嶺れい宮きゆうに滞たい在ざいすると聞いたからな。東とう梨り苑えんと北嶺宮には、隠かくし通路があるから好都合だ。毎朝、この惚とぼけた女が裳もの中に五龍を隠してくるのを待つよりも、余が不意打ちでこちらに来たほうが、五龍の様子も確かく認にんできるだろう」

　惚けた女呼ばわりさたことに憤ふん慨がいするより、祥飛がそこまで珠ちゃんに会いたがっていることが可哀かわい相そうになる。

「陛下。珠ちゃんに、絶望的に嫌きらわれておいでにもかかわらず、性しよう懲こりにもおなりにならず」

「おまえはそれで敬語を使っているつもりか」

　軽く睨にらまれた。朱西が慌て、割って入る。

「では内ない侍じ省も通さずに、勝手に隠し通路からおみえになったのですか？　供も連れず？」

「丈鉄は連れてきたが、隠し通路で待たせている。どのみち余は、北嶺宮から出る気はない」

「しかし陛下。せっかく後宮にいらしたなら、せめていずれかの妃ひ嬪ひんのもとへ」

「行く気はない。余は、五龍を確認しに来ただけだ」

「ただ五龍のためと？」

　祥飛の表情を探さぐる朱西は、徐じよ々じよに顔を曇くもらせる。気づきたくないことに、気づいてしまったかのような目をしていた。朱西の複雑な気配に気づく様子もなく、祥飛は理美に向き直る。

「そうだ。ということで理美。五龍はどこだ」

「寝ねてます。わたしの寝しん室しつで」

「案内しろ」

　どうするべきかと目顔で朱西に問うと、彼は「陛下に従いなさい」というように小さく頷うなずく。

「わかりました。ではこちらへおいでください、陛下」

　寝室へ案内しようとして歩み出すが、なぜか朱西は動こうとしない。




　　　二




「朱西様？　陛下をご案内しますけれど」

「あなたがご案内なさい、理美。俺はこちらで控ひかえています。ここは安全な北嶺宮で、俺が付き従う必要はないでしょうから。あなただけで、ご案内を」

　柔やわらかな表情だが、いつもの朱西に比べてぎこちない。

　朱西の態度に違い和わ感かんを覚えながらも、理美は祥飛を連れて自分の寝室へ向かう。

「あの、陛下。お静かにお願いします。珠ちゃんは寝ています。目が覚めたらきっと……」

「わかってる。逃げ隠れると言いたいんだろう」

　尾お長なが鶏どりが浮うき彫ぼりにされた寝室の戸を、音を立てないように開く。

　一筋の月明かりが室内に射さしこみ、寝しん台だいへ届き、その端はしで丸まって眠ねむる銀毛の愛らしい神しん獣じゆうの姿が浮かび上がる。

「五龍」

　ほっとしたため息いきに似た呟つぶやきを漏もらすと、祥飛の口元に満足そうな笑みが浮かぶ。無む邪じや気きとも言えるその表情に、理美もつられてほわりと笑う。

「珠ちゃんは元気です。ご心配なく」

「そのようだな……。あれの落ち着いた姿を見ると安心する。もう、よい」

　ひと目見ただけで祥飛は、戸口から離はなれる。もっと貪どん欲よくに室内に踏みこもうとするかと思っていただけに、その引き際ぎわが意外だった。

「もう、いいんですか？」

「よい。五龍の姿をひと目見られれば」

　祥飛は理美の方へ視線をくれる。鋭するどくも艶つやのある瞳には、彼自身も自覚しない色いろ香かが漂ただよう。

「大切に五龍を守っているようだな」

「可か愛わいいですから、もちろん大切にします」

「可愛いか。いつもいつも吞のん気きなものだな、おまえは」

　ふっと祥飛が笑った。穏おだやかな笑みだった。

（あれ？　笑って下さった？）

　彼がそんな表情を理美に見せたのは初めてだったので、そのことが意外だった。
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　理美の姿は祥飛と共に、建物の角を曲がって消えた。

　庭院にわに一人、朱西は残った。竹の葉は擦ずれの音がひどく耳につく。

　祥飛は、五龍を確認するために来たと言う。しかし確認であれば、いつものように理美が外朝に顔を出すのを待てばいいだけのこと。それを待てなかったのだ。

（陛下は伯礼から、俺と理美が二人で北嶺宮に滞在すると聞き不安を覚えた。おそらく陛下自身、自らの不安や衝しよう動どうがなんに起因するかもわからず、ここに来ている）

　祥飛自身も、五龍を確認するためと思いこんでいる。だが違ちがう。

（陛下は理美を気にして……）

　一呼吸置く。

（良い傾けい向こうだ。陛下が女性に興味を持つことは）

　そう考えたから、朱西はあえてこの場に残ったのだ。理美と祥飛を二人きりにするために。

　自らこの場に残った。なのに理美と見つめ合っていた、穏やかで満ち足りた瞬しゆん間かんを思い出し、ひどく苦しい。大きな空気の塊かたまりを飲みこみ損そこね、胸につかえてしまったようだ。

「よぉ、朱西」

　背後から声がした。ふり返ると、いつの間にか丈鉄が気配もなく軒のき下したにいた。ふてぶてしく腕うで組ぐみして竹の葉を口にくわえて揺ゆらし、壁かべにもたれかかっている。

「隠し通路で待っていたのじゃないか？　丈鉄」

　丈鉄はにやりと笑って口から竹の葉を抜ぬき取り、こちらにやってくる。

「待てとの仰おおせだったが、もし時間がかかるようなら、あんな暗い場所で突つっ立っているのは馬ば鹿からしい。おまえと一いつ緒しよに茶でも飲むかと思って」

「さして時間はかからないだろう。五龍の姿を確認するだけだ」

「それだけならな」

「他ほかになにがあると？」

「陛下は、妃嬪の寝室へ行ったんだぜ？」

　ぎくりとすると、それがあからさまに表情に出てしまったらしい。丈鉄が声を殺して笑いだす。朱西は拳こぶしを握にぎる。冷静さを保とうと静かに問う。

「なにを笑う、丈鉄」

「いや。恋こい知らずの博士が、妙みような顔をすると思ってな」

　返す言葉が見つからず沈ちん黙もくしたとき、建物の角から祥飛と理美が姿を現す。「どうした丈鉄」と祥飛は不ふ審しんげに問うが、彼は「お迎えに上がりましたよ」と、しれっとしたもの。

　変わらない理美の様子に、朱西はほっとしていた。

（なにもなかった……）

　しかしそれと同時に、祥飛に対する後ろめたさに似たものと、胸むな苦ぐるしさがある。

　その自らを叱しつ責せきした。立場と務めを思い出せと。

　今まで女性に興味を示さなかった祥飛が、はじめて妃嬪に興味を示したのだ。臣下として朱西は、祥飛が気に入りの妃嬪の寝室へ通うように手を尽つくすべきなのだ。
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　相手の妃嬪が、誰だれであったとしても。
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　珠ちゃんの元気な姿を確かく認にんするため、今後は祥飛が不意打ちで北ほく嶺れい宮きゆうにやって来るという。

　心の準備ができていないところに突とつ然ぜん来られるのは困りものだが、毎朝祥飛の前へ行き、裳もの中に隠れる珠ちゃんをどう説得するかを考えるよりはいい。

　翌朝。

　理美は朱西に願い、「食しき学がく博士と雪宝林が準備する夜食のために、お話を伺うかがいたい。ついては四し夫ふ人じんの宮きゆう殿でんを雪宝林が訪おとずれる許可を頂きたい」と、こんな内容の文ふみを書いてもらい、四夫人の宮殿に届けた。するとどの宮殿からも即そく座ざに、快かい諾だくする返事が来た。

　善は急げとばかりに、さっそく理美は四夫人の宮殿へ足を運ぶことにした。

　朱西も一緒に来て欲しいところだったが、ここは後宮。彼は気軽に北嶺宮から出られない。その代わり彼は四夫人たちの実家のことなど、必要な情報を教えてくれた。

（四夫人が、おいしいと言ってくれるものを作りたい）

　それだけを今は考えていた。彼女たちをわずかでも満足させ、気持ちを静めさせたい。







　北嶺宮の南面に、貴妃の住まう太たい麗れい宮きゆう、淑しゆく妃ひの住まう太たい曜よう宮きゆう、徳とく妃ひの住まう太たい白はく宮きゆう、賢けん妃ひの住まう太たい高こう宮きゆうと、四つの宮殿が配置されている。

　最初に温賢妃の太高宮を訪ねた。

　温和で、優やさしそうな妃きさきなので、朝一番に面会するにはよさそうだと踏ふんだのだ。

　四夫人の宮殿規模は全すべて同じだが、持ちこまれている家具や装そう飾しよくは、妃たちの実家が準備したもの。太高宮の庭院は自然の草木の配置を大切にした、飾かざり気のない落ち着いた雰ふん囲い気きだった。その中に設けられた四阿あずまやは白い石造りで、そこに置かれた卓たく子しと椅い子すは、濃こい茶ちやの木目を生かした風合いが素す敵てきだ。つやつやと磨みがかれ、よく見ると凝こった意い匠しようが脚あしに彫ほられ、さりげなく趣しゆ味みよく高価な品だ。

　朱西によれば、温賢妃の実家である温家は、宋貴妃の実家の宋家や余淑妃の実家の余家と並ぶ、由ゆい緒しよ正しい家系。財力では宋家にわずかに劣おとるが、五大家と呼ばれる大貴族の一つらしい。

　四阿に通された理美が椅子に座って待っていると、温賢妃が一人、するするとやって来たので驚おどろいた。侍じ女じよを引き連れていない。控ひかえめな薄うす緑みどりの襦じゆ裙くん姿は清せい楚そだった。

　立ちあがろうとすると、温賢妃は笑って「そのままお座りになっていて」と制し、侍女が用意していった茶器で手ずから茶を淹いれる。

　白磁の茶器から、木の葉の切り口のような爽さわやかな香かおりが立つ。夏らしい香の茶だ。それは趣味人らしい細やかさ。

「申し訳ありません。賢妃様にお茶を淹れていただくなんて」

「お茶を淹れるのが好きなの。気にしないで」

　お茶を淹れ終わると温賢妃も席に着く。向かい合うと、彼女は恥はずかしそうにうつむく。

「わたしのような目立たない女が四夫人なんて、呆あきれているでしょうね。雪宝林」

「え、まさか！」

　予想外に弱気な言葉に驚いた。

「生まれた時から、温家から後宮入りするならわたしだと、年回りで決められていましたの。年ねん齢れいと家いえ柄がらだけで四夫人になりましたけれど……、わたしのような平へい凡ぼんな容姿の女は、本来ならば四夫人になれないはずでしょう。恥ずかしいわ。ほかの方々が、眩まぶしいほどお美しいから」

「ご自身は、後宮入りを望まれていなかったのですか？」

　温賢妃は、小さな声で笑う。

「まあ、そういうわけではないのよ。貴族の娘むすめに生まれて、陛下の寵を得る夢を見ない姫ひめはいないわ。わたしも憧あこがれはしたけれど……同時に気も引けて。いくら七つの祝いで後宮入りするなんて占うらないを引き当てても、自分の身の程ほどは良く知っていますもの」

　これほど控えめで慎つつましやかな妃は、後宮の諍いさかいに心身共に疲ひ弊へいしそうだ。

（こんなに消極的に後宮入りなさる方もいるのね）

　昨夜、鳳徳妃は温賢妃に「陛下に嫌きらわれ暇ひまを出されたら、宿無しになる」と言っていた。それに対して温賢妃は反論するでもなく、ただうつむいた。

（温賢妃様は後宮入りしなければ、身の置き場がなくなる事情があったのかしら）

　昔の自分の境きよう遇ぐうを思い出し親近感がわく。しかも温賢妃は理美のようにぼんやり屋さんではなく、ひどく傷つきやすそうだ。

　せめて、こんなたおやかな人がほっとする夜食を出してあげられないだろうか。

「なにかお好きな食べ物はありますか？　あと、こんなことがお辛つらいとか……」

「なんでも食べます。好すき嫌いはないので。ただ胃腸が弱くて、食べたくても食べられないことがよくあります。特に、こんなに暑いと」

　ふっと周囲の熱気に疲つかれたような息をつく。そこで理美に微ほほ笑えみかけてくれた。

「あなたは和国から、後宮入りされたのよね。あなたは、望んでではないでしょう？」

「まあ……はい」

　改めて問われると、姉斎さい宮ぐうの側そばにいられない哀かなしみがふと胸をよぎり、わずかに声が沈しずむ。

　茶器に添そえた理美の手に、温賢妃が慰なぐさめるように触ふれた。

「わたし、お友だちがいないの。もしよろしければ、たまにはこうやってお茶を飲みに来て」

　つられて微笑んだ理美は、この賢妃を好きだと感じた。素敵な女性だ。

　しかし温賢妃のところにばかり長居することもできず、理美は早々に太高宮を辞した。







　次はどこの宮殿へ行こうかと、ほとほと歩いていると、

「雪宝林！」

　やたら元気な声に背後から呼ばれた。ふり向くと、侍女の掲かかげる日ひ傘がさの影かげを歩いてくる、余淑妃だった。理美が足を止めたのを認めると、なんと余淑妃は、日傘の下から駆かけ出た。

　侍女たちも「淑妃様！」と慌あわてて走り出すが、追いつけない。

　襦裙の裾すそを蹴け上あげて駆け寄ってきた余淑妃に仰ぎよう天てんし、理美はただ目をぱちくりさせた。

「今朝お知らせを受けて、心待ちにしてました！　待ちきれなくてお散歩に出て正解だったわ。こんなに早く会えるなんて」

　思わず、理美は周囲を見回す。淑妃が誰に向かってそんなことを言っているのかと思ったが、周囲には自分以外の誰もいない。

「あの、わたし？　ですか？」

「雪宝林以外に誰がいるの」

　まるで子供みたいなつやつやした頰ほおで、余淑妃は理美を見つめている。侍女たちがひいひい言いながら追いついて、日傘を差し掛かけ、余淑妃を日ひ陰かげにいれた。

「ねぇ、太曜宮においでくださるんでしょう？　ねぇ」

「え、いえ。お目にかかれましたので、ここでお話を伺っても」

「ええ、そんなぁ。ゆっくりお話ししたいのに。わたし雪宝林のお噂うわさを耳にして、ずっとお目にかかりたかったの。和国の姫ひめ君ぎみなんて珍めずらしくて素敵」

　余淑妃の実家である余家も、宋家、温家と並ならび称しようされる五大家の一家。

　しかしながら余家は没ぼつ落らくがはげしく、都の豪ごう商しよう、馬維順から莫ばく大だいな借金をしているという。今回後宮入りした余淑妃は、実はその馬維順の娘、円霖だ。馬維順の希望で余家は円霖を養女にし、後宮に送りこんだらしい。

　宋貴妃が余淑妃を馬淑妃と呼んだのは、こういった事情を知っていたからだろうと朱西が事前に教えてくれた。馬維順の目的は「名めい誉よ欲よくと商売の利権の拡大でしょうね」とも言っていた。

　他ほかの妃に比べて潑はつ剌らつとしているのは、豪商の娘とはいえ自由な街育ちゆえ。屋や敷しきから一歩も出してもらえないような貴族の姫君とは、根本からして違ちがう。

　その明るさと親しみやすさは嫌いやじゃない。しかし甘えるようにするりと腕うでを取られると、さすがに驚く。

「だから、ねぇ、雪宝林。お姉様とお呼びしていい？」

「お、おね……？」

　絶句した理美に、侍女たちは申し訳なさそうに目をそらす。

「余淑妃様。……とりあえず、……お好きなお料理などありますか？　食べたいものとか、お体の気にかかるところとか……」

「おいしいものがいっぱい食べたいわ。それだけ。お姉様が作ってくれるんでしょう？」

　無む邪じや気きに笑うので、理美の意図が伝わっているのか心配になる。

「陛下のお気持ちを惹ひきつける美しさを磨くためにとか、必要では」

「いらないわ。わたし、男の方って嫌い」

　余淑妃が言い放つと、侍女たちが「ああ……」と絶望的な呻うめき声を漏もらす。それを知ってか知らずか、さらに彼女は付け加えた。

「男の方は、野や蛮ばんで強ごう欲よくで、臭くさくて、幼よう稚ちで、大嫌い。わたし、お姉様のようなお可か愛わいらしい方が好き」

　理美は侍女たちの疲弊した目を見た。彼女たちは半笑いだ。もう笑うしかないのだろう。

（男嫌い……？）

　そこで余淑妃が、朱西に対して嫌いやな顔をした理由がわかった。彼女は、朱西が気に入らなかったのではなく、彼が男だから気に入らなかったのだ。

（ある意味、ものすごいお方が後宮入りしてしまったのねぇ）

「次の宮きゆう殿でんをお訪ねするので」と言い訳し、理美はようよう余淑妃の手から離はなれた。

　気力が半分くらい吸い取られたような気もしつつ、太白宮へと向かう。鳳徳妃に会うためだった。はっきりとものを言い、斜しやに構えたところも見受けられるが、一見して妃らしい妃に思える人だった。

　なにしろ鳳徳妃の実家、鳳家は、王家の傍ぼう流りゆう。五十年前帝てい位いについた皇こう帝ていの、双ふた子ごの弟の家系であるらしい。

　しかし太白宮の鳳徳妃の居室に通されるやいなや、挨あい拶さつもそこそこに、

「あなた、あの小生意気な宋貴妃が腹を下して、瘦やせ細るような食事は作れる？」

　と、麗うるわしい鳳徳妃に質問された。さすがに、理美の顔は引きつったのだった。




　　　三




「それは食事というより、毒ですね～」

　黒こく檀たんの家具が配置された鳳徳妃の居室は、ゆるく蚊か遣やりの香こうが焚たかれ、端たん正せいで落ち着いている。室内の装そう飾しよくは暗い色で統一されているが、それがかえって趣しゆ味みよく品良い。

　ほっそりと長い脚あしを組み、長なが椅い子すに座った鳳徳妃の麗しさは格別。

「じゃあ、目も当てられないほど吹ふき出物が出る食事は？」

「それも毒です。あの、ではなくて。鳳徳妃様がお口にしたい料理や、好きな料理、それにお体やお気持ちの辛いところなどあれば、その助けになるお夜食を準備したいんです」

「なんのために、そんなことが必要？　わたしは陛下の右みぎ隣どなりに立てればいいのだから、そのための方法ならばいくらでも欲しい。みたところ、淑妃様も賢妃様も相手にしなくてもいいけれど、問題は宋貴妃。あれへの対たい抗こう策だけが必要。わたし自身が食べたいものとか、わたしの体や心がどうとかは、まったく興味ない」

　素っ気なく割り切っているらしい主人の言葉にも、壁かべ際ぎわで控ひかえる侍じ女じよたちは無表情。太白宮の侍女は、他の宮殿に比べて徹てつ底てい的に躾しつけられている。人形のようだ。

「でも、陛下の寵を得るために美しさに磨みがきをかけるとか？　そのようなご希望は……」

「妃嬪の舌を切ると言う皇帝が、後宮の妃嬪たちを人間あつかいしていると思う？　美しいからと、目をかけると？　わたしたちは皇帝のために準備された飾かざりで、誰だれが右に立とうが、陛下は気にしないでしょう。だから序列は後宮で決めることになっている。ということは、わたしに必要なのは後宮内で序列を決めるとき、いかにして確実に先頭に立てるかを考えることだけ。陛下は右隣に立った者の存在になら気がつく。実際、先代皇帝陛下の右隣に立った蔡徳妃様が真っ先に寵を受けた。右隣に立てば寵を得られる。それだけのことよ」

　鳳徳妃は立ちあがり、長椅子の前に立つ理美に顔を寄せる。驚おどろいて身を引く前に、鳳徳妃がつと理美の顎あごに指を滑すべらせた。さらに理美の耳にだけ聞こえるように囁ささやく。

「わたしは、あんな無む慈じ悲ひな子供に熱をあげられない。けれど彼の世よ継つぎを産むのが務め。そのために後宮に来たのだから、あなたが力を貸すというなら、そのために協力しなさい」

　目が合うと、理美の背筋はすっと寒くなった。

（鳳徳妃様は、後宮にひとかけらも夢や希望を抱いだいていない）

　後宮入りしたばかりなのに、なぜこれほど冷めているのか。理解できない困こん惑わくと、わずかな怯おびえを見て取ったのか、長椅子に戻もどった鳳徳妃の顔に鷹おう揚ような笑えみが浮うかぶ。

「無む理り強じいはしないわよ、雪宝林。無論、食しき学がく博士にもね。ただわたしは、なにがあっても陛下の右隣に立つ。宝ほう珠じゆを手にするのは、わたし。わたしはあの宝珠を手にする、なんとしても。だからわたしに力を貸した方が賢かしこい、とだけ言っておく」

「でしたら……、お食事に興味がないなら、お夜食にはおいで頂けないのですか？」

「行くわ。あの宦かん官がんは曖あい昧まいなことしか言わなかったが……」

　そこでわずかばかり、鳳徳妃の表情が揺ゆらぐ。

（宦官？）

　そういえば昨夜、宋貴妃は奇き妙みようなことを言った。鳳徳妃は宦官に会いたいがために後宮に来た、と。

「結局内ない侍じ省は、あの夜食の席で序列を決めさせようという腹でしょう。そこへ行かなければ他の四し夫ふ人じんとは競きそえないのだから行くに決まってる。そこで競って、わたしが勝つ」

「退さがりなさい」と命じられ、理美は太白宮を後にした。

（賢妃、淑妃、徳妃。これほど思おも惑わくが違うなんて）

　単純に皇帝に愛されたいと願って後宮に入るのが、四夫人だとばかり思っていた。

　しかし賢妃は皇帝の寵を得たいとは願っていても、消極的で、はなから諦あきらめている感もある。

　淑妃はおそらく、皇帝の寵を得る気などまったくない。女ばかりの花はな園ぞのを楽しみに来たような様子だ。

　鳳徳妃は徹底的に冷めていた。皇帝に愛も魅み力りよくも感じないのに、世継ぎを産むのが自らの使命と豪ごう語ごした。

　そうすると皇帝の寵を得たいと、純じゆん粋すいに力ちから一いつ杯ぱいに我が儘ままな宋貴妃が一番、四夫人らしい四夫人かもしれない。そんなことを考えながら太麗宮にも足を運ぶ。







　宋貴妃とは以前から接せつ触しよくがあったので、彼女が朱西と理美になにを望むか予想はつく。

　しかし予想がつくからと顔を出さなければ、後々「他の三人の宮殿には行ったのに、わたしのところへは来なかった」とへそを曲げられそうなので、いちおう顔を出す。

　太麗宮の中へと通されると、宋貴妃は窓を開け放った寝しん室しつにいた。あちこちに花が生けられ、むせかえるほどの芳ほう香こう。花園のような、娘むすめらしい華はなやかさの寝室だ。

　宋貴妃は沓くつを脱ぬぎ寝台に腰こしかけ、手足の爪つめを侍女に整えさせているところだった。

「雪宝林。これをご覧なさい。綺き麗れいでしょう」

　理美の顔を見るなり、宋貴妃は手足の爪をひけらかした。跪ひざまずいた侍女がやすりでせっせと形を整えている爪が、鮮あざやかな朱しゆ色いろに染まっている。

　理美が提供している香漬のおかげで、近ちか頃ごろ宋貴妃の肌はだはぐんと美しくなった。彼女の吹き出物が消えたのは、理美にとっても喜ばしい。

「わぁ、お綺麗ですね」

「そうでしょう？　爪を染める薬を西方から取り寄せたのよ。それにしても来るのが遅おそかったわね。他ほかの三人のところへ行ったの？」

「はい。お話を伺うかがいに」

「あの人たちがなにを望んでいるかなんて、訊きかなくてもわかるじゃない。わたしと一いつ緒しよよ。陛下の寵を得るために、美しくなりたい。それ以外ないでしょう」

　他の三人は宋貴妃ほど単純ではないのだが、彼女にはそんなこと想像だにできないのだろう。

　ただ宋貴妃にも、他の三人と同様に理美の知らない事情がありそうだ。昨夜、余淑妃に反はん撃げきされたとき、宋貴妃は色を失っていた。

「宋貴妃様？　商人の馬維順とはなにか関かかわりがおありなんですか？」

　彼女はこちらを見ようともせず、鼻の付け根に皺しわを寄せた。

「まあ嫌だ。商人なんかと関わりあるはずないわ。あなた、そんな馬ば鹿かな話をしにきたの？　昨夜の嫌なことを思い出させないで」

　強い嫌けん悪おを感じ、不安になる。

「今夜の夜食の席、もしかしておいでになりませんか？」

「なにを言ってるの、行くわ。今朝起きて驚いたのよ、この肌はだ触ざわり。今までにないほど、滑なめらかなの。食学博士の整えた食事はこれほど効能があるのかと驚いた。それに美味おいしかったしね」

　頰ほおに手を添そえ、宋貴妃は満足げな表情になる。

　宋貴妃がそれほど効能を実感しているとなると、他の三人も、なんらかの効能を感じているはず。今夜も四夫人たちは、夜食に集まってくれそうだと、ほっとした。

「だから今夜も行くわ。わたし、他の三人に比べればもともと顔立ちが美しいもの。同じものを食べていても、わたしが絶対に一番美しくなるに決まってる。だから雪宝林。あなたと食学博士はわたしのために、美しさを保ち、さらに磨きをかける料理を準備して。陛下がわたしを一番に目にとめ、愛してくださるように」

「あの………………、宋貴妃様は、陛下がお好きなんですよね？」

「お慕したいしているわ。あんなにお美しい陛下だもの」

　祥飛が美しいのは理美も認めるところだが、宋貴妃は初対面の時に「舌を切る」と脅おどされている。いくら美しかろうが、そんな相手を慕えるのだろうか。

「陛下は、あんなお方ですよ？　それでもお好きなんですか？」

「あんなお方？」

「え～と、なんと言いますか」

　不敬にならないような言い回しを考える。彼のような振ふる舞まいをする人を表現する、わかりやすく簡潔な単語があった気がする。頭の中の単語帖ちようをめくった。

「陛下は宋貴妃様に対しても、大変などぐされ野や郎ろう様でいらっしゃいますのに？」

　その瞬しゆん間かん侍じ女じよの手からやすりが落ち、床ゆかに跳はねてカーンと音がした。青ざめている。

　宋貴妃は首を傾かしげた。

「どぐされ野郎様とはなに？」

「陛下は、宋貴妃様との初対面の時になさったような振る舞いをされる方、という意味です」

「まあ、そう」と納なつ得とくする宋貴妃の足元で、慌あわててやすりを拾った侍女が「貴妃様。それは庶しよ民みんの使う俗ぞく語ごです。俗語です」と囁いている。しかし主あるじの耳には届いていないらしい。

「そうです。それでもお好きですか？」

「すこしくらい乱暴でも気にしないわ。それよりも、あんなお美しい方が存在するのが奇き跡せきのようじゃない？　奇跡の前にわたしは、なにも気にすることないわ。皇こう帝てい陛下だもの」

　皇帝であること。そして桁けた外はずれに端たん麗れいであること。それだけで宋貴妃は祥飛に夢中になれるらしい。身分と美しさという点でのみだが、宋貴妃だけは掛かけ値ねなしに祥飛を慕っている。

（に、しても。身分と美しさだけなのね～）

　皇帝とは因果なものだ。皇帝であるかぎり、純粋に彼の人ひと柄がらを愛する女性に出会う可能性は低いのではないか。







　宋貴妃のもとを辞したのは昼近く。夜食の準備のため、理美は急ぎ足で北ほく嶺れい宮きゆうへ向かった。

　それぞれに事情があり個性も違ちがう四夫人が、これから毎夜夜食の席でどのような話し合いができるのか。あるいは、できなくなるのか。

（でも……なんだろう？　ばらばらなはずの四夫人に、なにか似たものを感じる）

　それを見つければ、きっと四夫人の心を根本的に静める料理を饗きようすることが可能だろう。

　しかし今は、それがなんなのかわからない。

　北嶺宮の門を潜くぐるとすぐに、嗅かぎ慣れない香かおりがした。

（これは薬草？）

　つんと辛からいような香が強く漂ただよってくる。そして庭院にわをゆっくりと歩む、緋ひ色いろの深衣を身につけた宦かん官がんの姿を見た。左右から若い宦官に支えられて歩む後ろ姿は、老人のもの。その老宦官から強い薬草の香がする。

　後ろ姿には不ふ穏おんな威い圧あつ感かんがあり、足を止めた。すると老宦官の方も理美の気配に気づいたのか足を止め、ゆっくりふり返る。

　たるんだ白い肌に濁にごった目。緋色の深衣と胸むな元もとを飾かざる三連の真しん珠じゆの首くび飾かざり。指には金のつけ爪づめ。あきらかに他の宦官たちと違うその装い。

　老宦官は探さぐるような目つきで理美を見つめる。その時、

「伊内侍監」

　庭院東側に伯礼が姿を現す。彼はわずかだが慌てた様子で、こちらに向かって来る。

　それでその老宦官の正体がわかった。後宮の最高責任者である内侍監、伊文亮だ。

「いかがなさいましたか。内侍監が直接こちらにおみえになるなど」

　伯礼は気き遣づかうように文亮の手を取る。文亮は理美から目をそらさず、掠かすれた甲かん高だかい声で問う。

「あれが和国から後宮入りした妃嬪か」

　それで伯礼は、そこに理美がいることに気がついたらしい。

「理美？　はい。雪宝林。雪理美ですが」

「あの宝林も連れて参れ、伯礼」

「いったいどちらへ」

「宝ほう珠じゆだ」

　それだけ言うと歩き出すので、伯礼は困こん惑わくしたように理美に目をやる。

「君は、なにかしたの？」

「いいえ。今北嶺宮に帰って来たばかりで、なにも」

「とにかく、おいで。伊内侍監が来いと仰おつしやっている」

　文亮に従う伯礼のあとについて、理美も庭院正面の建物に入る。そこには四し夫ふ人じんの夜食のための席があり、皇帝と皇后の座がある。

　ちょうど朱西がそこにいて、卓たく子しの上に書を広げて思案顔で見おろしていた。入ってきた文亮と伯礼、理美に、朱西は驚おどろいたように目を見開く。

「……何ごとですか、これは」

　文亮は、口元だけで笑い礼をとる。

「食しき学がく博士でいらっしゃいますね。お初にお目にかかりまする。内侍監の伊文亮です」

「存じ上げております、伊内侍監。周朱西です。それにしても、なにか？」

　礼を返しながらも、朱西は訝いぶかしげだ。すると文亮は「確かく認にんに参りました」と小さな声で告げ、皇帝と皇后の座の間に位置する石造りの厨ず子しへと、ゆっくり向かう。

「今朝、わたしのもとに文ふみが投げこまれましたのです。蓮花散華宝珠が盗ぬすまれた、と」

「厨子の鍵かぎが持ち出されたのですか？」

「いいえ、食学博士。鍵はわたくしめが持っており、持ち出されることはありえません」

「では盗まれることはありえません」

　微笑したのは伯礼だ。鉄てつ格ごう子しがはめられた石の厨子からは、どうやっても宝珠は盗めない。しかし文亮が銅の扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、伯礼は絶句した。

　朱西も目を見開き、理美は「あっ」と出かけた声を飲みこむ。

　開かれた銅の扉の向こうには、変わらず鍵のかかった鉄格子がある。しかしその鉄格子の向こうには紫むらさき色いろの本天の台座があるのみ。宝珠が消えていた。

　そこに宝珠がない事実をゆっくりと飲みこもうとするように、文亮は無表情で動かない。

（そんなはずない）

　どう考えても、誰だれも盗めない場所から宝珠が消えている。消えている事実を目まの当たりにしても、消えるわけがないという思いが強く、消えた事実を認められない。

　その場にいた全員が凍こおりつく。

「ここから、どうやって宝珠を……」

　ようやく呟つぶやいた朱西の言葉に文亮の目が光り、ゆっくりと全員見回す。

「左様ですなぁ。こんな場所から、普ふ通つうの人間は宝珠を盗めません。こんな真ま似ねができるのは、怪あやしげな法術を使う者しかおりますまい。しかし、お考え下さいませ食学博士よ。昨日からこの北嶺宮に入りこみ宝珠の存在を知った、異国の法術使いが一人おります」

　理美は、文亮の濁った瞳ひとみが自分を見つめていることに気がつく。

（まさか）

　血の気が引く。文亮がなにを言いたいのか察しがついたのだ。

「そなたは木ぎれを食材へと変えるような、和国の怪しげな法術を使うのだろう。宝珠をどこへやったのだ。雪理美」
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「そんな……なにを根こん拠きよに、そんなことを……」

　疑われていることに驚き、焦あせり、ろくに言葉が出ない。庭院を覆おおう蟬せみの声が室内にも反はん響きようし、不快な熱気が籠こもっているのに、指先が冷え切っていた。

「厨子の鍵はわたしの胸元にかかっており、わたしを殺さぬ限り取れる物ではない。鍵は使われてない。それなのにこうやって、鍵のかかった厨子から宝珠を盗み出せるのは、法術の類たぐいを使う者しかおるまい。そなたは和国の法術を駆く使しし、木ぎれを食い物に変えると聞いた。しかも昨日から北嶺宮に滞たい在ざいし、宝珠が存在すること、またその在りかを知った。その途と端たんに宝珠が消えた。そなたしかおるまい」

　そんな乱暴な決めつけがあるだろうか。あまりのことに衝しよう撃げきを受け、なにを言えばいいのかわからない。

　伯礼は眉まゆをひそめているが、彼の立場ではなにも言えないのだろう。

「どこにやった、宝珠を」

　掠れ声で問い詰つめられることに恐きよう怖ふを感じ、腰こしが引け、後あと退ずさる。

「違います。わたしでは、ない……」

「どこへやったと訊きいておるのだ！」

「彼女は法術など使いません、伊内侍監！」

　たまりかねたように声をあげ、理美の前に立った背中は朱西だった。

「そのような根拠もない憶おく測そくで、内侍監ともあろうお方が女によ官かんを責めるとは」

「根拠は申し上げましたでしょうに、食学博士。この女官が北ほく嶺れい宮きゆうに入り、宝珠の在りかを知った翌日に宝珠は消えた」

「それならば俺も、同様でしょう。俺のみならず彼女付きの侍じ女じよもそうです。四夫人も昨日、伯礼から宝珠の存在と在りかを知らされて北嶺宮に出入りした。あなたの理論で行くなら、俺も侍女も、はては四夫人も疑わしいということ」

「お忘れでしょうか、食学博士。その女官は和国人です」

　存在を忘れていた拳こぶしに、殴なぐりつけられたような気がした。

　文亮は理美が和国人だから、盗みを働くだろうと信じている。本当にそう思いこんでいるのだ。和国が崑国の属国で、崑国人が内心、和国人を蔑さげすんでいるだろうことは知っている。だがこうやって疑われると、はじめて胸に突つき刺ささるほどの屈くつ辱じよくと哀かなしみを感じた。

　いくら嫌いやみを言われても、どこか平気で受け流せていた。だが和国人だから盗ぬすつ人とだろうと疑われることは、今まであった嫌みな言葉や嫌がらせとは根本的に違ちがう。

　名を変えた。和語を口にすることを、どんな場でも極力控ひかえている。崑国の料理も好きだし学んでいる。

　それなのに理美はやはり、崑国人ではない。

（斎さい宮ぐう様……。斎宮様……）

　助けを求めるように心の中で姉斎宮を呼ぶ。今この瞬間、ひとっ飛びに姉斎宮のもとへ帰りたい。その膝ひざにすがって泣きたい。「当然知っていることで泣くとは、なんてひ弱なの美味うましの宮みや」と姉斎宮は呆あきれたように言うだろう。だが、きっと理美の頭を優やさしく撫なでてくれる。

（だめ）

　そう思うのに涙なみだがあふれそうになり、両手で口を覆う。

「愚おろかしい!!」

　烈はげしく、朱西が声をあげた。彼はふり向くと理美の肩かたを抱だき寄せ、全身で庇かばうように抱きしめ、文亮を睨ねめつける。彼の目に烈しい怒いかりがある。

「あなたはどうかしている、伊文亮。和国人だから盗みを働くなど、そのような偏へん見けんがどこから生まれる!?　愚かとしか言えない！」

（朱西様……）

　涙があふれるが、必死に朱西の袖そでを摑つかむ。彼が文亮に無礼な言葉を投げつけるのは、彼の身分や立場を考えればやってはならないこと。

「いけません、……朱西様。……内侍監にそんな……」

「あなたは黙だまっていらっしゃい」

　理美の言葉を封ふうじ、朱西はさらに続ける。

「誰に対してであろうとも、根拠なき疑いは許しません。そもそも宝ほう珠じゆが消えたこの時、根拠もなく彼女を問い詰めて時間を無む駄だにしますか。それよりもまずは疑わしい者全すべての持ちものを検あらため、宝珠の探たん索さくを最優先にすべきでしょう」

　背後に控える伯礼へと、文亮はつと目配せする。伯礼は心得たように、

「食しき学がく博士、雪宝林とその侍女、四し夫ふ人じん。全ての宮きゆう殿でんと持ちものを検めさせましょう」

　と答え、身をひるがえし出て行く。

「しかしその女官を取り調べるのは後宮の当然の権利。もし宝珠が見つからなければ、その女官を内侍堂へ連行し、どのような法術で宝珠を消したか体に問います」

　文亮のえげつない宣言を、朱西は真っ正面から拒きよ絶ぜつする。

「そのような蛮ばん行こうも許しません。あなた方が見つけられないのであれば、俺が宝珠を見つけ出しましょう。少なくとも明めい来らい告こく地ちまでには、宝珠を取り戻もどしましょう」

「ほぉ……では。見つけられなければ、いかがして責任をおとりになる」

「陛下に御ご裁断をあおぐまで。そこであなたが望む、俺への処分を陛下に奏上なさい。俺はそれに従います」

「では、あなたを後宮にお迎むかえしようかな？　食学博士」

　宦かん官がんになれと言っているのだと理解した理美は、あまりのことに色を失って震ふるえた。朱西の袖をさらに強く引くが、彼はそれを意に介かいさず挑いどむかのように頷うなずく。

「わかりました」

「では、よろしいでしょう」

　文亮は背を向けた。左右の若い宦官が彼を支え、ゆっくり、ゆっくりと出て行く。

「朱西様、……なんてことを約束……」

　途と切ぎれ途切れに訴うつたえる。申し訳なさと哀しみで、涙と震えが止まらない。

「すみません、朱西様。すみません……、なんでこんなことに……すみません……」

「謝らないで。大だい丈じよう夫ぶ、安心して。宝珠は見つけますから、必ず。だから泣かないで」

　理美を抱きしめ、朱西は慰なぐさめるように理美の頰ほおに流れる涙を指でぬぐう。

「泣かないで。俺がいます」







　宦官たちの手で理美と朱西が滞在する離はなれと、老侍女の室、さらに四夫人の宮殿内も検められた。宝珠は両掌てのひらに載のせてあまりある程ほどの大きさ。それを隠かくせそうな場所は、徹てつ底てい的に調べた。

　厨ちゆう房ぼうの井い戸どの中も棒で探さぐり、庭院にわの土が軟やわらかいところまで掘ほり返したらしい。

　しかし宝珠は発見されなかった。

　それでも夕刻には北嶺宮から、夜食を告げる鐘かねの音が響ひびいた。理美も朱西も動どう揺ようしていたが、だからといって務めを果たさないわけにはいかない。

　そして四夫人たちもまた、夜食の席に全員が顔をそろえた。

「もう、嫌いやになるわ。お部屋が荒あらされ放題ですもの」

　ぷりぷりと独り言のように文句を言うのは、余淑しゆく妃ひだった。

　席に着いた四夫人は全員、宮殿を家や捜さがしされて機き嫌げんが悪そうだった。しかしそれ以上に宝珠消失の事実に戸と惑まどっているのか、口数が少ない。

　余淑妃だけは「あら、大変ね」程度のとらえ方をしているのか、どこかあっけらかんとしている。ただ自分の宮殿を荒らされたことにはお冠かんむりらしい。

　朱西は室の端はしに控えていたが、理美と伯礼は給きゆう仕じをする。食前の山さん査ざ子しの紅ホン酒ジユウが終わり、主菜の皿を並べていると、余淑妃が理美を気き遣づかうような目を向けた。

「宝珠がなくなったことで、お姉様が疑われたと聞きました。お気の毒に、お姉様」

「本当に、……ご災難で。わたし、そのことを聞いてとても、とても心苦しくて」

　温賢けん妃ひも眉まゆ尻じりを下げ、自分が悪いことをしたような申し訳なさそうな顔をする。そして、

「わたしは……」

　とさらになにか言おうとするが、適切な慰めの言葉が見つからないのか、いつものようにうつむく。

　泣いて腫はれた目に気づかれないかと心配しながら、理美は微ほほ笑えみ返す。

「お気遣い、ありがとうございます、余淑妃様、温賢妃様」

　今夜の夜食の食材は、長い爪つめのある川海老えびだ。殻からが柔やわらかく身の味も濃こい。

　朱西によるとこの川海老には疲ひ労ろう回復効果があり、さらに子をなすための体の機能を整えるという。殻ごと食すことにより苛いら々いら改善の効果も期待できる。そして夜食として食べても、肉類を食べるよりもずっと太りにくい。

　そこで理美は川海老をまるごと油で揚あげ、香こうばしく柔らかくした。それを数種の彩いろどり野菜と炒いため、崑国人が好む、甘あま酸ずっぱい餡あんで絡からめた。申し訳なさと哀しさと、宝珠消失の衝しよう撃げきで混乱していたが、そうやって自分の務めを果たすことで、いくぶんか落ち着けた。

「本当にあなたじゃないの？」

　意地悪な視線で、宋貴き妃ひが訊いてくる。余淑妃と温賢妃が、呆れたと言わんばかりの目つきをした。

「違います。宋貴妃様。天神に誓ちかってわたしではありません」

　すると鳳徳とく妃ひが難しい顔で呟つぶやく。

「けれど鉄てつ格ごう子しのはまった厨ず子しから、どうやって宝珠が消える？　まさしく法術使いの仕し業わざでしょうに。しかも伊内侍監のところへ、宝珠が消えたと密告の文ふみがあったとか？　それも何者かな。そして宝珠が消えれば明来告地のさい、陛下の右みぎ隣どなりに立つ者も宝珠を捧ささげ持てないということでもある。それは、わたしたち四夫人への侮ぶ辱じよくともとれること。誰だれも宝珠を持つ資格がない、と。誰も陛下の隣に立つ資格がない、と」

　しんとその場が静まる。

　白磁の徳とく利りを手にした理美は、無意識にそれを強く握にぎっていた。

（なんとか見つけないと、宝珠を）

　そうでなければ朱西の身が危あやうい。理美を庇った結果朱西が罰ばつせられたら、理美もきっと、罪悪感と哀かなしみの苦痛で生きていられない。

　隣でおなじように給仕をする伯礼は、いつもの微笑を崩くずさない。しかし彼にもまた、わずかな困こん惑わくが見て取れる。彼は後宮を騒がす明来告地の序列問題に、良いかたちで決着をつけたがっている。しかし今は序列どころではない。四夫人すらこの場で、互たがいへの攻こう撃げきを忘れるほどの事件が起こってしまったのだ。

（でもどうすれば見つけられるの？）

　衝撃と疲つかれのために、頭はほとんど働かない。焦あせりだけが胸の中で渦うず巻まく。
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　盗ぬすつ人との疑いをかけられた衝撃が大きかったのか。四夫人の夜食を饗きようし終わった理美は、自分の夜食をとる間も、ひどく疲れた様子で顔色も悪かった。理美付きの老侍じ女じよも「まさか理美様に疑いがかかるなんて」と狼ろう狽ばいしていた。

　こんな状態では、理美は今夜、なにを考えることもできないだろう。それを感じた朱西が早く眠ねむるように勧すすめると、彼女は何度も謝り、礼を言いながら寝しん室しつへ引きあげた。

　朱西は居室に残り庭院の竹を見つめながら、一人酒しゆ杯はいを傾かたむけていた。

（どうやって宝珠は消えた？）

　厨子の鉄格子の鍵かぎは、伊文亮が肌はだ身み離はなさず身につけている。それを盗むことは不可能で、それなくしては鉄格子は開かない。朱西は文亮が去ったあと、厨子を確かく認にんした。

　石造りの構造には亀き裂れつもなく、鉄格子も外れる余地がないほどしっかり固定されている。掌を縦にして鉄格子の隙すき間まに挿さしこめば、かろうじて掌だけは中に入る。

　しかし宝珠は、両掌に載せてもあまりある程大きい。隙間から取り出せはしない。

（そして宝珠を消した目的は？　鳳徳妃が言うように、四夫人への侮辱なのか？）

　明来告地までに宝珠を捜し出すと約束してしまったが、盗み出された方法も、目的もわからないままでは、宝ほう珠じゆを消した犯人も、宝珠そのものも見つけ出せないだろう。

　しかしあのときは、ああ言うしかなかった。根こん拠きよもない疑いをかけられ、理美が酷ひどい目にあうのは許せなかった。

（なんとしても、宝珠を見つけなければ）

　決意を新たにしていると、背後に人の気配を感じる。ふり返ると、いつの間にそこにいたのか、居室の奥に丈鉄が立っていた。

「丈鉄か。なにしに来た」

「伯礼の部下になるかもしれない男の顔を見に来た」

　その一言で、彼が宝珠の一件を全すべて承知していることがわかった。

　宝珠消失はすぐさま祥飛にも報告されているから、この男は祥飛に命じられ、あらゆる手を使ってことの詳しよう細さいを調べ尽つくしたのだろう。

　顔をしかめると、丈鉄は薄うすら笑いで朱西の向かい側の椅い子すに腰こしをおろす。そして勝手に朱西の盃さかずきをとりあげ、一口に呷あおる。

「俺をからかうために、わざわざ来たのか」

「そこまで暇ひまじゃないさ。陛下のお供だ」

「陛下？　いずこに？」

　周囲に目をやるが祥飛の姿はない。徳利から勝手に酒を注つぎもう一いつ杯ぱい飲み干した丈鉄は、淡たん々たんと告げた。

「直接、理美の寝室へ行かれた。昼間の一件をお聞きになって、五ご龍りゆうの守護者がやけっぱちになっていたら五龍が心配だとか仰おつしやっていたが。本当に陛下が心配なさっているのは、どちらかな。朝あさ陽ひが昇のぼる頃ころに迎むかえに来いと仰おおせだった」

（寝室へ直接。そして朝陽が昇る頃に迎えに来いと言うからには、一晩過ごすおつもりだ）

　奇き妙みように、落ち着きなく、鼓こ動どうが速まってくる。

　祥飛が理美の寝室に出向き、今なにが起こっているのだろうか。我知らず拳こぶしを握っていた。自分の中に沸わきあがるなにかが恐おそろしくて、それを抑おさえこもうとした。

「朱西」

　ふいに改まった顔で、丈鉄が身を乗り出す。

「宝珠のこと、調べてやる。俺に何かできることはあるか？」

「なんだ……？　どういう風の吹ふき回しだ？」

「宝珠は朝ちよう廷ていの宝の一つ。陛下も気になさっている。もし宝珠が見つからなかった場合、理美やおまえに累るいが及およぶことも危ぶまれている。宝珠がなくなったとき北ほく嶺れい宮きゆうにいた理美や、その理美を庇かばったおまえに責任を取らせろと官かん吏りどもは騒さわぐはずだ。陛下は私情のみで、それを退けることはできない。周宰さい相しようも、おまえを庇うことはしない、きっとな」

　情なさけ容よう赦しやない現実を改めて思い出し、逆におかしくなって笑ってしまう。自分の身の上は承知しているし、今さらそれをどうこう思わない。しかし宝珠が見つからなかった場合、朱西どころか理美の身も危ういのだ。

「頼たのめるか？　丈鉄」

　ここは丈鉄の力を借りるのが得策。それは間ま違ちがいない。長年ともに祥飛の側そばに仕えた者同士、丈鉄も朱西に対してわずかばかり友情らしきものを感じているとしたら、それに頼たよろう。

「なにをすればいい？」

「伊内ない侍じ監のもとへ送られた密告文を、手に入れられるか？」

「おやすい御ご用ようだ」

「頼む」

　さっそく丈鉄は立ちあがり室を出た。また一人残った朱西は、深く息を吐はく。

「宝珠だ。まずは宝珠のことを考えろ……」

　今、理美の寝室でなにが起こっているのか。乱れる心を抑えつけかねて盃を呷る。
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　月明かりを頼りに扉とびらの隙間から寝室へ滑すべりこむと、寝しん台だいの上の理美の顔が見えた。祥飛は足音を殺して寝台に近づき覗のぞきこむ。

　眠る彼女の目元がほんのりと赤いのは、昼間、ひどく泣いたせいだろうか。

（こんな惚とぼけた女を疑う必要が、どこにあるというのだ）

　苛いら立だちと腹立たしさすら覚えるが、しかし公子として生まれ育った祥飛には、そうなることが不思議ではなかった。その者の人となりを知っていればありえないとわかることでも、後宮や朝廷ではそうはいかない。その者の置かれた立場、状じよう況きようのみで様々なことは判断され、人となりなど斟しん酌しやくされないのが常。

（よほど泣いたのか）

　いつも、ほけほけと笑っている理美がそれほど泣いたのだ。彼女の上にかがみこむと、柔やわらかく温かい吐と息いきを感じた。

（可哀かわい相そうに）

　そんな言葉が自分の中に浮うかんだことを、祥飛は意識していなかった。

　なにかしてやりたくて、慰なぐさめるように頰ほおに手を添そえる。理美はむずかるように小さな声を出し、また静まる。起きる気配はない。

「……理美」

　唇くちびるに唇を近づけるが、唇が触ふれる寸前に躊躇ためらう。彼女は眠っている。無防備な時にこうやって触れることを、彼女はどう思うだろう。嫌きらわれるかもしれない。

　しかし祥飛は皇こう帝ていで、理美は後宮の妃ひ嬪ひん。彼女は祥飛の所有であり、触れることを躊躇う理由はない。たとえ彼女が嫌がろうとも、だ。

[image: ]

　それでも、嫌がることはしたくない。

　祥飛は寝台の傍かたわらに座りこむと、ため息いきをつく。丈鉄には、陽ひが昇れば迎えに来いと言ってある。おそらく祥飛は無意識に、なんらかの決意をして理美の寝室にきたのだと、ここにきてようやく自覚した。

　しかし、できない。

「馬ば鹿かな話だ。妃嬪に手を出せぬなど」

　苦く笑しようして目をあげたとき、月光の筋が這はう床ゆかの上に銀毛の愛らしい神しん獣じゆうの姿を見た。

「五龍？」

　月光の作る細い光の道を辿たどるように、小さな神獣は銀の毛並みを輝かがやかせながら、ゆっくりと祥飛の方へ近寄ってくる。そして手が届くか届かないかの距きよ離りに立ち止まり、くりくりの青い瞳ひとみで祥飛を見あげた。

「どうした、五龍。余の顔を見て逃にげないのだな」

　五龍はそのまま、その場にちょこんと座り小首を傾かしげる。
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　朝陽の明るさに目覚めた理美は、目をぱちくりさせた。

（この状態は、いったいなに？）

　床に座りこんで寝台にもたれるようにして、祥飛が眠っている。そしてその数歩向かい側の床の上に、珠ちゃんが丸まって寝ねていた。

　まずこの場に祥飛がいることも不可解だし、皇帝ともあろう者が床の上で寝ていることも不可解。さらに祥飛がいるにもかかわらず、珠ちゃんが姿を見せていることも不可解だ。

　不可解の大だい洪こう水ずい。遠えん慮りよ気味におずおずと、「あの、陛下？」と呼んでみると、ようやく祥飛は目覚めたらしい。目を開くと周囲を見回し、「朝か」と呟つぶやき立ちあがる。

　それと同時に珠ちゃんも目覚め、キュキュと嬉うれしげに声をあげ、理美の肩かたにのぼってきた。

「陛下？　いつから、ここに？　なにをなさりに？」

「五龍を確かく認にんに来ただけだ。帰る」

　素っ気なく言ってすたすた寝しん室しつを出て行くので、理美は寝台から飛び下り、衫さんの上に衣きぬをひっかけて彼について室を出た。居室に行くと朱西と丈鉄がいた。二人は卓たく子しの上に、手紙らしきものを何枚も広げて難しい顔をして見つめていたが、祥飛と理美が入っていくと顔をあげる。

「お帰りですか、陛下」

　丈鉄が問うと、祥飛は鷹おう揚ように頷うなずき歩き出す。丈鉄は朱西に「帰るぞ」と短く告げた。

　朱西は無言で頷き、歩み去る祥飛の背に礼をとる。理美も慌あわてて礼をとり、祥飛を見送った。

　祥飛と丈鉄が去ると、なんとなく嵐あらしが過ぎたような静けさで、理美はぽかんとした。

（なんだったんだろう？　陛下）

　朱西が優やさしく問いかける。

「お体は大だい丈じよう夫ぶですか？　理美」

「はい？　体は平気です。なんで体……」

　そこであることに思い至り、顔が真っ赤になった。祥飛はおそらく一晩、理美の寝室にいたのだ。なんのつもりか床に座りこんで寝ていただけだが、普ふ通つう、皇帝が妃嬪の寝室に一晩いればなにが起こるか。朱西はそう思っているに違ちがいない。

「なにもありません！　朱西様。なにもありませんでした！　体に障さわるようなことはなにも！」

「なにもなかったんですか？　俺が言いたいのは陛下と昨夜……」

「ないです！　朝起きたら陛下が、部屋の床で寝ていらしただけです！」

　全身全ぜん霊れいで否定すると、朱西は困ったような顔をした。

「床にですか……」

　その表情のぎこちなさに、胸の奥がずきりと痛む。

（朱西様はもしかして、なにか起こることを期待していた？）

　朱西は祥飛が皇帝として振ふる舞まうことを望んでいて、世よ継つぎのことも心配している。祥飛が後宮の妃嬪のもとに通わないことを以前愚ぐ痴ちっていた。とにかく祥飛が女性に興味をもつことを望んでいるようだった。

　その彼にしてみれば理由はどうあれ、祥飛が妃嬪の寝室で一晩過ごしたことに期待をもったのだろう。理美と何ごとかあればいい、と。

（朱西様は陛下が第一。わたしが、陛下が女性に興味をもつきっかけになればいいとお考えになっても不思議はない。朱西様にとって、わたしは……特になんでもないから）

　それは当然知っていたことだ。

　なぜか泣きたくなる。昨日の衝しよう撃げきで涙るい腺せんが緩ゆるんでいるのか。

　いけないと思い別の話題を振る。

「その卓子の上の文ふみはなんですか？　朱西様」

「これは伊内侍監のもとへ届けられた密告文です。昨夜、丈鉄が手に入れました」

　朱西は卓子の上から一枚の走り書きを手に取り、理美に見せた。達者な文字で、北ほく嶺れい宮きゆうの宝ほう珠じゆが消えた、急ぎ確認されよと書いてある。

「そしてこちらにあるのが、四し夫ふ人じんとその侍じ女じよたちを含ふくむ、北嶺宮に出入りした者が書いた文や、走り書き。これも丈鉄が一晩で、かき集められるだけ、かき集めました。この中に密告文に似た筆ひつ跡せきがないかを確認していました。もし密告した者がわかれば、宝珠を消した犯人にも辿り着けるかもしれませんから」

　たった一晩で、朱西はそこまで手を回したのか。その素す早ばやさに驚おどろくと同時に、不安ばかりだった気持ちに光が射さす。

「それで密告文を書いた者の目星はついたんですか？」

「ええ、つきました。困った事に……密告したのは宋貴妃様のようです」

「宋貴妃様が？」

「お話を伺うかがわなければなりませんが、貴妃を呼びつけるわけにはいきません。太たい麗れい宮きゆうに出向く必要がありますが、俺は北嶺宮から出られない」

「わたしが行きます。わたしが、お話を伺います」

　勢いこんで申し出ると、朱西は心配そうな顔をしながらも言った。

「お願いできますか？　ただあなた一人で行かせるのは、心配だ。伯礼に事情を知らせ、彼にも同行してもらいましょう」

　伯礼を呼び出し事情を話すと、彼は即そく座ざに動いた。すぐに太麗宮を訪問する約束をとりつけたのだ。

　朱西に見送られ、理美が伯礼と共に北嶺宮を出たのは、太麗宮では遅おそめの朝あさ餉げが饗きようされている時間だった。太麗宮の宋貴妃の居室に通された伯礼は、朝餉を前にした宋貴妃に挨あい拶さつするのもそこそこに、

「宋貴妃様。お人ひと払ばらいを願います」

　と、いつもの微び笑しようで、しかし有う無むを言わせぬ強い口調で要求した。
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「何ごとなの？　伯礼も雪宝林もおかしな顔をして」

　綺き麗れいに整えた眉まゆをひそめる宋貴妃に、理美は重ねてお願いした。

「お伺いしなければならないことが、あるんです。……宝珠のことで」

　宝珠の単語を聞くと、宋貴妃はほんのわずか目を泳がせた。しかしそれでも主あるじ然ぜんとした堂々とした態度で、「皆みな、さがりなさい」と侍女たちに命じた。

　薫かおり高い茉ま莉り花か茶を口に運びつつ、宋貴妃は傍かたわらに立つ伯礼と理美に目を向ける。

「それで、わたしになにを訊ききたいの？」

「これです」

　理美が懐ふところから取り出した密告文に視線を落とし、宋貴妃は鼻で笑う。

「それがなに？　伊内侍監に送られてきた密告文ね」

「宋貴妃様のお手によるものですよね？　文字が、貴妃様の書かれる文字と同じです」

「違うわ」

　否定するのに、伯礼が重ねて言う。

「周朱西が間ま違ちがいないだろうと申していますよ。崑国一と誉ほまれの高い彼が、確信を持っています。隠かくしだてされると、逆にやましいことがあると疑われます。朱西の言葉であれば陛下も信しん頼らいしますから、その彼が宋貴妃様を疑うような発言をしたら、ご面めん倒どうだと思いますが」

「あなたは、わたしの味方だと思っていたのに。ひどいことを言うのね、伯礼」

　伯礼の目が冷れい笑しようするように細まる。

「お味方ですよ」

「噓うそ。わたしがいくら伯礼に目をかけても、やっぱり伯礼は鳳徳妃の味方なのだわ」

　拗すねたような言葉に、理美は首を傾かしげる。なぜ伯礼が鳳徳妃の味方だ、などという台詞せりふが出てくるのか。

「ねぇ、雪宝林。あなたはわたしの味方よね」

「はい。それは。けれどこの密告については、正直にお話しいただかないと、貴妃様をお守りしようにもできません。お願いです。お話しください」

「うるさく言わないで！　大したことじゃないわ！　ただ、面倒だっただけだもの！」

　二人から顔をそらし、宋貴妃は吐はき捨てるように答えた。

「ご面倒だった？」

「ええ、そうよ！」

　苛いら立だち、立ちあがった宋貴妃は、居室の棚たなに置かれていた蒔まき絵えの裁さい縫ほう箱を開き、そこから小さな布を取り出した。それは掌てのひらにおさまる円形の布で、四つの『妃きさき』の文字が円形に並び図案化されたものが刺し繡しゆうしてある。その四つの『妃』の図案は四夫人の印であり、彼女たちの持ちものに縫ぬいつけられることが多い。

「初めて宝珠を見た夜、わたし、どうしてももう一度宝珠が見たかった。だから夜中に、侍女一人だけ連れて北嶺宮に行ったの」

　夜食を饗することとなり、普ふ段だんは閉じている北嶺宮の門の鍵かぎが開かれた。夜間、門もん扉ぴは閉じられるが鍵はかけられない。忍しのびこもうと思えば忍びこめるのだ。

「ただ見たかっただけよ。けれど厨ず子しの近くに行ったらこれが落ちていて宝珠は消えてた」

　小さな刺繡を理美の手に押しつけると、宋貴妃はまた席について茉莉花茶に口をつける。

「忍びこんだことがしられたら叱しつ責せきされるし、明めい来らい告こく地ちの序列決めの時にも、他ほかの三人に攻こう撃げき材料を与あたえることになるわ。けれど宝珠が消えていることを誰だれかに知らせなければって侍女が慌あわてるから、伊内侍監へ文を送った。その紋もん章しようが落ちていたから、きっと鳳徳妃か余淑妃、温賢妃の誰かの仕し業わざだわ。けどそんなものが落ちていて、わたしが一番に宝珠が消えたと騒さわぎ立てたら、真っ先に疑われるのはわたしじゃない。だから黙だまっていただけよ」

　伯礼は理美と顔を見合わせた。

（噓をついているようには、思えないけれど……）

　感情に素す直なおで気位高く、皇こう帝ていの妃となれと教えられて育った少女だ。その彼女がなぜ、叱責されるとわかっていながら、夜中に宝珠を見に出かけたのか。そのことだけが不思議だが。

「ばれれば叱責されると御ご存ぞん知じだったのに、なぜ宝珠を見に行かれたんですか？」

「あなたは知らないの？　あの宝珠の伝説。あの宝珠はね、初代皇帝陛下の皇后になった陽花皇后の持ち物だったの。陽花皇后が少女の時に、天からこぼれ落ちて池の中に沈しずんだものを手ずから引きあげたという伝説の宝珠よ。宝珠を手にしたことで、陽花皇后は陛下に見み初そめられたの。美しい昔語りよ。貴族庶しよ民みん問わず誰だって聞いたことあるし、年頃になれば必ず一度は憧あこがれる物語よ。その伝説の宝珠を、あんな遠くからじゃなくて、もっと近くで見たいと思っちゃいけない？　女の子なら、見たくなって当然だわ」

　堂々と開き直った態度だった。宋貴妃らしいと呆あきれるのと同時に、皇帝の寵を得ようと躍やつ起きになっている彼女の中に、そんな少女らしい思いが住んでいることに驚く。

「宝珠を手にした陽花皇后は、皇帝に心から愛された。同時に、皇后も皇帝に身を捧ささげ、花に喩たとえられるその身を散らす覚かく悟ご───散さん華げする覚悟をもてと宝珠に促うながされたのよ。だから宝珠の名には散華とついた。蓮れん花か散さん華げ宝ほう珠じゆというの」

　そこで、宋貴妃の視線が手元へ向かう。そして、

「わたしは七つくじで『花得る』を引いたんだもの。あの宝珠は、わたしのものになるはずよ」

　自らを励はげますように呟つぶやいたあと、きっと顔をあげた。

「これで正直に話したわ。だからあなたたちは、宝珠を見つけて。あれはきっと、わたしの花になるんだもの」







　結局、宋貴妃はそれ以上になにも話すことがないというので、伯礼と共に太麗宮を辞した。

　うるさい蟬せみの声を頭上に聞きながら北嶺宮への道を辿たどりつつ、理美は掌の中にある、宋貴妃に押しつけられた紋章を見つめる。

「宋貴妃様は、宝珠消失の第一発見者ってだけでしょうか？　もし貴妃様の言葉が全すべて本当なら、疑わしいのは余淑妃様、鳳徳妃様、温賢妃様の三人ということですか？」

「あの単純な宋貴妃様が、噓をつくとは思えないしね。意地が悪いわりに、七つくじのことなど口にするのはお可か愛わいらしいけれど。まあ心が幼いからこそ、意地が悪いのかもしれないし」

　伯礼は、平然と失礼なことを言う。

「七つくじってなんですか？」

「女の子が七つになったとき、七つくじというお菓か子しを食べる祝いがあるんだよ。小麦を薄うす焼やきにした甘いお菓子に、小さな陶とう器きの札が入っていて、そこに様々な言葉が書かれている。そこで引き当てた言葉が、女の子の将来を予言すると言われてる」

　確か温賢妃も、「七つの祝いで後宮入りするなんて占うらないを引き当てて」と言っていた。この祝いのことなのだろう。

　伯礼はいつもの魅み惑わく的な微笑を浮うかべながら、言葉を続ける。

「宋貴妃様が言った『花得る』は、あの蓮花散華宝珠の伝説にちなんだ言葉。よき夫を得るということ。これを貴族の娘むすめが引き当てたときは、後宮入りして皇帝の寵を得るという意味で捉とらえられ、本人も一族も大喜びするものだよ」

「宋貴妃様は、七つの時にそれを引き当てたんですね、きっと」

　その時彼女は、自らが皇帝の寵ちよう姫きになると幼い喜びに震ふるえたのだろうか。そして占いの言葉を信じ、自らが皇帝の右に立つと疑わないで来たのだろうか。

（それじゃあ、絶対に陛下の右みぎ隣どなりは譲ゆずりたくないわね……誰にも）

　宝ほう珠じゆを盗ぬすんだ可能性のある、淑妃、徳妃、賢妃は、七つの時にどんな言葉を引き当てたのか。

　そう思った時、ふと宋貴妃が妙みようなことで拗ねていたのを思い出す。

「あの、伯礼様？　宋貴妃様が伯礼様に、伯礼様は鳳徳妃様の味方だ、みたいなことを仰おつしやっていましたけれど？　あれはなんの意味ですか？」

「ただの姻いん戚せき関係だよ。わたしの母の蔡徳妃は、鳳徳妃様の母とは従姉妹いとこ同士だったから。それだけのことを、宋貴妃様は邪じや推すいしたのでしょう？」

　宋貴妃は最初の夜食の席で鳳徳妃に対し『ここにいらしたのは、てっきり宦かん官がんにお会いになりたくてだと思っていましたわ』と言ってた。

　あのときは意味がわからなかったが、宦官というのは伯礼のことだろう。姻戚関係があるというだけで、宋貴妃はそんな嫌いやみを言ったのだろうか。

（もうすこし含ふくむところがありそうな気もしたけど……気のせいかな……）

　隣を歩む伯礼の顔をちらりと見る。いつものように真意の読めない美しい横顔。
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　伯礼はその足で外朝の祥飛のもとへと向かうことになったので、途と中ちゆうで理美とは別れた。

　宝珠を盗んだのが、淑妃、徳妃、賢妃の三人のいずれかの疑いがあることは、祥飛の耳に入れておくべきだと伯礼は判断した。

　祥飛は理美と朱西が困った立場になることを、酷ひどく気にしている。伯礼にしても、ようやく落ち着いて生活できるようになった理美が、自分の依い頼らいを受けたばかりに断罪されるのは気の毒だと思う。さらに朱西が、自分と同じように後宮に入るのも見たくない。

「伯礼」

　突とつ然ぜん名を呼ばれたのは徳妃の宮きゆう殿でん、太たい白はく宮きゆうの門前だった。

　濃こく茂しげった枝の影かげが落ちる門扉の脇わきに見え隠かくれするのは、ほっそりとした女性の姿。

「これは鳳徳妃様。なにか御ご用ようでしょうか」

　使い慣れた、曖あい昧まいで魅惑的な微び笑しようで向き直り礼をとる。

　姿を現した鳳徳妃は門の壁かべに背をもたせかけ、腕うで組ぐみし、冷めた表情で伯礼を見つめた。

　気高い姫ひめ君ぎみに見つめられると、過去の思い出が伯礼の中に沸わきあがりそうになる。しかしこういったときの対処には、慣れていた。自分の中にあるものを冷静に抑おさえこむ。

「宝珠は見つかったの？」

「いいえ、いぜん発見できませんが。間もなくと存じます」

　鳳徳妃も宝珠を盗んだ可能性はあるが、その動機は伯礼には思い当たらない。

　しかしそう思った自分に内心で苦く笑しようする。彼女のことを知っている気になっているが、それは十一年も前のこと。今では、見ず知らずの人といってもいい。

　暫しばしの沈ちん黙もくの後、鳳徳妃が静かに切り出す。

「一度、二人だけで話がしたかった。後宮で生きているとは聞いていたけれど、まさかこうやって会うとは思わなかった。あなたは驚おどろかなかったの、わたしのことを。伯礼」

「いずれ必ず、あなたは後宮入りする姫君でした。いつかはお目にかかると思っていましたよ」

「よして」

「なにをでしょうか」

「あなたに敬語を使われるのが、いやだ」

　酷こく薄はくな色が一いつ瞬しゆんだけ、伯礼の目に光る。自分の中にあるものを抑えこんだとしても、消えたわけではない。それを無意識に抉えぐり出そうとする鳳徳妃に、わずかに苛いら立だつ。

「ものの道理もわからぬ、小こ娘むすめでもありますまい？」

　薄うす刃ばのような鋭するどい言葉に鳳徳妃はぎょっとしたようだった。しかしすぐに、小娘あつかいされたことに自尊心が傷ついたのか、怒いかりを含んだ目つきになる。

「わかっている。わたしは陛下の寵を得るために後宮に入った。宦官と話をするために来たのではないと、知っているわ」

「よくおわかりで、安心いたしました。その徳妃様ともあろうお方が、自らの宮殿の門前とはいえ、侍じ女じよも連れずにお一人でいらっしゃるのは好ましくありません。お早く中へ」

　拒きよ絶ぜつする言葉に、鳳徳妃は鼻を鳴らし門の中へと消えた。伯礼は小さくため息をつく。

　自分でも、今の自分の顔色は良くないだろうとわかる。北ほく嶺れい宮きゆうへとって帰れば、理美が汁しる物ものくらいはふるまってくれそうだ。彼女は伯礼の顔色が悪いと、必ずなにか食べさせようとする。

　口当たりのよい、温かな汁物を口にしたい。

　伯礼は鳳徳妃と個人的に会話することなど、これっぽっちも望んでいない。
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　伯礼が歩み去るのを、塀へいの角に立ちつくした理美は息をひそめて見送っていた。

　ついさっき北嶺宮に帰るつもりで伯礼と別れたが、宋貴妃のことを朱西に伝えるときに、伯礼も一いつ緒しよにいてもらった方がいいと考え直して引き返して来た。ゆらりゆらりと、いつものように優ゆう雅がに歩む伯礼の後ろ姿を認めて声をかけようとしたとき、太白宮の門に鳳徳妃が現れ、伯礼を呼び止めたのだ。

　声をかける機を失った理美は、そのままそこで二人の会話を聞いてしまった。盗み聞く後ろめたさはあったが、それどころではない。会話から察せられる二人の関係性に驚きよう愕がくした。

（お二人は、すこしも互たがいに知り合いだなんて素そ振ぶりはなかったのに……あの様子からするとお二人は、昔とても親しかったということ？）

　鳳徳妃にも隠された事情があるとするなら、理美はその事実を知らないことで大変な失敗を犯おかすかもしれない。今は四し夫ふ人じんのことは、なんでも知っておかなければならないとき。宝珠を見つけるためにも、そして四夫人に必要な夜食を饗きようするためにも必要なことだ。

（でもどうやって……。伯礼様に訊きいても、きっと答えてくれない）

　塀の陰かげから歩みで出て太白宮の門前まで進んだとき、突とつ然ぜん二の腕うでを乱暴に摑つかまれた。あっと思う間もなく門の中へと引っ張りこまれ、大きな木もく蓮れんの幹に押しつけられる。

「鳳徳妃様」

　理美の両りよう肩かたを強く摑んで幹に押しつけているのは、鳳徳妃だった。

「聞いたの？　雪宝林」

　瞬まばたきもせずに無表情に見おろす瞳ひとみが恐こわい。

「すみません。聞こえてしまいました。でも誰だれにも言いません……」

「わたしには、やましいことなどない！」

　かっとしたように再び強く肩を押さえつけられ、理美は顔を歪ゆがめた。細い腕のどこにこんな力があるのかと思うほど強い力に押さえこまれて身動きできない。

　それでも理美は、まっすぐ鳳徳妃を見つめた。

「けれど鳳徳妃様。伯礼様となにか関係がおありだったのですよね？　聞かせていただけませんか？　わたしはすこしでも、今、四夫人のことを知らなければならないんです」

「なぜ、あなたにそんなことを言う必要があるの!?」

「やましくないというなら、教えてください。わたしは鳳徳妃様を含めた四夫人方に、必要な夜食を整えるお役目を授さずかっています。それをまっとうすることが、ここに居場所を得る方法の一つなんです」

「もっともらしいことを。女によ官かんという立場も住み処かもある者が、居場所を得る必要があるの？　務めなどなくとも、居場所くらいはあるはず」

「どんな立場があっても、住める房ぼうがあっても、誰にも必要とされず周囲に受け入れてもらえなければ、その者に居場所はないんです。わたしは務めがあるから、居場所を得られました。これを失いたくはないです」

　ふと鳳徳妃の瞳が揺ゆらぐ。

「それは和国人だから？　あなたが」

「和国にいた幼い頃ころにも、わたしには居場所がなかったんです。けれど和国で務めを与あたえられて居場所ができました。ただ崑国に来てまた居場所を失って、また居場所がほしくて。やっと今すこしお務めを与えられて、居場所らしきものを得られたんです」

「務めがあることが、居場所？」

　くすっと自じ嘲ちようするように、鳳徳妃は笑う。理美の肩を摑んでいた手を放すと、鳳徳妃は目をそらして背筋を伸のばす。

「女官も大変らしいわね。四夫人同様」

「鳳徳妃様。わたしは、やましいことがないというお言葉を信じます。だから教えて下さい」

「しつこいな、雪宝林も」

　ため息いきをつくと、鳳徳妃は淡たん々たんと告げた。

「わたしの母と伯礼の母であった蔡徳妃が従姉妹いとこ同士。二人は鳳家の縁えんに連なる蔡家の姫ひめ君ぎみたちで、わたしの母は蔡家から鳳家へと嫁とついだ人。それだけのこと」

「昔から伯礼様のことは御ご存ぞん知じで？」

「聞いていたんでしょう？　知っていたわ。あなたは、鳳家のことは知ってるの？」

「朱西様から聞いたのは、鳳家は五十年前に生まれた双ふた子ごの公子の一人が初代となった家と。皇こう帝ていたる龍りゆう家の次に高貴な王族だと」

「龍家の次に高貴と言えば聞こえはいいが、結局は帝てい位い争いに敗れた双子の一方が臣下となって鳳姓せいを賜たまわったわけだからね。鳳家では本来、自分たちこそ皇位を継つぐべき家系だという自負があるの。だから皇帝の代だい替がわりの際には常に嘴くちばしを容いれていられたけれど、今はそうはいかない。鳳家の直系が絶えているから」

「絶えた？」

「先代当主の一人息むす子こ───要するにわたしの伯お父じが出しゆつ奔ぽんし、直系がいなくなった。困ったことでしょう。そこで鳳家は帝位交代に嘴を容れる代わりに、姻いん戚せき関係のある姫君を後宮に入れ、その姫に公子を生ませて将来は皇帝に据すえ、遠回りであれ鳳家の血筋が帝位につくことを望んでいる。そしてそのために最初に後宮に送りこまれたのが伯礼の母、蔡徳妃だった」

　伯礼の母が鳳家ゆかりの姫であったなら、伯礼は鳳家の系統ということ。

「けれど蔡徳妃が自害して、伯礼が皇位継けい承しよう権を失ったからね。鳳家は今度こそはと意気ごんで、わたしを後宮入りさせた。でもね」

　きっ、と鳳徳妃はふり向く。木蓮の青々とした葉の隙すき間まから、彼女の白く美しい頰ほおに光のまだらが落ちる。

「伯礼がまだ公子であったとき、わたしは母に連れられて、頻ひん繁ぱんに蔡徳妃と伯礼に会うため後宮を訪ねていた。表向きは仲の良い従姉妹同士の茶会だったけれど、実は鳳家の謀はかりごと。いずれ皇位を継ぐと目されていた伯礼に、わたしを引き合わせるのが目的。鳳家の血が入った皇帝に鳳家の皇后が添そえば、完かん璧ぺきだと思ったらしい。わたしは初めて彼と引き合わされたときから、彼の妃きさきになるのだと教えられた」

　頭上の蟬せみの声をうるさいほどに浴びながら、鳳徳妃は堂々と続ける。

「わたしは幼かったから、そうなのかと納なつ得とくしたわ、愚おろかなことに。伯礼はわたしに優やさしくしたし、わたしも伯礼に懐なついた。いずれ添う相手だと、幼いながら信じた」

　周囲の謀とはいえ、幼い子供たちは素す直なおにそれを受け止めた。互いに優しく接し、そしてほんのりと互いを好きになったかもしれない。

　しかし伯礼は───。

「伯礼はああなったけれど、鳳家は相手が伯礼でなくともかまわない。とりあえず鳳家の女が陛下の寵を得られれば、鳳家の血の世よ継つぎが生まれるのだからね。だからわたしは後宮入りした。それだけ」

（まるで盤ばん上じようの駒こまのよう。あちらが駄だ目めならこちらへと、勝手に動かされる）

　幼い頃、添う相手だと信じた人との再会は、伯礼も鳳徳妃も辛つらかっただろう。けれど二人は表向き素知らぬ顔で、互いの立場を守り抜ぬこうとしている。

（でも、きっと鳳徳妃様は……まだ）

　人目を避さけ、鳳徳妃は伯礼に声をかけた。どうしようもないとわかっていても、話をしたかったのだ。そしてそんな思いを抱かかえながら、彼女は、宝ほう珠じゆを手にすることを自らの使命と心得、それを最優先し、まっとうしようと決意している。

　強い人だ。そして、なんと哀かなしい決意だろうか。

「まあ、宋貴妃がわたしたちのことを嗅かぎつけているのは驚おどろいたけれどね。おおかた伊内侍監にでも聞いたのだろうけど。あの小こ娘むすめは、ああ見えて聡さといらしいから。力ある者、役立つ者に積極的に関かかわりを持って身内に取りこもうとするようだし」

　ふと余よ裕ゆうの笑えみをみせると、鳳徳妃は挑いどむように問う。

「どう？　納得いった？　わたしと伯礼様の関係はそれだけ。今はただ徳妃と内侍というだけなのだから、やましいことはない。ただ変に邪じや推すいされるのも腹が立つから、話さないだけ」

「納得しました。やましくなど、ないです」

　それは本心だったので素直に口にすると、鳳徳妃は「お帰りなさい」と命じ身をひるがえす。

　ひらりと舞まった領巾ひれの美しさに、胸の痛みを強く感じ、理美は思わず呼び止めた。

「鳳徳妃様」

　足を止めふり向く彼女に、心から非礼を詫わびたかった。言いたくないことを、強がって言わせてしまったことが心苦しい。しかしいくら詫びの言葉を重ねても、白々しくなるだけな気がして、理美は袖そでを探さぐって小さな包みを差し出した。

「これを、お受け取り下さい」

　開いて見せた包み紙には、琥こ珀はくのような肉につ桂き飴あめが光っていた。鳳徳妃は眉まゆ根ねを寄せる。

「なに、これは」

「肉桂の飴です。すっとして夏向きだと食しき学がく博士は言ってくれました。心が落ち着く香かおりです」

「飴ね。子供だましのものを」

　皮肉な微び笑しようの鳳徳妃は、それでも一ひと粒つぶ飴をつまんで夏の陽ひざしに透すかす。美しい色だ。それは伯礼の瞳の色に似ている。

「一つだけもらう」

　潔いさぎよく一粒だけ口に入れ、鳳徳妃は再び背を見せた。理美は包みをしまうと腕うでを交差させ、深く礼をとり、彼女を見送る。

（鳳徳妃様は最後に一度だけ、「伯礼様」と口にした）

　無意識だろう。全すべてを問題なく話し終え、理美の表情から納得する気配を察したときに、うっかり鳳徳妃らしからぬ失敗をしたのだ。

　鳳徳妃は伯礼のことを「伯礼様」と呼び慣れていたのだろう。だから思わず出てしまったのだ。しかしそうやって慕したわしげに呼び慣れるほどに、二人の間は近かったということ。

　太白宮に初めて訪ねたとき、鳳徳妃は理美を脅おどしつけるように高圧的に振ふる舞っていた。それは自らの使命で自らを縛しばる、痛みを伴ともなう決意のせいだろうか。

　鳳徳妃は伯礼の姿を見ているだけで、胸が痛むはず。

　せめてもの慰なぐさめで、伯礼の瞳ひとみに似た色の飴を渡わたしたが、あんなものでは彼女の気持ちはすこしも穏おだやかにはならないだろう。

（鳳徳妃様に必要なものは、なんだろうか……鳳徳妃様が欲しいものは、なんだろうか）

　思考の淵ふちに沈しずむように、深く考えてしまう。

（もし鳳徳妃様が宝珠を盗ぬすむとしたら、その目的はなんだろうか。あれほどの強い決意があるからこそ、盗んだ？　それとも、宝珠に手を出してはいないの？）

　ますます、わからなくなりそうだった。
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　余淑しゆく妃ひ、鳳徳とく妃ひ、温賢けん妃ひの三名が最も疑わしい。それは間ま違ちがいないと思われた。

　しかし三人の宮きゆう殿でんは宝珠消失の直後、徹てつ底てい的に家や捜さがしされたにもかかわらず宝珠は発見されなかった。

　もしその三人の誰だれかが宝珠を盗んだのだとしても、その目的がわからない。また、どうやって鉄てつ格ごう子しを開くことなく宝珠を盗んだのかも謎なぞのまま。

　面めん倒どうな状じよう況きようなのは確かだ。

　内侍省が宮殿を捜してなにも出てこなかったのだから、再び三人が怪あやしいと、おおっぴらに追つい及きゆうすることは難しい。

「明めい来らい告こく地ちまでに、見つければいいのです」

　淑妃、徳妃、賢妃が疑わしいと知った朱西は、自らを鼓こ舞ぶするようにそう口にした。

「まだ夏は終わりません。俺たちは毎夜彼女たちと顔を合わせます。彼女たちの動向も、時間をかけて探りましょう。そして、見つけるんです」

　と。

　幸いにも時間はある。最悪、明来告地までに宝珠の在りかがわかればいいのだ。

　毎夜四し夫ふ人じんに夜食を饗きようすること。そしてその間に、淑妃、徳妃、賢妃の様子を探り、誰の手に宝珠があるのか確かめること。それは理美と朱西がやるしかない。そう決意したにもかかわらず、それから十五日以上もの間、なんの手がかりも摑つかめずに時間が過ぎていた。

　当然、打てる手は打っている。

　朱西は丈鉄に依い頼らいして、三人の宮殿を徹底的に探らせた。理美は老侍じ女じよの情じよう報ほう網もうを使って、淑妃、徳妃、賢妃の侍女たちから変わったことはないか情報を聞きだそうとした。

　しかし丈鉄はなにも発見できなかったし、侍女たちからも特別な話は聞き出せない。

　それでも理美は諦あきらめず、ちょくちょくと四夫人の宮殿へ、まんべんなく顔を出す。なにか手がかりが得られないかと思ってのことだ。

　宋貴き妃ひはあれ以来なんとなくつんけんしているし、鳳徳妃はいつもの、冷ややかな視線で小こ馬ば鹿かにするような態度だ。余淑妃と温賢妃の宮殿でだけは歓かん迎げいを受ける。しかしそれはそれで、彼女たちを疑いながらの訪問なので、心苦しい。

　今日も余淑妃の住まう太曜宮に顔を出すと、淑妃は大喜びで、理美を寝しん室しつにまで入れてくれた。札遊びをしようと誘さそわれ、寝しん台だいの上に引っ張り上げられる。

「わぁ、お姉様！　なんて絶望的に弱いのかしら！」

　二人きりの札遊びが始まって、速そつ攻こうで八連敗した理美に、余淑妃は嬉うれしそうな顔をした。

「どうしてですかね。余淑妃様に勝てない理由が、さっぱりわかりません」

　札を置くと、余淑妃は悪戯いたずらっぽく笑ってにじり寄ってきた。

「お姉様はご自分で気がついていらっしゃらない？　お姉様は鬼おに札ふだを引くと、ひくひく鼻が動くんだもの」

「えっ！」

　余淑妃は理美の鼻をちょんと突つついて、笑い転げ、ことりと理美の膝ひざに頭を乗せた。

「お姉様のお膝は気持ちいいわ」

「そそ……そ～ですか～」

　笑顔が微び妙みようになってしまうのは、この手の経験が初めてだからだ。

（なんというか……恋こいされているような、奇き妙みようさ……。でもこの無む邪じや気きそうな淑妃様も、宝ほう珠じゆを盗んだ可能性があるのよね）

　はやく宝珠を見つけなければならないと、常に心の隅すみに焦あせりがある。

　毎夜四夫人は、欠かさず夜食を食べに来る。淑妃も毎夜「おいしい」と朗ほがらかな笑顔を見せている。そうやって四夫人たちが夜食を食べてくれることだけが、理美の唯ゆい一いつの息いき抜ぬきと言えば息抜き。楽しみと言えば、楽しみ。夜食を準備している間は、すこしだけ宝珠のことが頭から離はなれてくれる。

（淑妃様は毎夜の夜食に満足されているみたい。他ほかのお三方も、毎夜おいでくださるのだから、きっと満足している。でも……淑妃様も他のお三方も、あのときの陛下や伯礼様のような雰ふん囲い気きにはほど遠いのも確かなのよねぇ）

　顕シエン湯タンを饗したときの祥飛と伯礼のことや、姉斎さい宮ぐうのことを思い出す。心から満足している人の顔は、どこか違ちがう。四夫人たちは上っ面つらだけは満足してるが、心の奥底では何も足りてない。きっと本人たちすらもわからないものが、足りていない。そんな気がするのだ。

　だから毎夜饗している夜食に、自分で納なつ得とくできないところがある。

「あ、あの淑妃様？」

　あまりにも長い膝ひざ枕まくらに脚あしが痺しびれてきたので、遠えん慮りよ気味に注意を促うながす。すると余淑妃は「もうちょっとだけ」と甘えるように、頰ほおをすり寄せる。

（お可か愛わいらしいんだけど……こんなご様子で、陛下の寵を得ることが目的の後宮に入ることを嫌いやがられなかったのかしら）

　それが不思議だ。

「淑妃様は以前、男の方がお嫌きらいだと仰おつしやっていましたけど。昔からですか？」

「そうねぇ」

　ごろりと顔を仰あお向むけ、昔を思い出そうとするような目をした。

「ううん。昔は、清潔で賢かしこくて優やさしくて美しい男性がこの世にいて、そのお方と添そい遂とげることを夢に見てたことがある。小さな頃ころはそんなお方がいるって、教えられてた。わたしたちの手には届かないけれど、皇こう帝てい陛下とかね。七つくじでわたし『花得る』を引いたけど、嬉しかったもの。素す晴ばらしい男性と巡めぐり合えるかもって」

　そこで言葉を切り、余淑妃は呟つぶやく。

「そんな花のようなものがあれば……まだ世の中は捨てたもんじゃないのでしょうけど」

　彼女の口にする花は、清潔で美しい男性だろう。男が嫌いと言いながら、彼女は心のどこかでは、そんな男性もこの世にいて欲しいと願っているようだった。

　しかし余淑妃が七つくじで引いたのが『花得る』ということは、宋貴妃と一いつ緒しよだ。

「七つくじの札は何種類くらいあるんですか？」

「庶しよ民みんは基本、百五十種類よ。貴族だと六百とかいうわねぇ。うちは見み栄えを張って、六百種類を用意したけど」

（六百……？）

　その数に違い和わ感かんを覚える。

「でも、わかっちゃったの。大きくなると、男ってみんな野や蛮ばんで幼よう稚ちで強ごう欲よくで、臭くさくて、最悪だって」

「なんでそんな極きよく端たんな」

「お父様よ。わたし、お父様が大嫌い。強欲で野蛮で幼稚で、臭くて、最悪。大嫌い。都一の商人なんて言われていても、意い地じ汚きたないだけの人だわ。あの人を見ていたら男の本ほん性しようを見てしまった気がした……。ねぇ、教えてあげましょうか」

　悪戯っぽい目をして、余淑妃は口元を歪ゆがめた。面おも白しろがろうとしているようなのに、隠かくしきれない嫌けん悪お感かんが口元に見えた。

「お父様は、わたしと年がいくらも違わない宋貴妃をお嫁よめに欲しがったの。宋家の当主にお金を積んで妻に欲しいと言ったのだけど、勿もち論ろん断られてたわ。でもね」

　そこで余淑妃は言葉を切り、冷めた目になる。

「宋家の当主は、『麗季が陛下の寵を得られなければ宋家の恥はじ。数年経たっても懐かい妊にんしなければ後宮から暇ひまをもらう。他の妃嬪と比べられて惨みじめな姿をさらすくらいなら、馬維順の妻に下げ渡わたす』と言ったそうよ」

「そんな……」

「そうなのよ。お父様に限らず、宋家の当主だってそうなの。男って、そんなものなのよ。だから大嫌い。大嫌いだわ」

　潑はつ剌らつとして無邪気なはずの余淑妃が、吐はき捨てた。心の底に凝こり固まった憎ぞう悪おを吐き出すようだった。

「わたしは、余家の養女になって後宮入りして、陛下の寵を得ろと命じられたのよ。ね、強欲でしょう。皇帝陛下も男だから、わたしは陛下の寵を得る気なんてさらさらない。けど男のいない世界へいけるなら嬉しい限りだったわ。喜んで後宮に来たもの。お姉様みたいなお可愛らしい方に出会って、楽しく過ごしたかったのよ」

　誇ほこり高く傲ごう慢まんに見える宋貴妃にも、そんな事情があったことに驚おどろいた。あれほど熱ねつ烈れつに美しい皇帝を慕したう少女が、父親ほども年の離れた男の妻にと望まれたとしたら、その嫌悪感はいかばかりか。

　そして男を毛け嫌ぎらいする余淑妃は、とても清潔な少女だ。この清潔な少女は、汚きたないものが許せなかったのだ。

「わたしは、後宮から出たくない。陛下に寵を与あたえられたら困るけど、ここにいたいの。ねぇ、どうしたらいいのかしら。他の四夫人が次々に後宮を出ることがあれば、わたしはとりあえず残れるかしら？　わたし以外の四夫人が陛下に嫌われるように仕向けるとかできないかしらねぇ。その上でわたしはその辺の石ころみたいに、陛下に気づかれもしない存在になる方法がないかしら」

「他の方々に悪さをするような考えは、あまり賛成できませんけど」

「そうでしょうね」

　ぺろりと余淑妃は舌を出す。

（やんちゃなことは仰るけど、純じゆん粋すいでお可愛らしい方）

　さらりと額にかかる髪かみを撫なでてあげると、余淑妃はくすぐったそうに笑う。

　傲慢に振ふる舞まっていながらも、皇帝の寵を得られなければ恥と見なされる宋貴妃。

　男が大嫌いな余淑妃。

　繊せん細さいで気き後おくれしながら、おずおずと後宮にやって来た、たおやかな温賢妃。

　そして伯礼と因いん縁ねんある鳳徳妃。

（四し夫ふ人じん全すべてに、それぞれの事情と思いがある）

　それを強く感じると、夜食についての納得いかなさをまた思い出す。

（夜食はきっと、このまま漫まん然ぜんと続けていてはいけない。なにか、もっと、四夫人に必要なものがある）

　不思議と、それぞれの事情を抱かかえるはずの四夫人たちに共通している、なにかが存在している気がしてならない。

（彼女たちに必要な、共通するなにか）

　それがわかれば、彼女たちの諍いさかいの原因となる明めい来らい告こく知ちの序列についても、なにか突とつ破ぱ口こうが見えそうな気がする。しかしそれが見えない。

　そして、宝珠の在りかを示すわずかな痕こん跡せきも見つけられない。

　すべてが行ゆき詰づまっている。深い隧ずい道どうの奥にいて、そこから先へ進めなくて、むやみに岩いわ壁かべをまさぐっているようなもどかしさ。

（急がなきゃ）
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　さすがに朱西も焦りが募つのる。

　今夜も四夫人への夜食を饗きようし、離れに帰ったが、失望は毎日のように大きくなる。

　竹林の間を吹ふき抜ぬける風を受けながら、朱西は居室にいた。卓たく子しの上に灯ともされた一本の蠟ろう燭そくの炎ほのおが、不安定に揺ゆれた。

（明来告地まで、あと十一日）

　指折り数え、憂ゆう鬱うつになる。

　今夜も、四夫人たちの夜食は滞とどこおりなく終わった。

　四夫人たちは夜食の効能にも味にも満足し、毎夜通ってくる。伯礼が給きゆう仕じをしながら、それとなく明来告地の序列に話をふろうとするが、必ず宝ほう珠じゆの消失へと話題が逸それる。

　明来告地のさい、祥飛の隣となりに立つ妃ひ嬪ひんが捧ささげもつ宝珠がなければ無様この上ない。

　いっそ四夫人が明来告地に立つことすらも中止すべきかという話が、ちらほら祀し部ぶから出ているという。それでは序列どころか、誰だれ一人明来告地の儀ぎ式しきに参加できないという不ふ名めい誉よな事態になるのだ。

（本当に俺は、伯礼の部下になるかもしれないな）

　宝珠消失の際、その場にいたという責任は重い。宰さい相しようの子息で祥飛の相談役の侍じ中ちゆうの食しき学がく博士でも、責任逃のがれはできない。宦かん官がんになるのは、責任に比べて軽い処しよ罰ばつかもしれない。

　自分は良い。自ら決意してこの立場に立った。

　しかし可哀かわい相そうなのは理美だ。彼女にはもっと酷ひどい仕打ちがなされるはず。彼女は和国人だ。伊文亮がそう蔑さげすむのと同様に、官かん吏りたちも容よう赦しやはしないだろう。

（だが理美の身を守る方法が、一つだけある）

　それを思うと、鋭するどい痛みを胸に感じる。考えまいとしていたが、もうあまり時間がない。早くその方法を理美に説明し、説得すべきだ。

「あ、朱西様」

　ほとほとと、吞のん気きな足取りで居室にやって来た理美を見てどきりとした。髪が濡ぬれている。湯を使ってきたらしい。温かな肌はだの香かおりを感じ、直視することができずに朱西は視線をそらした。

「今日も疲つかれたでしょう。早くお休みなさい」

「そう思ったんですけど、気になって。四夫人の夜食が」

　理美は涼すずむように戸口に立ち、難しい顔をする。

「四夫人は毎夜おいしいと言ってくれますし、効能にも満足しているように見受けられますよ。それのどこが気になるんですか？」

「なにか足りない気がして。どこか食事そのものを楽しんでいないというか……」

　真しん剣けんな理美の悩なやみが、結局、食事についてばかりなので苦く笑しようしてしまう。

「あと十一日で明来告地です。宝珠も見つけられないこの時に、四夫人の食事が楽しげでないと悩むとは。あなたらしく、吞気ですね」

「すみません。そうですよね。宝珠が見つからなければ、朱西様の身が」

「謝らないでください。俺だけでなく、どちらかというとあなたの身の方が心配です」

「宝珠……見つからなかったらどうしましょう……」

　ふともらした言葉に、彼女の不安があらわれている気がした。それでも彼女は、毎日の夜食の準備だけは手を抜くまいと努めているのだから、それなりに強い精神力があるのだろうか。それとも絶望的なことから、目をそらしているだけか。

（守らなければ）

　強くそう感じる。朱西は彼女の身を守る方法を知っているのだ。その方法を告げ、彼女に自衛策をとらせるべきだ。

「陛下は今夜、もうおみえになりましたか？」

　宝珠消失以降、祥飛は毎日理美のもとへやって来るようになった。相変わらず五ご龍りゆうの確かく認にんだと頑かたくなに言い張っているらしいが、こっそり理美の寝しん室しつへ行き、彼女が起きていればすこし話をして帰り、寝ねていればその寝ね顔がおを見て黙だまって帰る。

「いいえ、まだ。たいがい真夜中近くにおみえになるので」

「理美」

　意を決し、朱西は立ちあがると彼女の前に立って瞳ひとみを見つめる。

「さっきも言いましたが。このまま宝珠が見つからなければ、あなたの身が心配です」

「わたしよりも、朱西様が……」

「俺のことはいい。それよりも、あなたです」

　理美の言葉を遮さえぎり、そして告げた。

「今夜陛下が寝室にいらしたら、陛下に願って寵を得なさい。陛下はきっと拒こばみません」




　　　二




「え……」

　理美の身の安全を確保する唯ゆい一いつの方法は、理美が祥飛の寵ちよう姫きになることだけ。朱西はその結論に達したのだ。

　寵姫になり、もっと良いのは懐かい妊にんすること。いくら和国人でも、宝珠消失の責任があると責められても、皇こう帝ていの子を宿した妃嬪に滅めつ多たな真ま似ねはできない。

「あなたが陛下の寵姫となれば、宝珠が見つかろうが見つかるまいが、あなたは大だい丈じよう夫ぶです」

「なにを仰おつしやっているんですか？　それは、まあ……そのとおりでしょうけれど。そもそも四夫人がいらっしゃるのに、宝林のわたしがなんで」

「四夫人よりもあなたの方が、よほど陛下の身近にいる」

「でも陛下は、わたしなんか珠ちゃんの乳母めのとくらいにしか思ってないはずで」

「いいえ。陛下はあなたに興味がある。五龍のことを別にしても気にしておられる。そのあなたが寵を請こえば、受け入れてくださいます。長年陛下にお仕えしている俺が保証します。だから寵を請いなさい。あなたがもし陛下の寵を心から望んでいなくとも、あなたには必要です」

　断言すると、理美はまん丸な目をして、しばらく無言で朱西を見あげていた。

（俺は酷いことを言っている）

　理美は祥飛に恋こい心ごころを抱いだいているわけではない。それどころか初うぶな彼女は、まだ誰かに恋こいしたこともないだろう。その少女に、好きでもない男の寵を得ろと言っているのだ。

　徐じよ々じよに、理美の大きな瞳が揺れ涙なみだが盛りあがる。

「……朱西様は……それを……お望みですか……」

　震ふるえる声で問われ、たまらなくなる。

（誰が望んでなど……！）

　声をあげそうになり、その声を抑おさえつけて殺すために、思わずだった。目の前の体を抱だきしめた。
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「朱西様……？」

　混乱したように、震える声で理美が呼ぶ。当然だろう。祥飛の寵を得ろと言った矢先に、こうやって抱きしめるのだから、彼がなにをしたいのかなにを考えているのか、わからなくて当然だ。しかしそれは朱西も同じ。自分がなにをしたいのかわからず、混乱していた。理美は祥飛の寵を得るべきだと思っていながら、抱きしめてしまった。

「……俺は、……理美」

　声が掠かすれる。強く抱きしめていると、理美はなにかを悟さとったように、おずおずと手を上げて朱西の背に触ふれる。

「朱西様。わたし……朱西様が勧すすめてくださっても、陛下の寵はいただきません。宝珠が見つからなければ、それはそれで覚かく悟ごします。わたしを庇かばってくださった朱西様だけが罰ばつせられるくらいなら、一いつ緒しよに罰せられます」
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　寵を得ろと言われた瞬しゆん間かんは、胸に鋭い矢が突つき刺ささったようだった。しかしこうやって朱西が混乱した様子で理美をかき抱いてくれると、彼の優やさしさだけがよくわかった。温かい。

（朱西様はただ、わたしを守ろうと考えてくれた）

　きっと彼も、理美が納なつ得とくしていないのに寵を得ることを可哀相だと思ってくれている。だからこうやって抱きしめ、一緒に哀かなしんでくれる。

「俺と一緒にその身を散らせとは、言えません」

　答えた朱西の一言で確信した。彼は優しすぎるのだ。ほわりと笑ってしまう。

「朱西様は、珠ちゃんと似ています。とっても優しいです」

　理美は、神や仙せんに出会ったことはない。知っているのは唯一それに近い存在の神しん獣じゆう、珠ちゃんだけだ。珠ちゃんはとても優しい。朱西はその珠ちゃんと同じくらいに優しいのだ。

　ふと宋貴妃の語った宝ほう珠じゆの物語を思い出す。

　天から降ってきた宝珠は、それを手にして皇帝に愛された皇后に、身を捧げる覚悟をもてと促うながしたのだ、と。

（でも、そんなの変だな）

　抱きしめられ、その優しさを感じながら、理美は気がつく。

（天はそんな無む慈じ悲ひな覚悟を促す？　珠ちゃんみたいに優しい、朱西様みたいに優しい存在が、そんなこと言うかな？　きっと言わない）

　朱西ならば、けしてそんなことは言わない。散さん華げ───身を散らせとはあまりな言葉だ。

　宝珠の言い伝えは間ま違ちがいだ。それはほぼ確信だった。宝珠の名は、そんな無慈悲なことからついた名ではないはず。

（散華……その意味。そして宝珠を作ったのは、天？　きっと違ちがう。天が作ったというのは言い伝えで、あれは素す晴ばらしい職人の手によって作られたもの。そこに、なんらかの天の意思が宿ったにしろ、人の手で作られ、人に名づけられたもの）

　その時、割れた白磁の徳とく利りが脳のう裏りに浮うかぶ。

「あっ!!」

　稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが走り、声をあげた。

「朱西様！」

　朱西ははっとしたようになり理美を見おろす。

「……どうしました」

「どうやって宝珠が盗ぬすみ出されたのか、わかった気がします」

「なんですって？」

　唐とう突とつな言葉に、朱西は目を見開く。

　四し夫ふ人じんに夜食を饗きようした初日の夜。理美は割れた白磁の徳利に触れた。そしてそこで、なにを思ったか。そして散華の言葉の意味をもっと単純に理解すれば───。

「もしわたしが思っていることが正しかったら、どんなに捜さがしても宝珠は見つかりません。きっと見落としています！　だから宝珠は見つけられます！」

「どういうことですか」

「朱西様。丈鉄様のお力はお借りできませんか？　今すぐもう一度、四夫人方の宮きゆう殿でんを調べなおしてもらいたいんです」

　理美は急いで、たった今ひらめいた自分の考えを朱西に説明した。彼はそれを聞くやいなや、「ありえます」と強く頷うなずき、すぐに丈鉄に連れん絡らくをとってくれた。

　急な呼び出しにもかかわらず丈鉄は朱西の依い頼らいを快く引き受け、その夜のうちに四夫人の宮殿へ忍しのび込んだ。そして朝あさ陽ひが昇のぼる前、意外なほどの早さで戻もどってきた。彼の手には、小さく透とう明めいなかけらが握にぎられていた。

「捜す場所さえ間ま違ちがえなけりゃ、わけなかった。すぐに見つかった」

　と、にやりとした。

　丈鉄が持ち帰ったかけらを目の前に、理美と朱西は、やはりと頷きあった。そして夜明け前に今度は伯礼を呼び出したのだ。宝珠が見つかった、と。

　翌朝。理美と朱西は、伯礼とともに四夫人の一人が住まう宮殿へと向かった。







　朝あさ餉げもまだ始まらないほどの早朝。突とつ然ぜん訪ねてきた理美と朱西、伯礼に、温賢妃はいやな顔一つしない。急いで整えたらしい控ひかえめで清せい楚そな薄うす緑みどりの襦じゆ裙くん姿で居室に出てくると、戸と惑まどいながらも優しく柔やわらかな表情で三人を迎むかえる。

　最初から人ひと払ばらいをお願いしてあったので、室内には四人だけだった。

　しかしそもそも、太高宮はほかの宮殿に比べて侍じ女じよの数がすくない。侍女たちも主あるじが騒さわがしいことを好まないのを知っているのか、主の周りにうるさくつきまとったりしないようだ。

「どうなさったのですか？　雪宝林、食しき学がく博士も、伯礼様まで。このような朝早くから。でも嬉うれしいです。こうやって訪ねてくださるのは。いつも静かなので、この宮殿は」

　今日も手ずから夏向きの茶を淹いれながら、温賢妃は微ほほ笑えむ。

　室に吹ふきこむ早朝の風を、ひやりと感じる。朱西と伯礼とともに卓たく子しに着いていた理美はふと、もう夏の盛りが過ぎたのだろうと実感した。

　あと十日で明めい来らい告こく知ちなのだ。朝夕に、秋の気配が混じっている。

「お返しいただきたいものがあって、参りました」

　朱西が告げる。温賢妃は理美の前にお茶を置きながら小首を傾かしげる。

「わたし、食学博士になにかお借りしていましたか？」

「お返しいただきたいのは宝珠です」

　理美が告げた途と端たんに、伯礼の前に置こうとしていた茶器を温賢妃は倒たおしてしまう。卓子の上に、薄緑色の茶が広がる。

「……あ……」

　温賢妃は、粗そ相そうをわびる言葉を言いたいらしく唇くちびるを動かすが、声になって出てこない。理美は袖そでの中に隠かくしてあったものを取り出し、卓子の上へ置く。

　それは昨夜、丈鉄が太高宮の中で見つけたものだ。掌てのひらにすっぽり収まるほどの大きさの、水すい晶しようで作られた細工物の花弁だ。澄すんだ水を固めたかのような純じゆん粋すいな透明さにもかかわらず、花弁の先せん端たんへ行くほどに、ほんのり透明な桃もも色いろに変化する。

　それは石の厨ず子しから消えた宝珠、蓮れん花か散さん華げ宝ほう珠じゆを構成していた花弁。

　伯礼が音もなく席を立ち、居室の壁かべ際ぎわに置かれた小さな薬箱へと歩み寄る。

　温賢妃は震えていたが、伯礼が箱に手をかけるのを見ると「あっ」と声を上げ、制止するように手を伸のばす。しかし彼は薬箱を開く。そして───理美が卓子に置いたのと同様の、水晶の花弁を薬箱の中から取り出し手にしていた。

　昨夜丈鉄は、それらがどこにあるのか、あらかた調べて報告してくれた。そして一つだけ持ち帰り、あとはそのまま残してきたのだという。こうやって、動かぬ証しよう拠ことして突きつけるために。

　水晶の花弁を手にした伯礼は、微笑で温賢妃に問う。

「これでは言い訳できませんね、温賢妃様」

　温賢妃は突然、体の中にある何かが切れたように、へなへなとその場に座りこむ。

「賢妃様」

　理美は慌あわてて彼女を支え、自分が座っていた椅い子すに座らせた。

　朱西は立ち上がり、静かに、しかし有う無むを言わせない断固とした声で問う。

「なぜ、宝珠を盗んだのですか。温賢妃様」

「……わたしは……わたしは……盗んだのでは……」

「では、なんだと？」

「壊こわして……壊してしまった……から……」

　震ふるえるか細い声を聞き、やはりそうだったかと、理美は自分の推測の正しさを確信した。

「温賢妃様はあの夜密ひそかに、宝珠を見にいかれたんですね？」

　優やさしく理美が問うと、温賢妃は頷く。

「宋貴妃様だって、実はその夜、こっそり見にいかれていました。女の子なら誰だれだって伝説の花を間近で見たくなって当然と仰おつしやっていました。それで温賢妃様は宝珠を近くで見て、それで、ご自分のものにしたくなられたのですか」

「いいえ。違う……わたしは、それほど身の程ほど知らずじゃない。ただ、あの宝珠に触ふれたら、もしかしたら……わたしも、陽花皇后のように陛下の寵を得られる可能性が生まれるかもと。それほどではなくとも、すこしでも陛下の興味が、宝珠の力でわたしに向けばと」

　触れるだけ。温賢妃はそう思っていたに違いない。だから鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから、両掌を差し入れ、触れたはず。

「鳳徳妃様が言っていたとおりなんです。わたしは、他ほかの四夫人方のように恵めぐまれてません。陛下に嫌きらわれて後宮から暇ひまを出されるようなことがあれば、帰る場所がないんです」

　長年四夫人の地位にありながら皇こう帝ていの興味を引かない妃嬪は、ある程度の年月がたてば降格させられることがある。そうなればあまりにも不ふ名めい誉よで恥はずかしいこと。いづらくなり、後宮を去ることになる。無論、皇帝の許可がなければできないことだが、興味のない妃嬪が一人後宮を去ると言っても、皇帝は引き留めもせずにあっさり許す。

「父が新しく妻に迎えた人に、わたしは嫌われていて。二度と戻ってくるなと言われています。後宮入りする日に、せいせいするとまで言われました。わたしは陛下の寵がなければ……だから、少しでも……」

　理美は幼い頃ころの自分を思い出す。いつも肩かたをすぼめて、身の置き場がないことに不安を感じていた。理美は姉斎さい宮ぐうのもとへ迎えられたが、温賢妃は違う。

　後宮に入った今でも、けして安心しておられないのだ。皇帝の寵を得られなければ、いつか出て行かなければならない。けれど彼女は他の妃嬪と争うこともできないだろうし、ふてぶてしく、我こそは皇帝の寵を得るべき妃きさきと、自信を持つこともできない。

（だから宝ほう珠じゆにすがってしまった）

　温賢妃は、宋貴妃ほど無む邪じや気きな思いで宝珠を見つめていたわけではないのだ。

「でも触れていたら、壊れたんですね？」

　伯礼が花弁を軽くなでつつ問うと、温賢妃は頷く。ぱたぱたと卓子の上に涙なみだが落ち、彼女は顔を覆おおう。

　あの夜。温賢妃が鉄格子の隙間から手を入れ、無理な体勢で夢中で触さわっていたら、宝珠の花弁が抜ぬけてしまったに違ちがいない。焦あせり戻そうとするとまた別の花弁が抜け、ばらばらになった。

　宝珠を壊した恐おそろしさに、温賢妃はそれを隠し通そうとした。

　鉄格子の隙間からばらばらになった花弁を一枚ずつ抜き取り、宮殿に持ち帰った。

　捜そう索さくしても宝珠が見つからないのは当然。誰もが大きな宝珠を捜さがし、それを隠せるような場所だけに注目した。しかし実際宝珠はばらばらになり、小分けにされ、ほんの隙間とか、薬箱の中とか、ちょっとした場所に隠されていたのだ。

　鉄格子の中から宝珠が消えたのは、法術でもなんでもない。わかってみれば単純なこと。

（温賢妃様には悪意などかけらもなかった。ただ陛下の寵をすこしでも得たいと願った。それは自尊心とか、見み栄えではなくて、ただ後宮でひっそりと生きる場所を得るためだけに）

　理美が疑われ、それを庇かばった朱西が窮きゆう地ちに立たされているこの場でも、理美はただ温賢妃が気の毒でならなかった。

　理美が伊文亮に疑われたと聞いたとき、夜食の席で温賢妃は「そのことを聞いて、とても、とても心苦しくて」と、なぜか自分が悪いことをしたような顔をしていた。そのときはひどく同情してくれるものだとしか思わなかったが、あれは彼女自身が、理美や朱西に申し訳ないと思いながらも、恐ろしくて真実を言い出せなかったからなのだろう。

　顔を覆って動かない賢妃を見る朱西の目も、痛ましげだ。

　なにを考えているのかわからない無表情で、つと宝珠の花弁をなでていた伯礼が、

「宝珠のかけらは、すべて持っておられましょうか？　温賢妃様」

　と問う。温賢妃は無言で頷うなずき、部屋のそこここを指さす。伯礼と朱西が指さされたところを捜すと、そこには宝珠の花弁が隠されていた。戸の隙間や、花か瓶びんの中。衣い桁こうにかけられた襦じゆ裙くんの袖の中。そこから出てきた花弁が卓子の上に並べられた。欠けている花弁はなさそうだ。

　温賢妃の背をなでながら、理美は朱西と伯礼に目を向ける。

「朱西様、伯礼様。温賢妃様はただ、触れただけ。壊したと思って、それを正直に言えなかっただけです。ここで賢妃様を罪に問うことで得られるものは、なにもありません。このことは秘ひ密みつ裏りに処理し、不問にふすことはできますか？」

「君と朱西が一番の被ひ害がい者しやだからね。君たちがいいなら、わたしは目をつぶってもいいけれど？」

「俺も特に、温賢妃様を罪に問いたいとは思いませんが」

　伯礼と朱西の返答に笑え顔がおになりかけた理美だったが、そこで温賢妃が顔をあげた。目からぽろぽろ涙の粒つぶをこぼしながら、興奮した口調でまくし立てる。

「いいえ、いいえ。もう結構です。わたしの罪は暴あばかれました。わたしは宝珠を壊した。大罪人です。雪宝林と食学博士が疑われているときに、名乗り出る勇気もなかった、卑ひ怯きよう者です。そんな大罪人は許されない。罪を償つぐないます。露ろ見けんすればもう生きていられないと、覚かく悟ごは……覚悟はしていました」

　温賢妃を落ち着かせるため、理美は微ほほ笑えむ。

「大だい丈じよう夫ぶです。温賢妃様。賢妃様の罪は、無断で宝珠を持ち出した、ということだけです」

「いいえ、わたしは」

「だって、宝珠は壊れていませんから」




　　　三




「なにを仰るの？　現実に宝珠はばらばらに」

「この宝珠は、もともとばらばらになる作りなんです」

「……え……？」

　目を瞬またたく温賢妃に理美は苦く笑しようした。

「君がやってくれる？　朱西。崑国一の博士ならば、造作もないでしょう」

　伯礼に促うながされた朱西が卓たく子しの上に手を伸のばす。宝珠の花弁に一通り触れ、そして納なつ得とくしたように小さく頷くと、二枚の花弁を手にした。そしてそれをゆっくりと向かいあわせにする。

　ちんと、澄すんだ音が聞こえると、朱西は手を離はなした。すると二枚の花弁が根元のあたりでくっついていた。

　温賢妃が瞠どう目もくする。

「この宝珠は、こうやって花弁を寄せ集めて組み合わせ、一つの形にしてあったんです」

　朱西は言いながら次々と花弁をはめていく。彼の手によって透とう明めいな蓮れん花かが大きく花開く様子を見つめ、理美は笑みがこぼれた。

「蓮花散華宝珠。この宝珠の名は、陛下のために身を捧ささげろと宝珠が促したからついた名だと聞きました。でもそれはおそらく後の時代の人が、都合のいいように解かい釈しやくしただけなんです。皇帝陛下の権けん威い付けの一つとして。でも本当の意味は、この宝珠そのものの性質を名にしてあっただけなんです。この宝珠は、ばらばらになる。散さん華げする宝珠だよって」

　理美は一度、割れた白磁の徳とく利りをつなぎ合わせようと試みたことがある。その時に、割れ目をつなぎ合わせると、まるで壊こわれていないように見えた。

　それを思いだしたとき、はっとしたのだ。散華という宝珠に名づけられた言葉が、単純に散る華はな、すなわち、ばらばらになる華という意味であるなら、きっとこの宝珠は本来ばらばらにできる性質のものでありながら、そうは見えない精せい巧こうな作りになっているのではないかと。

「……あ……ああ……」

　朱西の手が卓子の上から離れると、そこには透明で大きな蓮はすの花の宝珠が現れていた。

　温賢妃は安あん堵どとも哀かなしみとも、感動ともとれる切なげな声を漏もらすと、突とつ然ぜん、わっと声を上げて泣き出して卓子に伏ふせた。







　温賢妃のもとから、宝珠を北ほく嶺れい宮きゆうへと持ち帰った。

　宝珠はいったんばらばらにし、一つずつの花弁を鉄てつ格ごう子しの隙間から差し入れる。そしてその場で、朱西がやったように再度組みあげるのだ。

　鉄格子の隙間に手を入れられるのは、手の細い女性の理美だけだった。そこで理美が宝珠を元に戻もどすことになった。

　その様子を誰だれにも見られないようにと、北嶺宮の門前には朱西が立って見張る。

　伯礼は、理美が宝珠を組み立て終わる頃に偶ぐう然ぜん、宝珠が戻ったことを第三者に発見させようと言い内侍省に帰っていた。宦かん官がんの一人に、宝珠が戻ったことを見つけさせるため、北嶺宮の掃そう除じを段取りするらしい。

（宋貴妃様も、温賢妃様も、この宝珠を見たがった。あの鳳徳妃様だって宝珠は気にしていた。宝珠がなくなったときは、四し夫ふ人じんへの侮ぶ辱じよくとさえ言っていた。そして余淑妃様は、宝珠そのものではないけれど、七つくじの『花得る』の話をしていた）

　ひんやりとした手て触ざわりの宝珠の花弁を、一つ一つ丁てい寧ねいに組み合わせていると、この宝珠を巡めぐる四夫人の思いが見える気がした。

（『花得る』の話をしていたとき、余淑妃様は、まるで失った美しい希望を思い出すような目をしていた。淑妃様だってきっと、幻まぼろしのような美しい男性との恋こいを夢見ていたことがある。それはすなわち、この宝ほう珠じゆが象しよう徴ちようするものだった）

　少しずつ、理美の指先で花が開く。どこまでも透明なのに、花弁の先せん端たんだけがうっすらと、透すけた桃もも色いろへと変わる美しい花。

（宝珠と……七つくじ）

　伝説の宝珠は様々なところで、様々な形で四夫人と関係しているらしい。

（でもなぜこれほど、四夫人だけが苦く悩のうしているの？　四夫人は陛下のために存在するのに。不公平だわ）

　澄んだ音とともに最後の花弁がはまった瞬しゆん間かん、理美はぴりっとした小さな痺しびれを指先に感じる。慌あわてて手を引き鉄格子の中の宝珠を見ると、薄うす暗くらがりの中、宝珠がありえないほどはっきりと見える。まるでそれそのものが発光しているかのように思え、はっとする。

（これは天からこぼれ落ちた花）

　四夫人たちが求めるものは、この花以外にはない。

　その花で得たいものは、一つ。

（皇こう帝てい陛下の愛？）

　それも違ちがうと、理美の中の何かが囁ささやく。

　そして自らの手に残る宝珠の重みに、その存在価値をじわりと感じる。

（ここにある、ということ。しっかりと現実に……とても、とても美しく存在するということ）

　一つのひらめきに、理美は呆ぼう然ぜんとした。

（美しい!?）

　そのひらめきの確かさを保証するように、一いつ瞬しゆんだけ、宝珠の輝かがやきが増したような気がした。

（わたしは……四夫人に必要なものを饗きようすることができる！）

　そう確信した理美は厨ず子しの扉とびらを閉め、駆かけ出す。

　そうか、そうかと、心の中で何度も頷く。そして今までそれに気がつかなかった自分が、馬ば鹿か馬ば鹿かしくさえ思える。

　───あなたは、頭は悪くない。ただ頭がゆるいわね。

　姉斎さい宮ぐうが呆あきれたように、いつも言っていた。

（そうでした、斎宮様。わたしは、やっぱりゆるいんです）

　理美は最初から知っていたのだ。自分はなぜ最初に、四夫人を慰なぐさめる役目は自分の役目だと感じたのか。

「朱西様！」

　門の内側で、何気なく散歩する素そ振ぶりで見張りをしていた朱西のところへ駆け寄ると、第一声に告げた。

「朱西様！　四夫人に本当に必要な夜食がわかりました！　これさえ饗することができれば、明めい来らい告こく地ちまでに四夫人は納得してくれます、きっと」

「待ってください、理美。まず宝珠は元に戻りましたか？」

　声を潜ひそめて問われたのに、力強く頷うなずき返す。

「はい、すっかり！　それで、気がついたんです。四夫人に本当に必要な夜食に」

「……夜食……？」

「はい！　夜食です！」

　目をきらきらさせて朱西を見上げる理美を、朱西は驚おどろいたように見ていた。しかしすぐに気が抜ぬけたような、呆れたような顔になり、ぷっと吹ふき出し、くすくすくすと笑い出す。どうにもそれは止まらないらしく、いったん理美の顔を見るのだが、また顔を伏せて笑う。

「え、朱西様？　どうしました？　なにか？」

「いいえ、ただ。安心して。面おも白しろくて。宝珠のことで、俺たちはあれほど深刻に悩なやみに悩んだのに。終われば、あなたはけろりと忘れて、すぐに夜食なんですね」

　笑いながら、朱西は途と切ぎれ途切れに答えた。すぐになんでも、あっさり忘れてしまう自分を改めて指し摘てきされ、恥はずかしくなって赤面する。

「すみません。わたし、つい」

　ようやく笑いの発ほつ作さが治まったらしく、朱西は眦まなじりににじんだ涙なみだをぬぐいながら、いつもの優やさしい笑え顔がおで理美を見つめた。

「謝らないで。あなたはやはり、聖せい餐さんを饗する仙せんなんですね。神は万ばん能のうですが、仙は一つの業わざしかなせない者。不自由であり、そしてだからこそ仙たりえる」

　慌てて庭木の中を突つっ切ってきたので、理美の髪かみには青葉が何枚もくっついていた。それを一枚一枚丁寧にとりながら、朱西は小首を傾かしげて問う。

「それで、あなたが気がついたことは？　教えてください」

「お夜食を準備したいんです。四夫人に本当に必要なものを。そのお夜食を饗すれば、明来告地の序列に関しても四夫人は答えを出せます。でも準備には、ちょっと時間がかかります」

「なにを見つけたんですか？　理美」

「女の食に必要なのは、効能やおいしさだけではないんです。女は舌だけで料理を味わうのでなく、目や耳や、その場の空気で味わうこともします」

　さらに断言する。

「それと代々の皇帝陛下は、ちょっと甘やかされすぎなんだと思います」
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　その日の夕暮れ。数人の若い宦官が北嶺宮の掃除を仰おおせつかった。その中の一人が広間にはたきがけをしている最中に、石の厨子の扉に触ふれ、半開きだった銅の扉が開いてしまった。

　慌てた宦官が銅の扉を閉めようとしたとき、その奥にはめこまれている鉄格子の向こうに、透とう明めいな蓮の花の宝珠を見つけて腰こしを抜かした。

　後宮は大おお騒さわぎになり、皇帝祥飛のもとへも知らせが走った。

　四夫人たちは全員がそれぞれの意味で安堵した。これで四夫人は、明めい来らい告こく地ちに出られる。

　なぜ宝珠が戻ったのか皆かい目もくわからないという報告を受けても、祥飛は「戻れば良い」と安堵した様子で、それ以上の追つい及きゆうを指示しなかった。報告をした礼れい部ぶ尚しよう書しよは、その祥飛の寛かん容ようさに意外そうな顔をしていた。祥飛の傍かたわらに控ひかえる勅任武官の秦丈鉄が、かすかににやりとしたのには、気がつかなかったらしい。
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　その日の夜。祥飛は丈鉄を連れ、お忍しのびで北ほく嶺れい宮きゆうの離はなれへと出向いた。

　宝珠の件については、奇き妙みようだとは思ったがあえて礼部尚書にはなにも指示しなかった。

　宝珠が見つからなかった場合、理美と朱西が責任を問われることを祥飛は恐おそれていた。あの二人がなんとか宝珠を見つけられないかと、丈鉄にも手を貸すようにと指示した。

　その結果こうやって宝珠が戻もどってきたのだから、きっと二人の手て柄がらなのだ。

　しかしそのことを丈鉄に問いただしても、「俺からは、なんとも。理美か朱西にお訊ききください」と、ぺろりと舌をださんばかりの、ふざけた態度でいなされた。

　まずは理美と朱西に、宝珠の真相を訊こうと思っていた。

「なにをしている？」

　竹林に面した居室に足を運ぶと、理美と朱西、伯礼までもが卓たく子しに向かって、必死に細かな作業をしていた。指先ほどの小く白い滑なめらかな陶とう器き玉に、せっせと文字を書いている。

　立ちあがろうとする朱西と伯礼、理美を、そのままでいいと手で制す。

「なんだ、これは。三人揃そろってなんの準備だ」

「四し夫ふ人じんへ饗する夜食の準備です」

　自じ慢まんげな様子の理美に、眉まゆをひそめる。

「とても食い物に見えぬ。こんな陶器の粒つぶを食うとは、四夫人は妖よう怪かいか」

「陛下、御ご存ぞん知じないんですか？」

　理美が目をぱちくりさせるので、彼女よりも知らないことがあるのは屈くつ辱じよく的な気がしてむっとする。

「四夫人に饗する夜食で、これを使ってちょっとした工く夫ふうをするんです。宝珠も戻りましたし、明日の夜食は盛大に庭院にわでやりたくて。ちょっとした宴うたげです」

「相変わらず、食うことしか考えてないのか、おまえは。その宝珠は、おまえたちが取り戻したのだろう。誰だれが盗ぬすみ、どうやって取り戻した」

「それは明日、四夫人の宴でご報告しましょう」

　朱西が落ち着いた様子で告げるその余よ裕ゆうが、いけ好かない。朱西は祥飛にあれを食えこれを食えと、幼い頃ころから命じてくるので、彼の言うことはなんとなく聞かなければならないような習慣がついている。しかしよく考えれば、なぜ自分は朱西に対して、これほど従順なのか。

「今申せ、朱西」

　すこし反はん抗こうしてみたくなるが、朱西はいつもの澄すました顔で首を横に振ふる。

「そのように焦あせられなくても大だい丈じよう夫ぶです。宝珠は戻って参りましたから。それよりも、丈鉄をお貸し下さったこと、嬉うれしかったです、陛下。感謝いたします」

　そうして微び笑しようを返されると、怒おこられるよりもやりにくくなり、祥飛は顔をしかめた。

「別に、おまえたちのためではない。国の宝が消えたとあっては、宮きゆう廷ていの恥はじだからだ」

「そうですね」

　と見み透すかす瞳ひとみで返されたので、そっぽをむく。

「そうだ。陛下も伯礼様も、見み世せ物ものになるのはお得意ですか？」

　唐とう突とつに理美が馬ば鹿かな質問をするので、朱西が途と端たんに余裕をなくして青ざめる。「なんと、大だい胆たんな質問だな」と丈鉄は苦笑いした。

　伯礼が首を傾げる。

「衆しゆう人じん環かん視しの状態で、衣きぬを一枚一枚脱ぬがされるとか、過去に書いた恥ずかしい恋こい文ぶみを音読させられるとか？　そんなものが得意だとしたら、なかなかの変態だけれどね」

「皇こう帝ていたる余に、見世物になるのが得意かと訊いてくる女を前に冷静でいられるのは、おまえが心の底から惚とぼけている女だと、余が知っているからだぞ」

　当然、祥飛の眉み間けんにも皺しわが寄っていた。

「見世物っていうのは、なんていうか、舞ぶ台たいの上から観みている人たちを喜ばせるような出し物ということで」

「それは見世物ではなく余興です、理美」

　ひそりと朱西が訂てい正せいしたので、理美は慌あわてて言い直す。

「そう、それです。余興です」

「余興など、考えたこともないわ」

　すると伯礼が、おやというように片眉をあげる。

「そうでしたか？　陛下の剣けん舞ぶはお上手ですよ」

「貴族の男なら誰でも嗜たしなみとしてやる程度だ。おまえもするではないか。おまえは達者だ」

「剣舞！　いいですね、素す敵てきです」

　理美はぽんと手を打ち、それからふと真しん剣けんに祥飛を見つめる。

「陛下はこれから、珠ちゃんを確かく認にんに行かれますか？　珠ちゃんは寝しん室しつで寝ねてます」

「無論だ。そのために来た」

「ではご案内します。陛下には、お願いがありますし」

「願い？」

　小さく、心臓が鼓こ動どうした。今まで、理美が祥飛にお願いなんかしたことはない。

　丈鉄にそこで待てと命じると、祥飛は理美のあとについて寝室へ向かう。

　細い背中と揺ゆれる長い髪を見つめて歩いていると、微かすかな期待が芽生える。寝室で妃ひ嬪ひんが皇帝に請こうことは、一つしかない。そんなふうに祥飛は教育されていた。

（……まさか……まさか理美は）

　寝室に入ると、室内は暗かった。

「あれ？　珠ちゃん？　寝てたはずなのに」

　月光でうっすらとものの姿が見える。寝しん台だいの上に五龍の姿はなく、理美は慌てて寝台に駆かけ寄ると掛かけ布ふをめくる。

「あれ、変……ここで寝てたのに。珠ちゃん～、珠ちゃん～」

「もう、よい。五龍はあとでよい」

　背後から、掛布を握にぎる理美の手首をとる。

　いいんですか？　と、きょとんとするので焦じれったくなる。

「よいと言っている。それよりも、おまえの願いを聞く。申せ」

　問う声が期待に掠かすれる。理美は掛布を離すと、手首を取られたままこちらに向きを変え、

「陛下。お願いがあります」

　と、ほわりと笑う。

　そして語った彼女の願いは、祥飛の期待したものとはまったく違ちがっていた。
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（また大変なことを思いついたものだな）

　せっせと細かな作業を続けながら、朱西は苦笑する。

　理美は明日の夜で、この夏のすべての決着をつける腹づもりらしい。理美は自らの案を朱西と伯礼に説明し、協力を求めた。朱西も伯礼も彼女の提案に異論はなかったし、むしろそうあるべきだろうと納なつ得とくした。

　しかし問題は朱西と伯礼、二人の協力だけでは、明日の決着はつかないということだ。

　最も必要なのは、皇帝祥飛の協力。そしてさらに必要なのは四し夫ふ人じんの資質。

（もし四夫人たちが理美の期待したような女性たちでなければ、決着はつかない。先代皇帝の御み世よとおなじく、悲劇が起こるかもしれない）

　四夫人の資質を試ためそうというのだから、考えてみればとことん失礼な話かもしれない。

　失礼と言えば、今寝室で、理美が祥飛にしているはずのお願いも、空前絶後の失礼さだろう。失礼は理美の専売特許だ。

　丈鉄は理美の寝室の気配を覗うかがう素そ振ぶりをしていたが、なにも騒さわぎが起こりそうにないとわかると、肩かたをすくめて椅い子すに座る。

「おい、お二人さん。理美は陛下に何のお願いだ？　あの様子じゃあ、色っぽいお願いではなさそうだが」

「まあ、俺たちではとうていお願いできないようなことだ」

　朱西の答えを聞きながら、丈鉄は小さな陶器を手にして首を傾かしげた。

「おい、これはおかしくないか？」

　魅み惑わく的な微笑で、伯礼は首を横に振る。

「いいえ、なにもおかしくありませんよ丈鉄」

「ふうん、なんだかな。おまえさんたち、またなにを企たくらんでる」

　探さぐるような丈鉄に、朱西は答えた。

「この夏に、決着をつけることを望んでいるだけだ。それは、きっと陛下のためになる」
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　夕暮れ。北ほく嶺れい宮きゆうから澄んだ鐘かねの音が響ひびく。四夫人へ夜食を饗きようする準備ができた合図だ。

　夜食が始まった頃には、熟うれたような夕焼けと、熱気をはらんだ夜風が吹ふいていた。だが今は既すでに秋の気配がある。

　陽ひが沈しずむのが早まり、空は深ふか紫むらさきの夜の色を滲にじませる。吹く風は涼すずしい。

　鳴く虫の声は種類が変わっていた。澄すんだ声で鳴く虫たちが活発になる。

　北嶺宮に集まった四夫人は、門前で伯礼に出で迎むかえられた。

「宝ほう珠じゆが戻もどって参りました祝いに、今夜は趣しゆ向こうを変えて夜食を饗したいと、食しき学がく博士と雪理美が準備いたしました」

　にこやかに伯礼は告げ、供の侍じ女じよたちには、それぞれの宮きゆう殿でんで待つようにと指示をした。侍女たちは門前で引きあげさせられ、四夫人だけが門を潜くぐることを許される。

　四夫人は北嶺宮の門を潜り、目の前の庭院にわのしつらえに目を瞠みはった。

「わぁ、素敵」

　無む邪じや気きに余淑しゆく妃ひが声をあげた。宋貴き妃ひも瞳を輝かがやかせ、鳳徳とく妃ひも「おお」と感かん嘆たんの声を漏もらす。温賢けん妃ひはすこしだけ笑え顔がおになるが、すぐに自分に笑顔を見せる権利などないというように顔を伏ふせた。

　庭院のあちこちに八角灯が灯ともされ配置されている。植えこみの際や池の周囲、太たい鼓こ橋ばしの上。不規則に配置されているそれは、まるで暗くら闇やみにぽつりぽつりと落ちた、昼間の太陽の名残なごりの光の滴したたりのよう。八角灯の中で揺れる蠟ろう燭そくの炎ほのおの揺らめきが、草木の陰いん影えいにめまぐるしい変化をつけて美しい。

　四夫人たちは太鼓橋へと導かれる。

　太鼓橋の中央の一番高い部分は平たく円形になっており、そこに円形の卓たく子しが置かれていた。いつものように席は四つ。

　その席に着くと、暗い銀色に輝く池の表面と皇后蓮はすの白い花、緑の葉が見下ろせる。蓮の葉の下をときおり、ゆらりと泳ぎすぎる魚の鱗うろこの煌きらめきがある。

「すごいわ」

　周囲を見回しながら宋貴妃が呟つぶやく。

　池の右手に建つ二層の舞ぶ台たいにも明かりが入り、五色の吹き流しが舞台の四よ隅すみで揺れている。それが一層、この庭院を華はなやかに見せている。反り返った朱しゆ色いろの屋根の軒のき端ばに揺れる銅の飾かざりが、しゃらしゃら澄んだ音を立てていた。静かで華やかな夜の宴うたげだ。

「なにが始まるのだろうね」

　鳳徳妃は期待顔だ。余淑妃はそわそわしている。温賢妃は不安そうだ。

（おそろいになった）

　舞台のかげに控ひかえていた理美は、緊きん張ちようが高まる。

「朱西様。もし四夫人が全すべてを受け入れなければ、絶対にこの夏の決着はつきません。そうなったら……」

　背後に立つ朱西をふり返ると、彼は勇気づけるように頷うなずく。

「そうなれば、また考えればいいのです。それこそ今度は、闘とう技ぎ場でも用意して殴なぐり合いをしていただきましょう、四夫人に」

　冗じよう談だんめかした言葉に緊張がわずかにほぐれ、ほわっと笑う。

「さあ、お行きなさい」

「はい」

　軽く目を閉じると、遠い海の向こうにいる姉斎さい宮ぐうに囁ささやきかける。

（斎宮様。わたしのゆるい頭で、精せい一いつ杯ぱいのことをいたします）

　すると姉斎宮の声が、聞こえた気がした。

　───神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味うましの宮みやよ。

　息を吐はき、吸う。

　四夫人たちは今までの夜食の効能と味に満足していた。それは彼女たちが、本当に自分たちに必要なものすら、わかっていないからだ。

　今夜、理美は彼女たちに自身すら知らない、彼女たちに必要なものを饗する。

（はい。斎宮様。承知しました）
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　目の前に立つ理美の細い背中がぴんと伸のび、彼女の身に纏まとう気配が変わる。

（聖せい餐さんを饗する仙せんが、現れた）

　ぞくりとする。朱西が彼女の気配の変化を目まの当たりにするのは二度目だ。その変化を朱西は、美しいと感じた。彼女の背中しか見えていないのに、その佇まいが美しく変わる。

「この場は、あなたが仕立てたもの。あなたが支配なさい」

　囁くと理美はふり返り、こくんと頷く。

　そしてすっと庭院へ歩み出す。大だい胆たんで静かな、聖餐が始まる。
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　理美が庭院に踏ふみ出すと、伯礼が四夫人に礼をとり庭院からさがる。理美はするすると太鼓橋へと歩み、四し夫ふ人じんたちの席へ向かうと腕うでを交差させ、綺き麗れいに深い礼をとる。

「ようこそお越こし下さいました。今こ宵よいは、四夫人に楽しみを饗したいと存じます」

　それを見計らい朱西と伯礼が、大きな朱しゆ塗ぬりの盆ぼんを、二人かがりで運んでくる。それを卓子の上へ置くと、四夫人が全員同時に声をあげた。

「これは七つくじね、お姉様！」

「へぇ、なんの余興？　雪宝林？」

「懐なつかしい……」

「あら、子どもっぽいわ。まあ、嫌きらいじゃないけど」

　それぞれの反応はあれど、全員がその七つくじの経験があることだけはわかる。

　盆の上には六百もの、白く小さな焼き菓が子しが載のっている。それは小麦と砂糖を練って薄うすくのばした生き地じの中に陶とう器きのくじ札を入れ、風船のように包み、焼いたもの。菓子はほろほろとした食感で、素そ朴ぼくな甘さの焼き菓子だ。

　伯礼と朱西がさがると、理美は微ほほ笑えむ。

「今夜は、舞まいの余興もご用意しました。これからあちらの舞台で、伯礼様ともうお一方が剣けん舞ぶをご覧にいれます。剣舞をご覧になりながら、まずはそちらのお菓子をお楽しみ下さい」

　理美の目配せで朱西が舞台にあがる。彼は琴ことを携たずさえており、それを舞台に設置すると静かに弾ひきだす。

　音は極力控えめに。舞台上にいても、四夫人たちの話し声が聞こえるほどの静かさだった。

　琴の音にたぐり寄せられるように、舞台の上手と下手から、伯礼ともう一人の姿が現れた。

　双そう方ほうとも、剣舞用の装そう飾しよく的な軍装を身につけ、髪かみは高く結ゆって背に流している。軍装は金糸銀糸が織りこまれた華やかなもので、厳いかつさはなく、引き締しまった華か麗れいさと艶あでやかさが際きわ立だつ。

　肩かたや腰こしにいくつもついている柔やわらかな絹の装飾布が、動きに合わせて吹き流しのように揺ゆれる。その布の流れが華麗かつ勇ましい。

　彼らの手にあるのは、刃やいばがしなる幅はば広ひろの偃えん月げつ刀。

　妖よう艶えんな美び貌ぼうの伯礼が軍装を身につけると、軍装と妖艶さのちぐはぐさが、さらに彼を魅み惑わく的にする。もう一人の舞まい人は、鼻から上を覆おおう仮面をつけていた。その体のしなやかな細さから、宦かん官がんの一人だろうかと思えた。顔を隠かくすことでもう一人の軍装姿も、いやに色いろ香かが際立つ。

　息を合わせ、二人が舞い出す。

　偃月刀がしなり軍装の布が宙に流れる。二人の舞手の達者なことは、ひと目でわかる。彼らは軍装の袖そでや布の流れも考こう慮りよに入れ、効果的な身ごなしをする。ゆるりと舞い、するどく刃を繰くり出し、互たがいにぎりぎりでかわす。

　四夫人たちが全員、手をうって喜ぶ。彼女たちの雰ふん囲い気きが一気に砕くだけたのを見計らい、理美はすすめた。

「みなさま、くじを引いて下さい」

　思い切りのいい鳳徳妃が、真っ先に手を伸ばす。

「わたしは七つのときに『花得る』を引いたんだからね。今夜も『花得る』は、わたしのものだ。きっとね」

　その言葉を聞いて理美は、すこし哀かなしい気持ちと共に、自らの推測の正しさを確信した。

（どうか。四夫人たちがその事実を、受け入れてくれますように）

　心の中で祈いのる。もし彼女たちが事実を受け入れたなら、きっと彼女たちの心をもっと自由にして、もっと幸せにできる。

「あら、わたしも『花得る』を引いたんだもの。きっとわたしよ」

　と宋貴妃が手を伸ばそうとすると、余淑妃が目を丸くする。

「それなら、わたしも同じです」

　三人が顔を見合わせ、温賢妃に目を向ける。

「あなたは？　温賢妃様。七つの祝いの七つくじで、なにを引いた？」

　鳳徳妃の問いに、温賢妃はおずおずと、

「『花得る』です」

　と答えた。宋貴妃は目を丸くした。

「まあ、なんて偶ぐう然ぜん。でもやはり、七つくじはその女の運命を的確に占うらなうものなのね。四夫人みんなが『花得る』を引くんだもの」

　すると鳳徳妃がきらりと目を光らせる。

「ではここで『花得る』を引いた者こそ、本当の意味で宝ほう珠じゆを手にする権利があるということでしょう？」

　余淑妃が、理美を見やって首を傾かしげる。

「なあに、お姉様。結局、序列はくじ引きなの？」

「そんな意図で用意したものではありません。ただみなさまに、知って欲しくて」

「……知る？」

　理美の言葉に、温賢妃が不安げな顔をする。

「でも、七つくじが運命を的確に占うと、わたしたち四人が証明したようなもの。ここで『花得る』を引けた者が、圧あつ倒とう的に運命に選ばれたということ。もし自信がおありなら、引きましょう。宋貴妃様も」

　挑ちよう発はつするような鳳徳妃の言葉に、宋貴妃はむきになって答えた。

「ええ、運命はわたしを選びます。恐おそろしくなんてないわ。信じているもの」

「では、引きますぅ？」

　余淑妃は渋しぶ々しぶのように言い、温賢妃は「よろしいですか」と宋貴妃に問われると、自信なさそうにこくりと頷うなずいただけ。

　四人の手が伸び、六百の中からそれぞれ一つを選ぶ。

　その間も琴の音は続き、舞ぶ台たいの上で舞手は、ゆるく鋭するどく舞っている。

　四人がほぼ同時に、菓子を割って中の札を取り出す。

「『花得る』だ！」

　最初に声をあげたのは鳳徳妃。しかしそれと被かぶせるように宋貴妃が、

「ほら、ごらんなさい、わたしが『花得る』！」

　と声をあげていた。二人は互いに顔を見合わせ、ぽかんとする。

　余淑妃が、自分の札を掌てのひらに載のせて皆みなの前に差し出す。

「わたしも『花得る』でしたよ」

　そして温賢妃も、困ったような顔で告げた。

「わたしのも……『花得る』ですわ」

　四人は顔を見合わせ、なにがなんだかわからないような顔をしていた。




　　　二




　四人が動かなかったのは、数すう瞬しゆんのみ。四人とも、また新たな菓子を手に取り中を割る。中から出てくる札は『花得る』『花得る』『花得る』ばかり。

「どういうことなの、雪宝林！」

　宋貴妃が立ちあがり、くってかかる。鳳徳妃も拳こぶしを握にぎり理美を睨にらみつけた。余淑妃は小鳥のように小首を傾げ、ぽかんとしている。温賢妃は説明して欲しいと懇こん願がんする顔だ。

「お察しの通り、ここにある六百のくじは全すべて『花得る』です」

「どうしてこんな、馬ば鹿かな真ま似ねを。こんな馬鹿馬鹿しいくじは、引いたことがない」

　鳳徳妃が呻うめく声を聞き、理美はさらに胸の奥に痛みを感じる。

（鳳徳妃様でも、信じ切っていたなんて）

　幼心に刷りこまれたものを、人は容易に疑わないのだろうか。

「でも……みなさまの七つの祝いで饗きようされた七つくじも、今、わたしが饗したものと、おなじだったのではないですか？」

　四夫人全員が顔色を変えた。

「みなさまは年回り、家いえ柄がら、家の希望で、生まれながらに後宮入りがほぼ決まっていらっしゃった。周囲は、みなさまに後宮入りを運命と思って欲しくて、七つくじに細工した可能性はありませんか？　そもそも六百のくじの中から選んだ一つが、四人が偶然にも一いつ緒しよの『花得る』だなんてありえません」

　宋貴妃と余淑妃が『花得る』を引いたのだと聞いたとき、おかしいと思った。六百種類の中から一つだけ、偶然にも二人が同じものを引き当てるのだろうかと。ただ二人なら偶然もありえるのだろうが、温賢妃も「七つの祝いで後宮入りするなんて占いを引き当てて」と言っていた。それはすなわち、『花得る』を引いたということ。

　四人のうち三人も同じということに、あきらかな作さく為いの香かおりがした。

　後宮入りを周囲から求められている女の子たちに、七つくじで『花得る』を引き当てさせて、彼女たちに自らの運命と印象づける秘密の習慣が貴族の中にある。理美はそう推測した。

　その推測は、間ま違ちがっていなかったらしい。

　大人たちは絶対に誰だれも口にしないし、自らそんな工作をしたことは言わない。誰に問われても、「娘むすめは偶然に『花得る』を引いた」と言い張るだろう。

　しかし。誰も素知らぬふりをして、誰もがやっていることがあるのだ。

（幼い女の子たちは、それを信じて嬉うれしがって自らの運命と思う。運命と思わされたら、受け入れなければならないものだと刷りこまれる。それが大人の策略だとは思わずに）

　将来後宮入りが役目の女の子たちに、後宮入りを拒こばまれては困る。だから周囲はそうやって運命を植えつける。そして少女たちは純じゆん粋すいであればあるほど、それが自らの運命と信じ、後宮にやってくる。

「うそ……わたしは、『花得る』を間違いなく引いたの……。それが、わたしの運命だから」

　よろけるように椅い子すに座ると、宋貴妃が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。
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　温賢妃は哀しげに手の中の札を見おろし、笑う。

「後宮入りを受け入れなければと思った時に、最も頼たよりにした事実が『花得る』を引いたことだったのに。わたしでも後宮入りして良いのだと、七つの時に保証されているのかと」

　つい愚ぐ痴ちっぽく口に出してしまったのは、身の程ほど知らずにも後宮に入ってしまった自分が心から情けなかったからだ。

　実家に居場所がないからと、ここに居場所を求めたことが間違いだったのだ。そのために理美や朱西に迷めい惑わくをかけるような、救いがたいほどに恥はずかしい失敗を犯おかした。

「『花得る』なんて引かなければ、後宮に入ることを絶対に拒きよ否ひしたはずなのに。そしたらわたし、あんな馬鹿なことをしなくてすんだのに……」

　運命だと思わなければ、もっと別の道を必死で探したはずなのに。結局、周囲の思おも惑わくに温賢妃は無む理り矢や理り押し流されただけなのだ。

　けれど、と他ほかの三人の表情を見る。きっとみんな自分と同じだ。それが哀かなしい。
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　鳳徳妃は自らの血の気が引いていることはわかっていた。唇くちびるが微かすかに震ふるえていた。

「そうか。言われれば、そうね。でも、……それがなんだというの。わたしの務めは変わらないから……意味はない。七つの時の『花得る』が、たとえ謀はかりごとでも……」

　強がってそう口にしていたが、心の中は全く別のことを考えていた。

　なぜ今まで気がつかなかったのか、愕がく然ぜんとしていた。七つの時を思い出す。

　しばらくの間、伯礼に会っていないのが寂さみしくなり、母に後宮に行き伯礼に会いたいとせがんだ。するとはその夜、父と母に呼ばれ、あなたは別の公子の妃きさきとなることに決まったので、伯礼のことは忘れなさいと諭さとされた。鳳徳妃は嫌いやだと泣いて、三日間部屋に籠こもった。

　美しくて優やさしい伯礼が大好きで、彼の妃になる以外は考えられなかった。しかしどんなにだだをこねても、父母は願いを聞き入れてくれなかった。そしてそれからしばらくして、七つの祝いが催もよおされた。そこで鳳徳妃は『花得る』を引き当てた。

　父母は喜び、「あなたは皇こう帝ていの妃になる運命だ。以前は伯礼が皇帝になる定めだったが、今は別の公子が皇帝になると決まっている。伯礼の妃になれないのは運命なのだ」と言った。

　鳳徳妃は、がっかりしながらも、運命なら仕方ないと納なつ得とくした。

　運命からこぼれ落ちたのは伯礼の方で、自分の運命が変わったわけではない。自分は天から与あたえられた運命に従うべきなのだと。運命には逆らえないと。

（しかしそれは、運命でもなんでもない）

　血の気が引き体が冷え切った感じがすると、次には腹の底から笑えてきた。

（馬鹿馬鹿しい……全て）

　自分も、他の三人も、きりきりとしていることが馬鹿馬鹿しい。
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「やっぱりね。そんなものね、大人は」

　真実を目の前にさらされた余淑妃は白けていた。策略家の父親ならやりそうなことだ。

　そもそも七つくじに、貴族を真似て六百札を用意することも、数年先の後宮入りを見こしてのことだろう。あのとき幼かった自分が、一いつ瞬しゆんでも『花得る』の札を手にして、笑え顔がおになったことが腹立たしい。美しく清潔な男など、そんなものはこの世に存在しないのに、そんな人と添そえるかもしれないと期待した幼くて馬鹿な自分に腹が立つ。

（この世に、きれいな花なんてない）

　薄うす々うす知っていたその事実を、今、理美に暴あばかれ突つきつけられた気がした。そして自分が心の隅すみのどこかで、きれいな花の存在に憧あこがれていたことが嫌だ。

　そのとき突とつ如じよ、けらけらと宋貴妃が声をあげて笑い出す。

「噓うそつき！　お母様も、噓つきだったのね！　お父様も噓つき！　おまえは『花得る』を引いた姫ひめなのだから、必ず陛下の寵を得られるなんて！　得られなければおまえが悪い、運命に見捨てられることをしたに違ちがいないから、馬維順の妻にするなんて……！　違うわ！　運命なんかないわたしが、陛下の寵を得られるか、わからないじゃない！　それをお母様もお父様も、知っているくせに！」

　唇を嚙かみ、宋貴妃はうつむいた。肩かたが震えている。

（ああ。そうか。この人も信じてたんだわ。わたしと同じ、馬ば鹿かみたいに）

　彼女が酷ひどく可哀かわい相そうになる。あんな父親の妻にと望まれれば、それは娘の自分に嫌いやみの一つも言いたくなるだろう。しかも彼女は、父と母にすら裏切られていた。その痛みがわかる。

（同じね……わたしと）

　思わずだった。余淑妃は席を立ち、宋貴妃の肩を抱だこうと手を伸のばして触ふれた。

「宋貴妃様」

「触さわらないで！　馬維順の娘のくせに！」

　烈はげしく振ふり払はらわれた。しかし腹が立たない。余淑妃は静かな声で言う。

「ええ、わたしは馬維順の娘です。でもあなたと同じです」

「なにがあなたと同じですって！　一緒にしないで！」

　涙なみだに濡ぬれた顔を嫌けん悪おで歪ゆがませ、宋貴妃は顔をあげ怒ど鳴なった。

「一緒です。わたしも馬維順が死ぬほど嫌きらいです。わたしは、自分に馬維順の血が流れていることに、ぞっとするんです」

　静かだが容よう赦しやのない嫌悪の言葉に、宋貴妃は目を見開く。
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（なにを言っているの、この人。娘のくせに）

　宋貴妃は、余淑妃の目を初めてまともに見つめた。彼女の瞳ひとみは意外なほど真っ直すぐで、こんなに清潔な目をした人だったかしらと思う。

「馬維順は、幼よう稚ちで残ざん酷こくで身勝手で臭くさくて、貪どん欲よくで、大嫌い。若い女が好きなところも、好色で大嫌い。あの人が大嫌いで、男が全部嫌いになりました。だからわたしは後宮に来ました。男がいないと聞いたから。あなたが馬維順を嫌いな気持ちは、よくわかります」

　余淑妃の言葉は、宋貴妃が今まで、散々心の中で呟いてきた馬維順への呪のろいの言葉と同じだった。

「娘のくせに……」

「娘だからこそ、ぞっとして、どうしようもなく憎にくいです。わたしは、わたしの父である馬維順が憎いんです」

　宋貴妃は顔を覆おおった。

（わたしは、運命を得ていない……このわたしが……。どうして、この人に慰なぐさめられなければいけないの）

　不満だし、情けなかった。だが余淑妃が、再びそっと肩に触れてきたことに嫌悪はなかった。

　自分の影かげ法ぼう師しに抱かれるように、違い和わ感かんがなかった。散々馬維順を呪っていた自分の言葉が形になり、余淑妃になったかのようだ。

　宋貴妃は余淑妃を振り払うことはせず、ただすすり泣く。
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（わたしは酷いことを暴いた）

　覚かく悟ごの上だったが、理美の心は烈しく痛む。

　幼い頃ころに信じたものは、無意識に彼女たちの根幹的な支えになっていたはずだった。それを砕くだいたことで、彼女たちは心の支えを一つ失う。

（けれど、それはまやかしの支え。それがあるからこそ、得られないものがある）

　鳳徳妃が、深いため息をつく。

「わたしの運命なんてものは、ないのね。わたしにあるのは義務だけで、……運命と思っていたことも、きっと誰だれかの謀なんだね。みんな謀はかられてこの場にいるわけか。憐あわれなものだね、わたしたちは。あなたもそう思ったから、こうやって暴いたのでしょう。雪宝林」

　問われて理美は、躊躇ためらいながら頷うなずいた。すると鳳徳妃は自じ嘲ちようするように微かに笑い、宋貴妃、余淑妃、温賢妃に順じゆん繰ぐりに目をやる。

「宋貴妃様は御ご存ぞん知じでしょう。わたしは幼い頃、別の公子の妃になるのだと教えこまれていた。それを信じていたけれど七つの時いきなり、その話はなくなった、別の公子の妃になれと命じられた。納得いかなかったけれど、わたしは七つの祝いで『花得る』を引いたことで、無む理り矢や理り自分で納得した。愚おろかだわね」

　自らの恥はじを馬ば鹿か馬ば鹿かしいとさらすような鳳徳妃に、温賢妃が、おずおずと問う。

「先の公子様のお話ですよね？　お好きだったのですか？」

　ちらっと笑い、鳳徳妃は舞ぶ台たいへ目を向けた。そこには優ゆう雅がに舞まう伯礼の姿がある。

「今考えれば、それも謀の一つね。けれど幼かったわたしはその謀にまんまと乗って、好きだった。悪いですか？　でもみな、同じでしょうに。わたしたちは周囲から、駒こまとしてあつかわれているだけなのですから、そこで勘かん違ちがいしようが誰かを好きになろうが、それは些さ末まつなこと。温賢妃様も余淑妃様も、周囲の期待や流れに逆らえなかっただけ。自らの運命だと勇んでやって来たわたしや、宋貴妃様にしても、運命を騙かたった謀はかりごとに乗せられていただけ」

　寵を争う運命と、妃たちは教えられてやって来た。しかし四人とも、周囲の思おも惑わくだけでこの場に座っているようなものだ。全員が同じだ。それを四し夫ふ人じんが強く意識したのを感じる。

　静かな琴ことの音が流れる中で、お互たがいがお互いの影法師のように思えているはずだ。すすり泣く姿も、白けた表情も、苦く悩のうを嚙みしめる唇くちびるも、不安な瞳も。全すべてが自分に重なっている。

　全員が、事実を受け入れていた。

　そのことに理美は安あん堵どするのと同時に、心の底が震ふるえる。

（七つくじなんて関係ない。ただ……もしかしたら今きん上じよう陛下には、支配者としての徳があるのかもしれない。それは偶ぐう然ぜんを引き寄せるような徳。偶然揃そろった四夫人が、信じたくない事実を受け入れるほどに、四人ともが聡そう明めいだったこと。これは謀のおよばないこと）

　信じたくない現実を突きつけられたとき、人は反射的にその事実を拒きよ絶ぜつしがちだ。信じたくないから信じないと、自らを騙だます。

　信じたくない事実を受け入れられる人は、理性的なのだ。冷静に事実を顧かえりみて、苦しいけれど正しいことだと受け止める。その勇気と聡明さがあるのだ。

　温賢妃は顔を伏ふせ眦まなじりをぬぐう。宋貴妃は肩を震わせ続けていた。

　余淑妃は鳳徳妃の言葉に微かすかに頷きつつ、戸と惑まどいながら理美を見あげた。

「お姉様。この七つくじで、なにをしたかったの？　これがお姉様の楽しみを饗きようするということなの？」

「ひどい。これがあなたの楽しみなんて、雪宝林」

　宋貴妃が涙に濡れた顔をあげ、責める目を向けてくる。

「必要なければ、したくないことでした。けれどこれから召めし上がっていただく本当の夜食に必要だったからこそ、饗したものです」

　琴の音はいつの間にか止やみ、舞台から朱西の姿も二人の舞まい人の姿も消えていた。

「みなさまは競きそう必要もないし、運命という都合のよい言葉も、必要ありません。それを知っていただきたくて」

　確かに彼女たちは、謀をする者たちから見ればただの駒かもしれない。けれど四夫人はそれに気がついた。見て見ぬふりなどせず、理美がしかけて暴あばいた七つくじの真相を受け入れるだけの理性がある。それだけ聡明な人たちだ。

　それは幸運にして希け有うなことだ。

「みなさまは四夫人に相応ふさわしく聡明で美しい。だからこそ全員に、花を得る資格があるんです」

　理美は四人の誰も嫌いになれなかった。彼女たちのために必要なものを饗したいと願い続けていたのは、きっと彼女たちが四夫人に相応しいと感じたから。

　そして、その四人に必要なものは同じ。彼女たちが求めているものは、一つ。それは花に仮か託たくされたなにか。

　彼女たち自身すら、その花に仮託されたものに気がついていない。

　彼女たちが皇こう帝ていの右みぎ隣どなりに立つことを望んだり、宝ほう珠じゆを欲しがるのを、額面通りに受け取ってはならない。皇帝の寵などごめん被こうむると言いたげな余淑妃ですら、きっと他ほかの三人と、求めているものは同じなのだ。

　晴れ晴れと微ほほ笑えむ理美に、四夫人たちは呆ぼう然ぜんとしたようだ。なにを言っているのかと、怪あやしむ心すらどこかに置き忘れたかのように、四夫人の表情は真っ白だった。

　気持ちを乱暴に揺ゆすぶられ、心が引っ搔かき回されたあとに告げられた「みなさまは四夫人に相応しく聡明で美しい」の一言。その一言に混乱し、彼女たちの頭は理解を拒きよ否ひしているようにも思えた。

　しかし、これでいい。

　四夫人は互いを知り、真っ白になって、そこで本物を見つければいいのだ。

「今夜、みなさまが求めたものを饗します」




　　　三




　その声を合図に、朱西が盆ぼんを捧ささげて姿を現す。盆の上には皿が四つ。白磁の皿の上には、こんもりと山形に白い布がかけてあり、中にあるものが見えない。

「お席にどうぞ」

　朱西は盆を卓たく子しに置き促うながす。

　呆然としていた四夫人たちは、彼の登場にはっとしたらしい。のろのろと自らの席に着くと、まだどこかぼんやりとした表情で、自分の前の卓子を見つめる。それでも彼女たちは躾しつけられた妃らしく、その姿は端たん整せいで姿勢正しい。

　四人の真っ白な頭の中で、様々な感情が揺らめき動いているはず。

（効能も味も、食事には必要。けれど少女らしい可か愛わいらしい人たちには、それ以上に、もっと必要なものがあるはず）

　宝珠に触ふれ、それを美しい形に戻もどしていたときに理美は気がついた。

　少女たちは皆みな、美しいものを好む。

　少女に限らず、女たちは皆そうだ。男が強いもの勇ましいものに惹ひかれる以上に、女は美しいものを求める。それが性さがだ。

　朱西の手により四枚の皿が四夫人の前に置かれると、理美は深呼吸し告げた。

「これが今夜の一皿です。お召し上がりください」

　四夫人の皿にかかっていた布を、朱西が次々と取り去る。するとそこから出現したものを目にして、ぼんやりとしていた彼女らの視点が定まり、微かに、それぞれが感かん嘆たんの声をあげた。

　白磁の皿の上に、皇后蓮はすが咲さいていた。

　それは透とう明めいで大きく丸い寒天。その中に皇后蓮が鮮あざやかな色を保ったまま封ふうじ込められているのだ。水の玉をこねたような透明感があり、中で咲く皇后蓮は、水すい晶しようの珠たまに閉じこめられた伝説の宝珠にすら見える。

　皿の上には蓮の鮮やかな緑の葉が配置され、水晶球のような皇后蓮を柔やわらかく包み彩いろどる。

　蓮の珠の上には、細い糸のような飴あめ細工で作られた、目の粗あらい籠かごが被かぶせられている。それのおかげで蓮の珠を壊こわすことなく、布がかけられたのだ。

　飴細工を、理美と朱西はそれぞれ四夫人のたちの背後に回り、手で砕くだいて蓮の珠の上へと散らす。すると蓮の珠に、きらきらと星ほし屑くずが落ちたように輝かがやく。

　蓮の花の鮮やかな色しき彩さいが透明感のある珠で包まれ、星屑を纏まとう。

「……美しい……」

　思わずのように鳳徳妃が声を漏もらす。

　鳳徳妃のみならず、宋貴妃、余淑妃、温賢妃、全員が瞳ひとみを輝かせ皿を見つめていた。
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「真ジエン宝バオ珠ヂユと名づけました一皿です。みなさまに最も相応しい、お夜食です」

　理美は微笑む。




　　　　[image: ]




　四夫人は皿に添そえられた匙さじを手にすると、壊すのを惜おしむように、恐おそる恐る蓮の珠へと匙を差しこむ。

　透明の珠は、紅ホン酒ジユウを数すう滴てき落として香かおり付けした糖とう蜜みつ寒天。そのなかに封じ込められている皇后蓮は、この池に咲いていた本物の皇后蓮。花の鮮やかな色を保つように、軽く湯に潜くぐらせた後に一昼夜砂糖漬づけにした。花弁も食すことができる。それを糖蜜の寒天に沈しずめて固めたのだ。

　ふるふると透明な珠をすくい取り口へ運ぶと、四夫人たちは「甘い」と微笑んだ。

　表情の消えていた彼女たちに、微笑が宿る。

（なんという顔か）

　互たがいに敵意を剝むき出し、朱西を苛いら立だたせ呆あきれさせた四夫人が、幼いと思えるほどの微笑。

（この笑え顔がおを引き出す方法は、理美が女だからこそ理解し得たのだろう）

　理美は朱西に、「女の食に必要なのは、効能やおいしさだけではないんです」と言った。効能もおいしさも必要だが、それ以上を女は求める、と。そしてそれが美しさなのだと。

　最初聞いたときには、食事に美しさなど求めてどうすると呆れたが、理美は、それこそが四夫人に必要なものだと朱西を説得した。

　そしてさらに、静かで美しい宴うたげの場を整えるのも食事の一いつ環かんだと主張したのだ。

　和国には「目で食す」という思想があるという。

　その言葉を聞いたときは、目でガリガリと物を食うとはどんな化け物かと思ったが、それは食事の見た目が美しければ、それだけで味わいが増すという意味らしい。

　食事の見た目の美しさ。そしてその場の空気。美しさや空気まで、食べるのだという。

　崑国にはそんな思想はない。広い大陸を駆かけ回り、その広大な土地を制することを崑国人は千年以上も続けている。食は力を得て、体を整えるものであり、まず重視されるのが量と味。その次が効能。理美の出現で、朱西ははじめて、食べ方によっても効能があるのだと気がついたくらいだ。食べ物の美しさなど、ましてや食事をする環かん境きようなど、考えたこともない。

　崑国人の朱西には、そんな和国の、見た目を重用する食事方法は理解できない。女に必要なものも理解できない。

　しかし理美は、祥飛と伯礼の気持ちを解きほぐしたように、朱西とは違ちがう視点で食を饗きようする人だ。それを信じ、朱西はこの大がかりな夜食に協力した。

「蓮の花に、なにか入ってる」

　余淑妃が声をあげ、匙ですくいあげたのは蓮の実だ。蓮の花の中心に、蓮の実の砂糖蒸むしが詰つめてある。

（蓮の実には鎮ちん静せい作用がある）

　朱西の知識を借り、理美はさらに一工く夫ふうをした。ただの寒天菓が子しのなかに、効能豊かな蓮の実を入れたのだ。いったん蒸した蓮の実を、これも蒸した餅もち米ごめとたっぷりの黒砂糖に包んで蒸しあげた。蓮の実に味とうまみを吸わせる蓮の実の砂糖蒸し。宝物のように、その砂糖蒸しが蓮の中に隠かくれている。

　そして理美は最後に名づけたのだ。真宝珠、と。

　四し夫ふ人じん全員が欲しいものは、これなのだと。
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　八角灯の揺ゆらめく夜の庭院にわで、ときおり、足元からぽちゃりと魚の跳はねる音がする。穏おだやかな虫の音が響ひびき、静かで厳おごそかな空間で、四夫人は互いに向かい合って座っている。

　彼女たちの口に入る菓子は、つるりと甘くて、そして口にするだけで嬉うれしくなるほど、美しい。その美しさを飲みくだすことに、四人は喜びを覚える。

　それは、この整えられた空間で、美しい花を飲みくだす己おのれは、この世で最も特別な存在かもしれない。そんな風に思えるほどの喜び。
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　四夫人たちがほんのりと頰ほおを染め、美しい菓子を口に運ぶ様子を見つめながら、理美は満足していた。今まで饗した夜食の中で、彼女たちは一番静かに、そして嬉しげに食べている。

　舞まい衣い装しようの軍装を脱ぬいだ伯礼が、舞ぶ台たいの陰かげから出てきて四夫人のもとへやってきた。

「お楽しみいただけておりますか？」

　魅み惑わく的な微び笑しようの宦かん官がんに、四夫人たちは頷うなずき返す。

　四夫人たちは一枚一枚、蓮の花弁をつるりと飲みこみ、蓮の実を口に含ふくむ。透明な寒天とともに喉のどを通るそれを、彼女たちはほとんど食べ尽つくしていた。

　蓮の実の鎮静効果か、嬉しげな表情であるが、彼女たちの気配は落ち着いていた。七つくじを引いたときのことが噓うそのように鎮しずまっている。

「できましたら今夜、この場で、明めい来らい告こく地ちの序列について解決をしたいと思っています」

　伯礼の言葉に、四夫人たちは顔を見合わせた。宝ほう珠じゆ消失の件で置き去りにされていた問題だったし、なおかつさきほどの七つくじの衝しよう撃げきもあって、すっかり忘れていたといった顔だ。

　互いに気まずそうに目をそらす。

　それぞれの事情をお互いに知ってしまい、気き恥はずかしさに視線が合わせられないといったところか。

　全員立場は同じであり、互いに似たなにかを、彼女たち自身も感じ取っている。それこそ理美が、四夫人に共通していると感じた唯ゆい一いつの感情。それを感じて欲しかったから、七つくじをしかけたのだ。

「どうやって解決できるというのよ……伯礼」

　途と方ほうに暮れたように宋貴妃が呟つぶやく。静かに、彼は答えた。

「全すべて陛下に委ゆだねては如何いかがでしょうか」

　四夫人ははっと顔をあげ、目を見開く。

「明来告地の序列は後宮で決定するのが慣例。しかし今回は、陛下に決定していただく。それではご不満ですか？」

「そんな馬ば鹿かなこと、陛下が承知しないはずだよ。政務で忙いそがしい陛下が、後宮のことにまで気を配ることはない」

　そう言った鳳徳妃に、伯礼は微笑を返す。

「陛下はご承知下さいました。自らが、自らの右に立つ者を選んでも良いと」

「まさか」

　と温賢妃が驚おどろきに口元を押さえ、余淑妃が目をまん丸にする。

「どうやって陛下が選ぶの？　わたしたちのことなんか、名と顔も一いつ致ちしていないんじゃない？　そんな陛下が気分だけで選ぶなんて、くじ引きよりもっと悪いわ」

「陛下は四夫人の名と顔は覚えていらっしゃいますし、みなさまの事情も察しておいでです」

　伯礼は断言した。

「そんなこと可能？　わたしたちは、たった一度陛下の顔を見ただけなのに」

　もっともな鳳徳妃の言葉に、伯礼は自信ありげに、しかし煙けむに巻くように答える。

「皇こう帝てい陛下は、神しん龍りゆうの加護と共にあられますから」

　互いの事情を知り、誰だれもが同じだと痛感したこの先で、四夫人はどうやって序列決定をすすめるべきか。彼女たち自身にはわからないはず。自分たちではとうてい決められない。

　しかしだからといって、全てを皇帝に委ねるのも、きっと不安だ。

　彼女たちは、同じことを怖こわがっている。それは四人に共通した感情からくる恐きよう怖ふ。

「明来告地のその場で誰の手に宝珠があろうが、それは一いつ瞬しゆんのことです。先代皇帝の後宮にいらした蔡徳妃の例を見ても明らかですが、そのとき宝珠を得られたから幸福になれるわけでもないものです。それでも過去の四夫人たちが争ったのは、ただ闇やみ雲くもに、恐おそれを抱いだいていたからだと思います。己の未来への恐れです」

　理美は静かに口を開く。四夫人がこちらを見る。理美は全員の顔をゆっくりと順次見て、微笑む。

「でもみなさまに限っては、恐れる必要はありません」

　なぜ、と声にならない問いが四夫人たちの表情にある。

「みなさまは恐れる必要がないほどに、歴代四夫人の中にあっても特別といえるほど、それに相応ふさわしい方々だからです。四夫人たる聡そう明めいさと美しさがあり、みなさま全て、等しく宝珠を得るに相応しい方々だからです。だからわたしは饗しました。真宝珠を」

　その名の真意を悟さとったのか、四夫人たちがはっとそれぞれの胸や腹、口を押さえる。

　真ジエ宝ンバ珠オヂユ。

　名には力があり、名づけられたものには力が宿る。

「代々の皇后ですら、宝珠を手に取ることさえ希まれです。厨ず子しの中で輝かがやくのをみつめるのみ。けれどみなさまの中には、真の宝珠が宿りました。それは宝珠たる花をその体に宿し、気高く、美しくいられるということです」

　その身に取りこんだものこそが真の宝珠だと、四夫人たちにわかって欲しかった。自分のありようが気高く、美しく、恥はじることがなければ、なにも恐れることはない。それをわかっていれば、おそらく四夫人たちの恐れは消える。

「誰が明来告地の場で宝珠を持とうが、大したことではないんです。四夫人は変わらず、気高く誇ほこり高く美しく、ここにあられます。だからこそ誰だれ憚はばかることなく、われこそは四夫人だと高らかにお告げください。本当の宝珠を宿したみなさまを、陛下が無下にあつかえるわけはありません。けして揺るぎなく、四夫人は四夫人として存在できます。後宮は、四夫人たる者のあるべき居場所です。恐れは無用です。誇り高くさえあれば、その必要はないんです」

　託たく宣せんを告げる巫み女このように断言した。

　四夫人は理美を見つめている。

　理美は最初から知っていたのだ。自分はなぜ最初に、四夫人を慰なぐさめる役目は自分の役目だと感じたのか。それは四夫人が本当に求めているものが、理美と同じものだから。

　求めているのは───自分の居場所。

　四夫人は皇后をのぞけば、国で最も高貴な女性たち。しかし彼女たちはそれでも、いや、それだからこそ不安に苛さいなまれ続けている。いつかそこが自分の居場所ではなくなるのではないかと。

　宋貴妃は四夫人でなくなれば、父親ほども年の離はなれた男の妻にさせられる。

　余淑妃は男のいない後宮に居続けたいだけの一心。実家に帰ってしまえば、彼女が憎にくむ父親に翻ほん弄ろうされるしかない。

　鳳徳妃は鳳家の威い信しんを背負ってきているのだから、それがまっとうできなければ自らの存在意義を失う。

　温賢妃には、帰れる場所がない。

　だからこそ担保を求めて、皇帝の寵を得たがっている。あるいは苛いら立だって、自分以外の三人が消えればいいと思ったりする。

　けれど彼女たちは、みな同じ宿命を背負わされてきた同志だ。周囲から期待され、脅おどされ、義務を負った。彼女たちは皇帝の妃きさきになれと最高の気高さと教養をたたき込まれて育った人たちだ。そうやって育てられた人たちは、本来は気高く美しい人たちであるはずだと、理美は信じたかった。だからこそ彼女たちの不安を消し、彼女たち自身の美しさに気がついてほしかった。

　自らは、美しいのだと。
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　舞ぶ台たい袖そでの暗がりに立っていた仮面の舞まい人びとは、ふとため息いきをついて仮面をはずす。現れた顔は、目が覚めるほどに美しい。祥飛だった。

「……なんというものを見せる……」

　つい愚ぐ痴ちっぽく声が出る。

　前日の夜。寝しん室しつに入った理美は、明来告地の四し夫ふ人じんの序列を祥飛が決めてくれとお願いしてきた。祥飛の期待を気持ちいいほどに裏切る言葉に絶句したが、その上彼女は、祥飛が四夫人の序列を決定する参考になるだろうからと、四夫人の夜食で舞人として舞台に上がってほしいとも言った。

　夜食の席で、理美は何ごとか四夫人たちにしかけるつもりらしかった。その様子を舞台上から見て、彼女たちの声を聞けというのだ。朱西が舞台上でつま弾びく琴ことの音を極力抑おさえていたのは、四夫人の声が舞台の上でも聞こえるようにという配はい慮りよからだ。

　四夫人など興味すらなかった。そんな者たちの声を聞いて、なんになると腹を立てそうになった。しかし理美は彼女には珍めずらしい、きつい瞳ひとみで祥飛を見あげ、

「四夫人のみなさまは、わたしと同じです」

　と言ったのだ。

　四夫人は、求めるものも抱かかえる事情もばらばらだ。けれど彼女たちに共通しているのは、居場所を求めていることだと。理美もずっと居場所がほしくて、ほしくて、たまらなかったと。

　四夫人には四夫人という立場と居場所がある。そう反論すると、彼女はちがうと断言した。その居場所は、祥飛の心一つで失うものだから、だからこそ四夫人は互たがいに競きそうし、苛立つし、諍いさかいを起こすと。

　四夫人は皇帝のために存在し、皇帝のために諍いを起こす。その原因たる皇帝が「自分は知らない」では無責任だ。怠なまけている。甘やかされている。理美はそんなことをつけつけ言った。

　わたしと四夫人は同じですと言われれば、それを無下にあつかうことは、理美の思いも無下にあつかうことだろう。

　それでも迷いに迷ったが、最後には面めん倒どうになって了りよう承しようした。

　たった一夜、舞人のふりをして舞まうだけだ。四夫人の序列など、明めい来らい告こく地ちのその儀ぎ式しきの場で、適当に決めればいいのだと。

　しかし理美は、祥飛の怠たい慢まんは許さないつもりらしかった。

　祥飛が自らの右に立つ者を選ぶと了承すると、彼女は昨夜一晩かけて、四夫人それぞれの物語を語って聞かせた。寝室で、祥飛はそれを聞き続けた。

　さらに祥飛は今、舞台の上から四人の声を聞いてしまった。

　阿あ呆ほうとばかり思っていた宋貴妃は、七つくじで『花得る』を引き当てたことを心から喜び、信じていたらしい。それなのにその父親は、娘むすめのあどけなさにつけこんで、彼女が祥飛の寵を得られなかった時は、その『花得る』を理由にして、彼女を商人の男へ嫁とつがせようとしている。

（阿呆は阿呆に違ちがいないが、純じゆん粋すいな阿呆だ）

　余淑妃は、これもまたおかしな女で、男が嫌きらいだとぬけぬけと言った。しかし彼女が男を嫌うのは、少女の潔けつ癖ぺきさで許せない父親の存在があるからだ。

（おかしな女だが、清潔だ）

　舞台に上がる前に伯礼が教えてくれたが、宝ほう珠じゆは温賢妃が、意図せず持ち出してしまったらしいという。彼女は実家に戻もどれない。戻れる場所がないために祥飛の寵を得られないのを恐れ、宝珠に触ふれたらしい。

（弱々しい女。だが控ひかえめで、正直だった）

　温賢妃は宝珠を持ち出したことを認めたあと、自らは罰ばつせられるべきだと言ったらしい。態度を見ても、痛々しいほどの申し訳なさを感じる。

　そして鳳徳妃は、舞台で舞う伯礼を見つめていた。

（あれは未いまだに伯礼に未練がある。しかし義務のために己おのれの思いを殺した強い女だ）

　舞台を下りたあと伯礼に、鳳徳妃のことをどう思うかと問うた。彼は舞まい衣い装しようを脱ぬぎながら、いつもの曖あい昧まいな微び笑しようで答えた。

「素す晴ばらしい徳妃様ですよ」

　と。

　四夫人など、どれも同じ人形みたいなものだと思っていた。けれどあんな声を聞いてしまったら、彼女たちの誰だれかを選べと言われた自分は困こん惑わくする。人形と思っていた方が、よほど楽だ。手近な人形を選び、自らの右に立たせ、内侍省からうるさく要求されれば抱だきに行く。そうやって割り切っていた方が楽なのに、理美はそれは許さない。

（とことん生意気な女だ、理美。余に、どうやって選べという）

　生き物の気配を感じ、暗がりに目をやる。するとそこに銀毛の神しん獣じゆうがちょこんと座り、じっと祥飛を見つめていた。五龍だ。

「おまえの守護者は生意気だな。五龍」

　囁ささやくと、キュウと小さく五龍が鳴く。愛らしい青い瞳をきょときょとさせていたが、ふいにぴくりと立ちあがり、長い尻しつ尾ぽをぴんと立て、ゆらゆらと威い嚇かくするように揺ゆらしだす。

「どうした？」

　問うのと同時に、理美の悲鳴が聞こえた。

　舞台袖から庭院にわを覗のぞき見ると、衛え士じに両りよう腕うでを取られた理美がみえた。四夫人は驚おどろき立ちあがり、朱西と伯礼はその場に凍りついている。衛士を指揮しているのは、左右から若い宦かん官がんに支えられ、背後に数名の宦官たちを従えた内侍監、伊文亮だった。

　突とつ然ぜんなだれこんできた彼らに、理美は拘こう束そくされている。

（何ごとだ!?）

　咄とつ嗟さに飛び出そうとして舞台袖から出かけるが、こちらに視線を向けた伯礼と目が合う。彼が鋭するどく首を横に振ふる。目顔で、出てくるなと命じている。

　祥飛は今回も内侍省を通さずに、内密に後宮に入ったのだ。それが知られては皇こう帝ていの品位を疑われる。嫌いやな噂うわさ話ばなしが宮きゆう廷ていに流れれば、官かん吏りの間で若き皇帝の評価が落ちる。

　出てはならない。祥飛は焦じれて歯がみする。

「……皇帝は、なぜこれほど不自由なのだ……！」
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　四夫人のあるべき場所はここだと、理美が告げた直後だった。

　北ほく嶺れい宮きゆうの門から突とつ如じよ、衛士と宦官がなだれこんだ。理美の腕うでは背後から衛士二人がかりで摑つかまれ、力まかせに引きずられた。

　四夫人は驚きに立ちあがり、朱西と伯礼も「何ごとですか」と声を荒あららげたが、衛士たちは構わず理美を太たい鼓こ橋ばしから引きずり下ろす。そして池の縁ふちまで来ると、理美が身動きとれないほどに腕を背後に捻ねじった。

（なにが起こったの!?）

　わけがわからず、混乱と恐きよう怖ふで震ふるえる。

　衛士に遅おくれて門を潜くぐってきたのは伊文亮だった。彼は理美に近づいてくるが、彼の背後に従っていたある人物が、たまりかねたように駆かけ出し、理美の前に身を投げ出す。

「申し訳ありません、理美様！」

　理美付きの老侍じ女じよだった。彼女はぐしゃぐしゃに泣いていたし、頰ほおに青い痣あざが浮ういていた。

「どうしたの、あなた!?」

「わたしは、わたしは、内侍監様に責められて。つい喋しやべってしまいました！」

「なにを？　なにを喋ったの？」

　近づいてきた伊文亮が老侍女を押しのけ、理美の前に立つ。強きよう烈れつな薬草臭くささが鼻をつく。

「消えた宝珠が突とつ如じよ戻もどった。怪あやしげな術を使う和国人がやったに違いない。それでこの侍女に問いただしたところ、宝珠が戻ったその日、おまえが厨ず子しに近づき何ごとかを為なしたあとに宝珠が戻っていたのだと白状した」

　宝珠を戻す現場を見られてはならないと、朱西が門前に立っていた。外から入って来る者ばかりに気を取られていたが、老侍女は北嶺宮の中にいたのだ。姿が見えないから外出しているとばかり思っていたが、実はそこにいて、理美の様子を見ていたのだ。

　朱西と伯礼が色を失う。

　目もく撃げき者がいたのでは言い逃のがれができない。

「そなたが宝珠を消し、そしてまた戻したのだな？」

　事実を告げれば、どうなるだろうか。温賢けん妃ひは罪を認めてくれるだろうが、それでも理美が関かかわったことに変わりはない。それどころか朱西や伯礼も関わったことが露ろ見けんしかねない。

　このままでは理美は断罪される。

　しかし真実を告げたところで、裁かれる人が増えるだけだ。

（どうしたらいいの……）

　項うな垂だれると、鋭く右の頰を打たれた。金のつけ爪づめが頰を薄うすく斬きり裂さき血が滲にじむ。

「伊内侍監！」

　たまりかねたように朱西が駆け出すが、衛士が彼の行く手を塞ふさぐ。
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（このままでは、雪宝林が罪を着せられる！）

　温賢妃は震えていた。膝ひざががくがく震え、歯の根が合わない。それほど恐おそろしかった。このままでは理美が斬ざん首しゆされるかもしれないとわかっていたが、自分が名乗り出れば、自分も同様に罪に問われるのはわかりきっている。

（死にたくない）

　怖こわくてたまらない。しかし理美の頰が打たれ、温賢妃は悲鳴が出そうになり、それを飲みこんだ瞬しゆん間かんだった。喉のどの奥からかぐわしい蓮の香かおりがした。

　───みなさまの中には、真の宝珠が宿りました。それは宝珠たる花をその体に宿し、気高く、美しくいられるということです。

　理美の言葉が全身を揺するほど強く響ひびいた。身内に宿した宝ほう珠じゆが、温賢妃の心を揺すぶる。

（わたしは宝珠を宿した。気高く、美しくと、雪宝林が饗きようしてくれた）

　温賢妃は自分が嫌きらいだ。けれどそんな自分にも宝珠を宿す資格ありと、宝珠を饗された。それは真の宝珠だ。

　恐怖に涙なみだが滲んでくる。けれど体の中にある気高いものは、温賢妃を鼓こ舞ぶする。

　呆ぼう然ぜんとしている貴き妃ひ、淑しゆく妃ひ、徳とく妃ひに、温賢妃はふり返り、声を殺して告げた。

「みなさま、宝珠を持ち出したのはわたしなんです」

　三人は驚きに、顔を見合わせる。震えながら、温賢妃は続ける。

「すみません。わたしは、ただ触ふれてみたくて。触れていたら壊こわしてしまったと勘かん違ちがいして隠かくしました。けれど雪宝林はそれを元通りにして、戻もどしてくれたんです。そしてわたしのことは黙だまっていてくれました。雪宝林はわたしのかわりに、宝珠を戻しただけなんです。わたしは、……これから名乗り出ます。ですからどうか、みなさま。内侍監に、雪宝林は罪に問わないようにと強く一いつ緒しよに訴うつたえてください」
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「あなただったんですか温賢妃様」

　まったく予想だにしていなかった事実に、余淑妃は呆あきれる。

　しかし同時に、これほど気弱な人がこの土ど壇たん場ばで事実を告白したことに感心した。

　温賢妃が宝珠に触れたがった必死さは気の毒だ。悪意はなく、ただ自らの場所を得たいがために必死だったのだろう。震える温賢妃の気弱さが、さらに気の毒になる。

（馬ば鹿かな人）

　そう思ったが、口の中に香かおる蓮の香につきんと胸が痛くなる。

　この香は、理美が余淑妃に与あたえてくれた清らかさだ。その気高く清らかなものは、弱くて必死な人に呆れはしても、けして小こ馬ば鹿かにしたり無む慈じ悲ひにあたってはならないと告げているようだ。余淑妃は清らかで美しいものが好きだ。その自分が、憎にくんでいる父のような汚きたない者になるくらいなら、死んだ方がましなのだ。

「温賢妃様が名乗り出れば、必ず温賢妃様は罪に問われますよ。それでもいいんですか」

　問うと、温賢妃は恐怖に震えながら頷うなずく。

「わたしの罪です。いいんです。ですから雪宝林を」

「でも温賢妃様が罪に問われても、なんにもならないですよ」

「でもこのままでは、雪宝林が」

「二人とも罰ばつせられるだけかもしれないです！」

「では、どうすれば!?」

　その時、沈ちん黙もくしていた鳳徳妃が低い声で囁ささやいた。

「温賢妃様。あなたが名乗り出る必要はない」
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「けれど！」

　と反論しかける温賢妃を、鳳徳妃は手をあげて制す。

「あの伊内侍監は和国人がお嫌いだわ。雪宝林は和国人。すこしでも関わったというだけで、罪は罪と断罪される。あなたが名乗り出るのは、逆効果。雪宝林の罪を確定するようなもの」

「では見捨てろというのですか、お姉様を！」

　烈はげしく反応する余淑妃に眉まゆをひそめ、鳳徳妃は首を横に振ふる。

「そうは言ってない。ただ名乗り出るのは得策ではない」

　助けてやりたいと、鳳徳妃は歯を食いしばる。

　理美は幼い頃ころに居場所がなかったと鳳徳妃に告白した。それは惨みじめなことだったろうし、今も必死で居場所を守ろうとしていることも、惨めなことかもしれない。けれど彼女はそれをなんでもないことのように告白したから、鳳徳妃は伯礼との過去を彼女に教えた。

　自分も、なんでもないふりをして。

　鳳徳妃がした告白の痛みを、理美はきっと感じていた。だからあんな子供だましのような飴あめを、せめてもの慰なぐさめに差しだしたのだろう。馬ば鹿か馬ば鹿かしい子供だましと思ったけれど、すこし嬉うれしかった。あの飴の琥こ珀はく色いろは伯礼の瞳ひとみのようで美しく、そしてその香よくても刺し激げきのある味は伯礼の言葉のようで、鳳徳妃を冷静にさせた。

　理美は常に、四し夫ふ人じんを気にしていた。使命に忠実であろうとしていた。

　居場所を守ろうとする理美の姿は、鳳家から課せられた使命で息苦しくて鬱うつ々うつとする自分と似ているところがあると思えた。そんな理美が、今夜、四夫人に饗したものは美しさだった。

（雪宝林は、美しいものをわたしにくれた）

　義務を果たそうとしながらも、幼い日に憧あこがれた人への思いも断たちきれずにいた自分を醜みにくいと感じていた。仄ほのかに自らの体に感じる蓮はすの香は、そんな自分でも美しいと保証してくれたような気がする。誰だれにも救えない心の在りかを、「ここでいいのですよ」と、すとんとその場に置いてくれたようだった。

「どうすれば……」

　呻うめいたとき、宋貴妃がすっと背筋を伸のばして言い放つ。

「みなさま、お馬鹿さんね。わたしたちは四夫人です」
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「わたしたち以上に、この後宮で高位のものはいないのよ。伊内侍監ですら、正しよう三さん品ぴん。わたしたちに逆らえるのは、皇后と陛下だけ。ここは後宮。この後宮では四夫人が白と言えば、黒いものも白にできます」

　その言葉に、三人は驚おどろいたような、はっとしたような顔をする。

　この三人は、根本的に自らがどれほど高貴かわかっていないと、宋貴妃は内心呆れる。

　ずっと昔から、宋貴妃は自分に自信があった。

　自らは誰に劣おとることもない、と。しかし心の底のどこかはいつもすこしだけ不安で、癇かん癪しやくを起こしたり苛いら々いらしたり、人に意地悪をした。それは運命という都合のいいまやかしの言葉にすがっていたから、きっと不安だったのだ。

　けれど理美は、宋貴妃の体に本物の宝珠を入れた。その宝珠の香はかぐわしく、瞳に焼き付いたその姿は美しく、それが自らの体に宿ったことに、揺ゆるぎない自信が芽生えるようだった。

　運命がなくとも、父母が自分を謀はかったとしても、己おのれの気高さと美しさはなんら変わることがない。そのことが、身内に宝珠を宿した自分にははっきりわかる。

　けして消えることのない宝珠が宿った自分は、最も高貴で、気高く、美しい。

　それは四夫人なのだから当然で、他ほかの三人がそれに気がついていないことが、馬鹿馬鹿しい。他の三人にも、もっと自覚して欲しいものだと思う。

　四夫人の力を誇こ示じする絶好の機会だ。

（まあ、雪宝林も、助けてあげないといけないし）

　ふわりと喉の奥にある、蓮の香に微笑する。

（甘くておいしいものを、また作らせないといけないし。肌はだによいものを、もっと作らせないといけないし。雪宝林は、わたしをもっと美しくするだろうから）

　ぐっと顎あごを引く。

「行きましょう、みなさま」

　宋貴妃は歩み出す。
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（どうすればいいのか、わからない……）

　混乱し途と方ほうに暮れ、理美はぼんやりしていた。

　理美一人が、和国からやってきた邪じや悪あくな法術使いとして罰せられれば、ことは終わるのかもしれない。それが最も良い方法のように思えた。

「理美！」

　衛え士じに阻そ止しされながら、朱西が必死の声をあげる。伯礼も青ざめている。彼らはどうすればよいのか、めまぐるしくあらゆる可能性を検討しているような表情だ。

　理り不ふ尽じんだと叫さけびたい。けれどそんなことをすれば罰せられる者が増えるだけ。そんなことになるくらいなら、いっそこのまま───。

「その和国人を内侍堂へ引っ立てろ」

　伊文亮が勝ち誇ほこって宣言し、背を向けた時だった。

「お待ちなさい、伊文亮」

　凜りんとした宋貴妃の声が、理美の背後から響ひびく。

　ふり返ると四夫人が揃そろってこちらへ向かってくる。朱西と伯礼も、なんのつもりだろうかと啞あ然ぜんとした顔をしていたが、四夫人は堂々と、衛士や宦かん官がんを目顔で退けながら歩む。

　彼女たちは理美の傍かたわらに立つ。そして鳳徳妃が、困こん惑わく顔の衛士に鋭するどく命じた。

「雪宝林の手を、お放し」

「しかし……」

　と戸と惑まどう衛士に、

「お放し！」

　一いつ喝かつした。衛士はびくりとして、思わずのように理美を突つき離はなす。勢いでよろけた理美を、温賢妃が支える。温賢妃の顔を見ると、彼女は申し訳ないと謝罪するように眉まゆ尻じりを下げていたが、同時に安心しろというように小さく頷く。

「わたしどもの気に入りの女によ官かんを、根こん拠きよもなく罪人あつかいすることは許しません」

　宋貴妃の言葉に、伊文亮は目を細める。

「宋貴妃様。お言葉ではございますが、この女官の罪は、侍じ女じよめが証言いたしましてございますよ？」

「おまえは、本当にそれを見たの？」

　余淑妃が、悪戯いたずらっぽく目をくりくりさせて老侍女に問う。地べたに座りこんでいた老侍女は、余淑妃の明るい瞳に見つめられ、「あっ」と小さく声を出す。そして慌あわてたように声を発する。

「え、い、いえ。わたしは年で。目も弱ってまいりました。わたしは雪宝林を見たと思っていましたが、もしかするとそれは風に舞まった領巾ひれであったかも」

「なにを言い出すか！」

　甲かん高だかく掠かすれた声で文亮が声を荒あららげるが、老侍女はその場にひれ伏ふす。

「申し訳ありません。年ゆえ、目も耳も弱っております。わたくしめの見たものは、その程度のものでございます」

　宋貴妃が、ふふんと鼻先で笑う。

「伊内侍監？　わたしだけならいざ知らず、鳳徳妃様も余淑妃様も温賢妃様も、みな雪宝林は罪なしと信じています。わたしたち以上に、この女官をよく知っている者はなく、またわたしたち四人の意見に逆らえるほど、あなたはお偉えらい方だったかしら？」

「四夫人方。後宮でのわたしの存在意義は、御ご存ぞん知じなのですか？」

「勿もち論ろん知っていますとも。あなたがどんなにお偉くとも、わたしたちよりも位は低くていらっしゃる。そしてわたしたちは四夫人。あなたがそのように横暴であるならば、四夫人で陛下に奏上し、あなたに後宮から出て行っていただくことも可能だと知ってますわ」

　宋貴妃の言葉に、文亮がぎょっとした顔をする。続けて、鳳徳妃が怖こわい笑え顔がおで言う。

「誰か一人の奏上であれば、陛下も馬ば鹿かなことをと取りあわないかもしれない。けれど四夫人の総意となると無視はなされないと思うが、いかが？」

「伊内侍監。おさがりくださいませ」

　温賢妃が、緊きん張ちようしながらも強く要求する。さらに余淑妃が、宦官たちと衛士たちを、じろりと睨にらんで威い圧あつする。

「みんな出て行ってよ」

　文亮は歯ぎしりせんばかりにして、濁にごった目に怒いかりをたぎらせる。文亮と四夫人の視線は真正面からぶつかり、互いに相手を屈服させようとしていた。

　睨み合うことしばし。

　四夫人たちの決然とした態度と威圧に、先に目をそらしたのは文亮。喉のどの奥で呻くと、
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「承知いたしました、四夫人」

　と絞り出すように言った。そして礼をとり、背を向けた。

　文亮が引きあげると告げると、宦官たちも衛士たちも四夫人に礼をとり、背を向け門へ向かう。

（助かったの……？）

　そうわかった瞬しゆん間かん、腰こしが砕くだけた。

「あっ、雪宝林！」

　理美を支えきれなくなった温賢妃の腕うでからするりと体が抜ぬけて、彼女の足元に座りこむ。

「腰が抜けたのか」

「まあ、みっともないわね」

「お姉様、大だい丈じよう夫ぶ？」

　四し夫ふ人じんたちが、座りこんだ理美を囲む。

　理美は四夫人たちをぼんやり見あげ、場ば違ちがいに見み惚とれた。

　宋貴妃はいつにも増して傲ごう慢まんといえるほどの自信と誇りに満ちていて、余淑妃の明るい瞳ひとみは、まるで子供のように澄すみきっている。鳳徳妃は非の打ちどころなく、他を寄せ付けないほどの高貴さ。そして温賢妃は、風になびく花のような柔やわらかさと優やさしい気配。

（ああ、なんて美しいの……）

　四夫人の佇まいが、えも言われぬほどに綺き麗れいだ。姉斎さい宮ぐうにはじめて「美味うましの宮みや」と呼ばれたときのように、心が震ふるえる。

「お美しいです、みなさま」

　意識せずにこぼれた言葉に、四夫人たちは笑った。花が開くような笑顔で。

　朱西と伯礼が駆かけ寄ってくる。そして朱西は理美を抱だき上げた。
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　舞ぶ台たい袖そでの暗がりで、祥飛は我知らず呟つぶやく。

「……見事。四夫人」

　横暴なのはどちらだ、と笑いたくなるほどではあった。だが、どこまでも自信にあふれ、素す晴ばらしい四夫人ぶりだ。

　安あん堵どの息をつくと同時に、祥飛は考えこんだ。

（あの四夫人の誰だれを、右みぎ隣どなりに立たせる者として選ぶべきなのだ？）




　　　二




「あっ……、痛っ」

　その日の深夜。北ほく嶺れい宮きゆうの離れの居室で、理美は頰ほおの傷を朱西の手で消毒してもらっていた。

　向かいあわせの椅い子すに座り、清潔な布に消毒用の薬草液を染しみこませ優しく傷を拭ふきながら、朱西は深い息を吐はく。

「でも、この程度の傷で済んでよかったです。あのまま、あなたが伊内侍監に捕とらえられていたらと思うと、ぞっとします」

「四夫人のおかげですね」

「ええ。彼女たちがあなたを助けてくれるとは……しかも明めい来らい告こく地ちの序列に関しても、陛下に委ゆだねると了りよう承しようしたとは……」

　四夫人はあの後、明来告地の序列については祥飛に委ねると承しよう諾だくしたのだ。

　全員が周囲の思おも惑わくで幼い頃ころから後宮に入ることを運命づけられ、同じようにその場にいることを、四夫人たちは七つくじで悟さとったのだ。全員がまるで四つの重なる影かげ法ぼう師しのように、互たがいを意識した。そのことできっと、競きそい合いいがみ合う虚むなしさを悟ってくれた。

（それもこれも四夫人が偶ぐう然ぜんにも、そろって聡そう明めいだったから）

　だから理美の饗きようした真の宝ほう珠じゆの意味も、賢かしこく悟り、それを自覚したのだ。それもこれも今回後宮に集められた四夫人の資質によるもの。

「わたしは、運がいいですね」

　ほわりと笑ったのは、本当に、自ら運のよさに我ながら感心したからだ。

「運ばかりではない。あなたの饗したもの、ものの饗し方、それがあなたの幸運に結びついた。俺はだから……、やはりあなたが俺の助手になってくれて良かったと思います。食しき学がくはもっと、様々な方向へ発展できるでしょう、あなたとともに」

「嬉うれしいです。これからも朱西様の助手でいられるので。でも、今夜で北嶺宮ともお別れですね」

　四夫人が序列に関して決着をつけ、なおかつ今夜のような騒そう動どうがあったので、四夫人に饗する夜食は今夜が最後と決まったのだ。夜が明ければ朱西は後宮から出るし、理美も小しよう翼よく宮きゆうに戻もどる。そして前と同じく、毎日祥飛のもとへ珠ちゃんの顔を見せに行き、食学堂で朱西の手伝いをする日々が始まる。

　日常に戻れることにほっとするのと同時に、毎夜四夫人に夜食を作れないことはなんとなく物足りなくなるだろうと思う。

　それにこうやって、四六時中朱西といる生活が終わることは寂さみしい。毎日会える人でも、こうやって夜の静けさの中に二人きりで向き合うことは、もうなくなるのだ。

「朱西様とご一いつ緒しよできるのは、今夜だけですね」

　寂しさが無意識に口をついて出ると、朱西は薬草液の布を握にぎりしめたまま、ちょっと息を吞のんだようだった。彼は手にしていた布を卓たく子しに置くと、緊張した顔になる。

「理美はそれを寂しいと思ってくれますか？」

「はい。寂しい……」

　と口にして、急に恥はずかしくなって頰が赤らむ。一緒にいられなくて寂しいなんて口にするのは、朱西のことが慕したわしいと告白するのと同じ言葉に思えた。

「あ、あの。寂しいというのは……」

「俺も寂しいと思っていました……理美」

　朱西は理美の頰に触ふれた。傷を労いたわるようにその近くを優しく撫なでる。

「あのとき、あなたが罰ばつせられたらと生きた心ここ地ちがしなかった。こうやってあなたがここにいて触れられることが、どれほど嬉しいことか。俺はようやく自分の思いを理解した気がします」

「理解ですか？」

「ええ。許されないと、わかっています。けれど、どうしようもない」

　切なげに、朱西は囁ささやく。

「あなたが可か愛わいい」

　指は頰から首筋に滑すべり、顎あごに触れる。もう一方の手も伸のびて、理美の首に触れる。優しく誘いざなうような指に、耳が熱くなる。

　朱西の瞳はいつものように綺麗に澄んでいるのに、熱っぽい光が潜ひそんでいた。

「逃にげないのですか？　理美。俺がなにをしようとしているのか、わかっていますか？」

「わ……わかりません……」

　互いの視線が絡からみ合う。動けない。

「教えましょうか？　でも教えたら、もう手て遅おくれになるかもしれませんが」

「手遅れというのは、不治の病的なものに感かん染せんするとか」

「なんとなく、酷ひどく失礼なことを言われた気がします。俺は変な病気持ちではありません」

「じゃあ、別のとんでもない現象が起こるとかですか？」

　その質問に、朱西はぷっと吹ふき出す。

「駄だ目めですね。あなたの緊きん張ちよう感かんのない受け答えを聞いていると、切せつ羽ぱ詰つまっている自分が滑こつ稽けいに思えてきました」

　指を離はなすと、朱西はてきぱきと薬草液を片づけた。

「あの？　病気ではないんですよね朱西様？」

　含ふくみのある言葉にすこし心配になったが、彼は首を横に振ふって苦く笑しようする。

「そうですね。病気は、病気でしょう。でも安心してください、不治の病ですが死に至ることはない。しかも容易たやすく感染するものではありません。特に、あなたにはね」

（それって、崑国人しかかからない風土病とか？）

　朱西は薬箱を持って立ちあがると、きょとんとする理美に、いつものように優しい微ほほ笑えみを向ける。

「あとは明来告地を待つのみですね。陛下がどのようなご決断を下されるか、それだけです」
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（馬ば鹿かなことをしそうになった）

　薬箱を抱かかえて寝しん室しつへ向かいながら、朱西は自らの愚ぐ行こうに笑った。けして言ってはいけない一言を言ってしまったが、やってはならない行こう為いは、あと一歩のところで踏ふみとどまった。

　踏みとどまれたことに、今さらながら安堵する。

　もし踏みこんでいたら、朱西のみならず理美までもが微び妙みような立場になる。せっかく四し夫ふ人じんの助けで事なきを得た理美を、また窮きゆう地ちに立たせなくてよかった。

「我が慢まん強づよいな、おまえも」

　寝室の暗がりに踏みこんだ途と端たんに、寝しん台だいの方から丈鉄の声がした。勝手に入りこむ男に呆あきれながら、朱西は薬箱を置いて燭しよく台だいに火を灯ともす。

「なんのことだ」

「誤ご魔ま化かすなよ。恋こい知らずの博士返上は、悪くないぜ。まあ相手を選べば、の話だがな」

　なんと丈鉄は、図ずう々ずうしいことに寝台の上に横になって腕うで枕まくらをしてこちらを見ている。

「その礼れい儀ぎ知しらずなところを説教したいが、おまえには今回、助けてもらったからな。とりあえずおまえの助けがあったから、宝珠の一件も解決した。感謝はしてる」

「朱西と理美を助けろと、陛下のご命令もあったし。それに」

　にやりと笑い、丈鉄は起き上がる。

「周宰相も、おまえの動向を気にしているからな」

「あの父上が息むす子この心配などするはずない」

「まあ、そうとも言えるが、そうとも言えない」

「どういう意味だ」

　こんなふうに丈鉄が曖あい昧まいな言葉を使うときは、必ずなにかがある。

「おまえとは、つきあい長いからな。だからちょっとだけ忠告だ。恋の相手は選べ」

「だから誰だれが恋など」

「いいから聞けよ。俺が陛下の護衛としてお側そばを離れずに仕えているのは、それだけが目的ではないってことだ。伯礼はただの鈴すずだ。本来、首に鈴をつけておくべき者の首には、鈴がついていない。だからかわりに、鈴が鳴る仕組みにしてある」

「……どういう意味だ」

「まあ、恋の相手は選べってことだ」

　丈鉄は寝台から下り、朱西の肩かたを叩たたいて出て行った。

（陛下の周囲に、またなにか不ふ穏おんな動きがあるのか）

　ただの冗じよう談だんで、丈鉄はあんなことは言わない。彼が大切な話をしたのだとわかっていたが、なにを言いたいのかはわからなかった。ただ差し迫せまった危険であれば、あんな謎なぞかけめいたまどろっこしいことは言わないはず。危険が生まれる予兆がある程度だろう。

　それはなんなのか、きっと今はわからない。

　ただ丈鉄の忠告だけは心にとめておくべきだ。彼は何度も恋の相手は選べと告げた。それは理美のことに違ちがいない。彼女が祥飛の気に入りの妃ひ嬪ひんだからか。それとも別になにかあるのか。

（理美に、なにがあるというんだ？）







　それから九日後───。

　明めい来らい告こく地ちの日を迎むかえた。
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　宮城の大門前広場は、見あげていれば首が痛くなるような巨きよ大だいな城じよう壁へきに三方を囲われている。

　大門が広場の正面にそびえている。その大門は山のように巨大な両開きの石扉で、一方の扉を開くだけで百人がかり。だからこそほとんど開かれることはない。ただその中に皇こう帝ていが住むことを誇こ示じするためだけに作られた動かない大扉だ。

　巨大な扉には龍りゆうが浮うき彫ぼりにされ、広場に集まった都の民たみを石の眼まなこで見おろす。

　大門の左右にせり出す城壁には正式な軍装を身につけた禁軍兵士がずらりと並び、民を威い圧あつする。

　広場に押し寄せた都の民は二千人ほど。皇帝の姿を見られる機会は、滅めつ多たにないのだ。

　大門の上には石の望ぼう楼ろうがそびえ、そこに四夫人とともに皇帝は姿を現す。

　正午の銅ど鑼らが鳴り響ひびくと同時に、望楼の上に四人の女性が姿を現した。その姿に、広場の民衆の間から歓かん声せいがあがる。

　そこに立ったのは宋貴妃、余淑妃、鳳徳妃、温賢妃。いずれ劣おとらぬ気品をそなえた、誇ほこり高い立ち姿だ。
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　その頃ころ、理美は小翼宮の自分の房ぼうから、ぼんやりと空を眺ながめていた。大門前の喧けん噪そうも後宮までは届かない。いつもと変わらず静かだ。

　四夫人は明来告地のために後宮を出たし、朱西と伯礼は祥飛の付き添そいで儀ぎ式しきに参加している。理美はただの女によ官かんなので、儀式を覗のぞき見られる立場ではない。

（陛下は、四夫人の誰だれをご自分の右に立たせるつもりなのかなぁ）

　四夫人は己おのれの気高さを自覚し、誰が選ばれようが関係ないと納なつ得とくしている。けれど周囲は、誰が選ばれた、誰が選ばれなかったと、あれこれとやかく言うだろう。

　せっかく四夫人たち自身が納得しているのに、周囲からの雑音で、また彼女たちが心を乱すのは嫌いやだった。

　秋らしく薄うすい青の高い空を見あげていると、ふと、珠ちゃんの姿が見えないことに気づく。

「……あれ？　どこにいったのかな？」




　　　三




　黒と見まごう深ふか紫むらさきの上じよう衣い下か裳も。右みぎ肩かたから背を通り左袖そでへ、銀の龍の刺し繡しゆうが施ほどこされた皇帝の衣装は、若い皇帝を一層神こう々ごうしいほど美しく引き立たせる。

　祥飛は城壁内の階段をのぼり、城壁の上へと出た。そこには官かん吏りが居並び、もちろん宰相の周考仁もいた。彼らは祥飛の姿が現れると、跪き拝はいの礼をとる。

　望楼へと続く階段下まで歩を進めた祥飛の背に、

「陛下」

　と、気き遣づかわしげな朱西の声が当たる。

　ふり向くと、ここまで祥飛に付き従ってきた朱西が眉まゆ根ねを寄せている。大だい丈じよう夫ぶなのですかと言いたげだ。彼は直前まで、四夫人の誰を右に立たせるつもりか決めたのかと、何度も訊きいてきた。祥飛は「まだだ」とだけ答え、ここまでやって来たのだ。

　朱西は夏の間、理美とともに四夫人の料理番を務めた。そのためか四夫人に特別思い入れがあるようだ。彼女たちの誰が選ばれ、またそれによってどんな波風が立つのか、気になってどうしようもないらしい。

（優やさしすぎるというのは、損な性しよう分ぶんだな）

　朱西はその優しさ故ゆえに、いつも必要以上に苦労している気がする。

　しかし今回ばかりは、祥飛も明来告地までの九日間、苦痛なほどに考えさせられた。

「案ずるな、朱西」

　一言だけ告げる。朱西はここまでしか来られない。望楼に上れるのは、四夫人と皇帝だけだ。

　階段下には伯礼が跪ひざまずいていた。紫の本天の上に載のった蓮れん花か散さん華げ宝ほう珠じゆを両手で捧ささげ持ち、祥飛の前へと差し出す。

　祥飛はそれを手に取り両手で持つと、ゆっくりと階段を上がる。

　望楼の上で皇帝は四夫人の一人に宝珠を手て渡わたし、自らの右に立たせるのが慣例。

　先に望楼にいた四夫人は、皇帝を迎えるためにふり向くとその場で跪拝の礼をとる。

　祥飛は居並ぶ四夫人を見つめ、一呼吸置いて呼びかけた。

「宋貴妃」

「はい」

　と顔をあげた宋貴妃は、初めて出会ったときとはすこし印象が変わっている。自信満々な感じは変わらないが、なにかを企たくらむような嫌らしさがない。

「そなたには最初、悪いことをした」

　宋貴妃が目をまん丸にする。

「そなたは誇り高く自信に満ちた、よき貴妃だ」

　そこで祥飛は次に、

「余淑妃」

　と呼ぶ。「はい」と顔をあげた、つやつやした頰ほおの淑妃に告げる。

「そなたは変わっているな。しかし清潔だ。女が好きならそれも結構だ。存分に楽しめ。それを悪いとは言わぬ。たまには余にも、女が喜ぶ方法など教えろ。そして鳳徳妃」

　きょとんとする余淑妃をそのままにして、鳳徳妃を呼んだ。鳳徳妃は静かに顔をあげた。

「鳳徳妃。余はそなたが幼い頃、後宮に度たび々たび来ていた姿を見ている。そなたの心が幼い頃と変わらないことは、人として誠まことのある印かとも思う。だからなにも気にすることはない」

　鳳徳妃はぎょっとしたような顔をしたが、かまわずに最後に「温賢妃」と呼ぶ。

　おずおずと顔をあげた賢妃に、祥飛は軽く頷うなずく。

「安心せよ。そなたの罪は罪ではないし、そなたが望む限り後宮にいることを許す。余は四し夫ふ人じんとなった誰も手放すまいと決めた」

　その言葉に、四夫人が同時に「えっ」と声をあげた。

「余は四夫人の誰も手放さぬ。そして四人には等しく接する。だから命じる。余を主あるじとし、仕えよ。そうすれば余はそなたたち四人を手放すことなく、後宮の最高位の女として、敬意を払はらって接する」

　意味がわからないというように、四夫人はぽかんとしている。

「そなたたちは余の妃だ。しかしただの妃では、そなたらもつまらぬだろう。余はそなたたちを、妃という名の、余の最も頼たよりになる臣下としてあつかう。そなたたちの一番のつとめは世よ継つぎを産むことではあろうが、そのつとめを望まぬのであれば、余のために他ほかのつとめを果たせ。世継ぎを産むつとめを果たすという者には、平等に機会をもつ。しかし世継ぎを産むつとめを果たした者を、そうしたからといって特別あつかいにもしない。誰だれが産もうが、産まれた世継ぎは四夫人の子とし、四夫人が育てることとする」

　祥飛は命じた。

「立て。そして民衆に向かい、余とともに国の未来を約束せよ。余の最も頼りになる臣下として、民に向かい国の安あん寧ねいを約せ」

　四夫人は立ちあがり、大門前広場の方へ向く。

　祥飛は彼女たちの間を抜ぬけ、自ら宝珠を捧げ持ったまま望楼の端はしへと立つ。

　皇帝の姿が現れると、大門前広場から民衆の声が沸わきあがる。

　四夫人は皇帝の後ろ姿を見つめてしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。しかし徐じよ々じよにその意味を悟さとったのか、それぞれの表情が明るく輝かがやく。

　皇帝は誰一人選ばなかった。

　ただ四夫人の前に立った。四人は等しく、皇帝に仕えよとその背中が命じていた。妃きさきという皇帝に付属する女としてではなく、女でありながらも、皇帝を支える柱の一つとなれと。

　それは寵を与あたえるよりも、もっと大だい胆たんで、もっと敬意を払った処しよ遇ぐうだ。
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「陛下は、なにを！」

　祀し部ぶの官吏が慌あわてふためき望ぼう楼ろうへ続く階段へ駆かけ寄ったが、朱西はそれを押しとどめた。

「なりません。今、望楼にのぼられることは儀式の妨さまたげです」

「しかし陛下ご自身が宝珠を持つなど！　慣例では四夫人の一人が持たねば！」

「それが陛下のご決断。もう陛下は民たみの前に立たれました」

　官吏は「陛下はなにをお考えになって……」と、呆然と呟つぶやいているが、朱西は笑い出したくて仕方なかった。

（明めい来らい告こく地ちで慣例破りとは。この大事な儀式でその様式を崩くずすほどに、お悩なやみになったのか）

　しかしその悩みの結果出した答えに、朱西は嬉うれしさを感じるのだ。

　今までの祥飛にはできなかった判断だろう。

（よきご決断です。陛下）
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（悪いことをしたと、陛下は……）

　その一言だけで、宋貴妃は泣きそうだった。皇こう帝ていはまるで宋貴妃のことをよく知っているかのように話しかけ、「よき貴妃」と言ってくれた。神々しいほどに美しいその姿が、慕したわしい。けれど以前のような焦じれるような慕わしさではなく、まるで美しい幻まぼろしを慕うような、遠いものを心から愛しているような気持ちになる。彼は自らの主だ。強くそう感じる。
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（変わっているのは、この陛下の方ね。「存分に楽しめ」なんて、呆あきれちゃう）

　余淑妃は笑え顔がおになってしまう。女が好きなら結構だなどと、まさか言われるとは思っていなかった。そんな情報をどこから得たのか、皇帝は余淑妃のことはよくわかっているらしい。

（陛下には神龍の加護があるから？　人じゃないのかしら。あらだったら、男じゃないのかも。とても美しいし）

　仕えよと男に命じられたら、普ふ通つうなら嫌けん悪お感かんに吐はきそうになるだろう。けれどまったく嫌悪感がないのが不思議だ。仕えてもいいと思う。神龍の加護を受ける、美しい皇帝にならば、と。それは男だとか、女だとか、そんなものを越こえた場所にある存在な気がする。
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（陛下は覚えておいでだったのか）

　昔、伯礼のもとへ訪ねていくと、時々下の公子の姿も目にしていた。いつもなにかを恐おそれているような子供で、とても憐あわれに見えていた。その子供は、鳳徳妃のなかに住む思いを見み透すかしている。けれどそれを認めてもいる。

　皇帝に仕えることが、鳳徳妃の義務だ。それを知っているのだから、仕えよと命じられて逆らう気はない。しかしそれ以上に嬉しかったのは、その皇帝が、鳳徳妃の中に住む思いを「誠のある印」と評したことだ。

　自らの妃がそんな思いを抱いだいていたら嫌いやがりそうなものだが、皇帝は気にすることはないと言ったのだ。

　彼は寛かん容ようだ。仕えるにはよい主かもしれない。
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（「罪は罪ではない」と……）

　皇帝は温賢妃がしでかしたことを知っているからこそ、ああ言ったのだろう。そしていつまでも後宮にいていいと言ったのは、彼女には帰る場所がないことも知っているからに違ちがいない。

（こんなことをしでかしたわたしでも、それでよいと仰おつしやっている？　そして仕えよと）

　許されたことへの感謝が、胸を満たす。犯おかした罪を許されるだけでなく、居場所を与えてもらえるとしたら、温賢妃はこの皇帝に身命を賭として仕えるべきなのだ。

（許され、居場所を与えられたのだから……）

　それは妃として、あらゆる皇帝の危難にさいして、皇帝を守り仕えること。それが役目なのだと痛感した。
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　歓かん声せいに向かい、祥飛は美しい宝珠を捧ささげ持ち声を張った。

「余はここに崑国の明るき未来を約し、それを告げる」

　すると歓声は地じ響ひびきのようにひときわ大きく宮城を揺ゆるがした。

　大だい門もん扉ぴが震ふるえ、大門に彫ほられた龍の目が動いたと、後に伝えられるほどの大歓声だった。

　四し夫ふ人じんは民衆へ向け微ほほ笑えみかけた。自らの役目を悟り、それを誇ほこりにする美しい微笑に、さらに民衆の歓かん喜きの声が高まった。







　このとき───民衆の中に、望楼の屋根に銀色の小さな生き物を見た者がいた。皇帝が立った場所の真上の屋根に、ちょこんと座った小さな銀色の生き物がなんなのか、誰だれもわからなかったという。

[image: ]







　そしてさらに───このとき皇帝とともに望楼に立った四夫人は、全員がその天てん寿じゆをまっとうするまで後宮の四夫人として過ごすこととなる。四夫人は結束し四し蓮れん花かと称しようされ、皇帝と皇后の危機を救った稀き代たいの四夫人として名を残すことになるが、それはまだ先の話。
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（明来告地が、このように迎むかえられるとは）

　民衆の歓声を聞きながら、伯礼は望楼を見あげていた。

　四夫人の間に、できるだけ禍か根こんを残さずにこの日を迎えられればと願ってはいたが、こんな光景を見るとは予想だにしなかった。蔡徳妃の時代のことを鑑かんがみれば、これは奇き跡せきのような光景ではあった。これも祥飛が自らの責任を認め、納なつ得とくし、最善の答えを出したからだろう。

　その決断がもたらした光景を見ていると、伯礼の中にあるなにかが救われるような気がした。

「祀部の奴やつらは顔が青いな」

　隣となりに立ったのは丈鉄。彼も儀ぎ式しきの日とあって、普ふ段だんとは違う正式な軍装を身につけている。

「祀部の者たちには儀式の様式を変えるなど思いもつかないでしょう。きっとこのあと礼れい部ぶ尚しよう書しよから、陛下に抗こう議ぎがなされるでしょうね。それでも、これで良いとわたしは思いますが」

「珍めずらしく意見が合うな。俺もだぜ。陛下がこんな対応をしたのは、好きな女ができたからかな？　彼女は陛下に必要な女だ」

　丈鉄の口元が笑っている。伯礼も薄うすく笑う。その視線の先には、望楼の上の祥飛の背を満足そうに見つめる朱西の姿がある。

「おや丈鉄、それも珍しく意見が合いますね。わたしもそう思います。朱西には悪いですが……わたしたちは陛下のために必要なものは、さしあげなければならないでしょう」
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　理美は一人、ぼんやりと空を眺ながめ続けていた。

　今夜は明めい来らい告こく地ちの祝いの宴えん席せきが設けられるので、四夫人たちは外朝で食事をとる。朱西も丈鉄もその宴うたげに参加するし、伯礼は四夫人と祥飛の側そばに仕える内ない侍じとして、宴の場にいるはずだ。

　けれど四夫人はぐったりと疲ひ労ろうして後宮に戻もどってくるはずだから、明日の朝は、四夫人が喜んでくれるような、胃腸に優やさしいものを作ってそれぞれの宮きゆう殿でんに行ってみようか。

　夏の間苦労続きだった朱西と伯礼も、これで大仕事が済んだことになる。彼らにも、おいしいものを食べてもらいたい。

（わたしの夏の務めも、これで完かん璧ぺきに終われるはずだから）

　夏の間朱西と北ほく嶺れい宮きゆうで過ごした時間は、色々ありすぎて、勘かん弁べんして欲しいほどだった。それでも彼といられたことだけは嬉うれしかった。

　───あなたが可か愛わいい。

　朱西がささやいた言葉を思い出し、赤面した。あれはなんだったのだろうかと、未いまだに不思議だ。期待を誘さそうような言葉だった気もするのだが、あのあと朱西はいつもと変わらずの態度だ。恋こい知らずの博士の彼のことだから、きっとまた、女性を褒ほめるとか勇気づけるとか、労をねぎらう言葉と勘かん違ちがいして、あんなことを言ったのだろう。

　なにはともあれ、四夫人と朱西、伯礼を喜ばせる食事だ。

（お酒もお食事もたっぷり召めし上がっていらっしゃるから、翌朝は水気の多い、あっさりしたものがいいわね。温かいものがいいのかな？　冷たいものがいいのかな？　朱西様は確か、食べ過ぎの翌日は温かいものがよいと仰っていた気がする）

　どんなものを作るべきか、考えると心が躍おどる。

（堅けん魚ぎよ堅けんと海うみ布ふの出汁だしで、お粥かゆなんてどうかな？　甘ガン醬ジヤンをもとにして、崑国風の風味づけのたれなんかを添そえて、お好みに味を変えられるようにして）

　自分の房ぼうを出て回かい廊ろうに踏ふみ出すと、背後からととっと軽い足音がした。ふり返ると珠ちゃんで、銀色の愛らしい神しん獣じゆうはキュッと小さく鳴くと、いつものように理美の裳もをするすると駆かけのぼって肩かたに乗る。

「どこ行ってたの？　珠ちゃん」

　喉のどをくすぐると、珠ちゃんは嬉しそうに目を細める。

　陽ひざしは弱まり、風は涼すずしく吹ふき抜ぬける。柔やわらかな秋の気配を乾かわいた空気の中に感じながら、理美は今日も、誰だれかが「おいしい」と言ってくれることを期待して厨ちゆう房ぼうへ向かう。

　そしてその翌朝。

　理美が小翼宮の厨房で粥の準備をしていると、四夫人それぞれから呼び出しがあった。

　同時の呼び出しに困こん惑わくしていた理美のもとに、おりよく伯礼が顔を出したので相談すると、彼は西せい桃とう苑えんと呼ばれる庭園に席を設け、そこに四夫人全員を集めてくれた。

　理美が厨房から粥を運びこみ、桃の木陰に据すえられた円えん卓たくに朝あさ餉げの用意を調ととのえると、四夫人たちがやってきた。

「おはようございます。四夫人」

　礼で迎えると、四夫人たちは躾しつけられた微笑でおはようと挨あい拶さつを返し卓たく子しに着く。しかし供の侍じ女じよたちが桃苑の外へさがると遠えん慮りよがなくなったのか、鳳徳妃が苦笑いする。

「本当に昨日は疲つかれたね。そうそう、言っておきたかった。昨日の宋貴妃様の衣装は、いささか派手すぎたね。もうすこし大人びた色味にした方がいい」

　宋貴妃は、つんと顎あごをあげる。

「あら、そう仰おつしやる鳳徳妃様は、宴の席で官かん吏りたちに愛あい想そがなさすぎましたわ。それに衣装に問題があるのでしたら、わたしよりも温賢妃様です。地味すぎます」

「わたしはあれで、充じゆう分ぶんですもの」

　温賢妃は遠慮気味に首をすくめるが、隣となりに座る余淑妃の顔を覗のぞきこむ。

「あの。余淑妃様は、もうすこし歩き方をお気をつけになった方がいいかもしれませんわ。足首が見えてましたもの」

「え？　いつ見えていました？　見えていても、ちょっとでしょう」

「ちょっとでも良くないよ、余淑妃様」

　あっけらかんとしている余淑妃を、鳳徳妃がたしなめる。

　小さな苦情を言い合う四夫人がおかしくて、理美は笑いをこらえながら、粥を碗わんにそそぐと四夫人の前に並べていく。

「あっ、お姉様。笑ってる？」

　余淑妃の指し摘てきに、宋貴妃が「まぁ」と呆あきれたような声を出す。

「失礼ね。なにがおかしいの雪宝林」

「いえ。おかしくないです。ただみなさま方が、楽しそうだと思って」

「楽しくなんかないけどね」

　鳳徳妃は眉まゆ根ねを寄せるが、温賢妃は、恥はずかしそうに微笑する。

「楽しくないですけれど、ちょっと安心したのよ、雪宝林。わたしたち」

「安心ですか？」

　すると宋貴妃が、わずかに胸を張った。

「知らないの？　明来告地で陛下は、四夫人の誰だれも右みぎ隣どなりに立たせず、ご自分が四夫人の前に立ったの。そしてわたしたち四人を手放すことなく、後宮の最高位の女として、敬意を払はらって接すると仰ったのよ」

「え……。お選びにならなかった……？」

　理美は目を丸くした。すると余淑妃が、勢いこんでつけ足す。

「しかも『妃という名の、余の最も頼たよりになる臣下』と、わたしたち四人のことを仰ったの。女の身で、そんな言葉をかけてもらえるなんて凄すごいことではない？」

　四夫人たちはそこで全員が、顔を見合わせてちょっと笑う。理美が驚おどろきに言葉を失っていると、彼女たちは「いただきましょう」と言って匙さじを手にし、粥を口に運ぶ。

（明来告地が終わった翌日に、四夫人が……笑えている……）

　理美が驚き、呆ぼう然ぜんとするほど、彼女たちは落ち着き満ち足りているようだった。

　すると改めて朱西と伯礼に、あとで粥を届けようと思う。四夫人たちがこうやって穏おだやかな朝を迎むかえられるのは、彼らの尽じん力りよくのおかげだ。

（そして陛下が……そんな決断を下すなんて）

　祥飛にも粥を届けたい。今、四夫人の口から聞かされた祥飛の決断は、理美が望んだ以上の最善の答えだったのだ。そのお礼を言いたい。

「ああ、おいしい」

　宋貴妃が、胸の奥からゆっくりと吐はき出すように言う。

「この甘醬のたれ、甘あま辛からくておいしい！　風味が変わっていいわ！」

　余淑妃の無む邪じや気きな声に、鳳徳妃が頷うなずく。

「飲み過ぎの翌日には、ぴったりの粥ね」

「わたし、これなら毎朝おいしくいただけるわ。とってもさらりとして、食べやすい」

　温賢妃も微笑む。

「たくさん召し上がって下さい」

　ほわっと笑った理美に、宋貴妃がくすっと笑う。

「相変わらず、猫ねこがくしゃみする直前みたいな、気の抜けた顔ね。雪宝林」

「わぁ、嬉しい。猫ですか」

　可か愛わいい生き物に喩たとえてもらえたことが嬉しかったが、余淑妃が目をつりあげる。

「喜んじゃ駄だ目めよ、お姉様！　褒められたのとは違ちがうから！　宋貴妃様の意地悪！」

「え？　そうですか？　でも猫は可愛いですから、くしゃみでも欠伸あくびでも嬉しいですよ？」

　理美がにこにこと答えると、宋貴妃をはじめ四夫人はきょとんとし、それから四人ともが声をあげて笑った。

　明来告地は終わり、秋は深まる。

　ゆるやかな秋風に、四夫人の笑い声が乗って流れる。







　あとがき




　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。

　一いつ華か後こう宮きゆう料りよう理り帖ちよう、おかげさまで続編を出すことができました。

　前回。理り美みが一人、地味にこそこそと漬つけ物もの生活をしていたあげく離り宮きゆうに隔かく離りされてしまったので、後宮らしい華はな々ばなしさがありませんでした。そこで今回は後宮らしく華やかに、四夫人を登場させてみました。そして「華やかといえば恋こいでしょう（←単純）」ということで、三角関係なども徐じよ々じよに進展（？）します。朱しゆ西せいも祥しよう飛ひもこれからどうすればいいんだっ!?　と、我ながらドキドキですが、とりあえず面おも白しろがってもらえれば良いかなと思っています。

　担当様。いつもいつも、様々にご迷めい惑わくをおかけしています。力を尽つくしていただいているぶん、良いものを書けるよう精しよう進じんいたしますので、引き続きよろしくお願いいたします。

　挿さし絵えを描かいてくださった、凪なぎかすみ様。今回もありがとうございます。凪様の描かれる理美と、そして珠たまちゃんの可か愛わいいこと！　さらに男性陣じんの素す敵てきなこと！　見る度たびに見み惚ほれる美しさに脱だつ帽ぼうです。描いてもらえたことが本当に本当に幸運です。ありがとうございます。

　最後になりましたが読者の皆さま。この本を手にとってもらえて嬉うれしいです。ありがとうございます。すこしでも気に入ってもらえ、ひととき楽しんでもらえれば幸いです。
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